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　冷房の効いた新幹線を降りると、蝉の鳴き声が耳に飛び込んでくる。それとともに、むわりと蒸し暑い空気が体にまとわりついた。

　田舎の駅には降りる人もまばらだ。ホームには数組の姿しかなかった。

　帰省であろう子連れの家族の脇を通り、佐さ藤とう尚なお人とは階段を降りて改札へと向かう。

　実家の隣町に新幹線が通るようになり数年が経つが、駅の周りは相変わらず栄えてはいない。新しく立派な駅舎だけが、田園風景になじまず浮いていた。

「あ、おじいちゃん、おばあちゃん！」

　改札が見えたとたん、はしゃいだ子どもが尚人を追い抜いていく。その向こうには、嬉しそうに手を振る年配の夫婦の姿があった。

「待って、圭介、切符！」

　ひとりで駆け出した子どもをその両親が追いかける。瞬く間に、離れて住む家族の喜びの再会シーンが眼前に広がる。

　そんな光景を微笑ましく思いながらも、老夫婦のそばに見知った顔を認め、尚人の足取りは重くなった。

「尚人！」

「尚くん！」

　満面の笑みで迎えてくれたのは、幼馴染みの橋はし本もと祐ゆう樹きと堀ほり内うち和かず美みだった。軽く手を上げてふたりに応える。

　駅から実家まではひとりで帰るつもりだったが、ふたりは休みだからと迎えに来ると言って聞かなかった。

「久しぶり」

　改札を抜けふたりの前に立つと、憂鬱さなど微塵も見せぬよう、尚人も笑顔で挨拶を交わした。

「おう。荷物持つよ」

　断るよりも早く、軽々と荷物を奪われる。

「ちょっ」

「いいからいいから」

　祐樹が白い歯を見せてニカッと笑い、荷物を持っていない方の腕で肩を組んできた。

　──馴れ馴れしくするなよ。

　内心ぎょっとしつつも、むきになっても仕方ないので、諦めて一緒に歩き出す。

「悪いな、迎えに来てもらって」

「全然」

　久しぶりに会った精悍な友人を横目で見る。華奢で小柄な尚人とは違い、祐樹はがっちりとたくましい体格をしている。よっぽど尚人と会えたことが嬉しいのだろう。機嫌がよさそうに口角を上げていた。くすくすと笑いながら和美もついてくる。

　駅舎を出ると、真夏の日差しが眩しかった。

　ロータリー横の駐車場に停めてあった祐樹の車に三人で乗りこむ。祐樹が運転席で、和美が助手席、尚人は後部座席だ。

　ふたりとは小学校からの同級生で、付き合いはもう二十年になる。同じ町内のいわゆるご近所さんだったこともあり、小中高とずっと仲がよかった。

「尚くん変わってないね」

　車が走りだすと、助手席から和美が振り返って微笑んだ。いつまでも学生をしている自分とは違い、社会人になってふたりはぐんと大人っぽくなった。

「和美は……老けた？」

「ひどい、綺麗になったとか言えないの？」

　軽口をたたいたけれど、実際のところ和美はますます綺麗になっている。二十七歳といえば結婚適齢期であり、女性の花盛りともいえる年齢だろう。

　──結婚、適齢期か。嫌な言葉だ。

「尚人の周りはピチピチの女子大生がいっぱいいるからなぁ」

「もう、祐樹まで！」

　祐樹にからかわれて和美がふくれる。相変わらず仲がいいなぁと思う。まったく、勘弁してほしいくらいに。

　ふたりが付き合いだしたのは、高校に入ってからだった。仲良し三人組のうちふたりがくっつくなんて気まずいことこのうえなかったが、さりげなく距離を取ろうとした尚人をふたりは離さなかった。ひとりだけ上京したにもかかわらず、今も何ひとつ変わらない態度でふたりは接してくる。もはや一生付き合っていく腐れ縁に違いない。

「論文どう？」

　信号待ちをしているときに祐樹が聞いてきた。

「頑張ってるよ。祐樹は仕事どう？」

「いろいろやらせてもらって、結構やり甲斐でてきたかな。同期の中でも出世頭なんじゃないかって言われてるんだぜ」

　この男はどこに行ったってうまくやれるだろう。責任感が強く、頼り甲斐があるのは昔から変わらない。祐樹は大学を卒業後、地元の銀行に就職した。誠実で、安定した堅実な職についていて、和美はいい男を捕まえた。考えて胸がちくりと痛む。そして、そんな自分に嫌気がさした。

「へー、理想の結婚相手だよなぁ」

　からかって笑い飛ばそうとしただけだったのに、思いがけず車内に微妙な空気が流れてしまった。

「あー……」

　祐樹が耳の後ろをかきながら照れたような困ったような声を出して、まさか、と嫌な予感が駆け抜ける。

「あとでゆっくり話そうと思ってたんだけど、実はね……」

　和美がちらりと祐樹を見て、祐樹がその先の言葉を継いだ。

「俺たち、結婚しようと思ってる」

　信号が変わる。車が走りだす。

　心臓が、早鐘を打つ。

「……尚人？」

　ふたりが不安げに尚人の反応を待っている。

　早く言わなければ。なるべく自然に、明るく。そう思っても、おめでとうの一言が喉元で詰まって出てこない。

　くそ、ずっと覚悟してきたことだろう。

　──出来る。やる。

　尚人は大きく息を吸って、精一杯の笑顔を作った。
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　尚人が仮眠から目覚めると、部屋の中はすっかり暗くなっていた。

　枕元に手を伸ばし目覚まし時計を確認する。アラームを設定していた時間より少し早かったが、どちらにせよもう起きなければならない時刻に差し掛かっていた。

　嫌な夢を見た気がする。実家からこちらに帰ってきてからというもの、ずっと寝付きが悪かった。

　尚人はベッドから起き上がった。まだ寝足りなくとも寝不足はいつものことだ。昼夜問わず研究し、空いた時間に仮眠を取る生活を送っている。

　出かける準備が整い、アルバイト先のコンビニへ向かう。不規則な生活ではあるが、文系の尚人は理系の院生のように研究室にこもりきりというわけではない。だからこそバイトが出来ている。その代わり、近所の店舗の一番時給のいい時間帯を選ぶことで、バイトに割く時間は最小限に抑えている。大学が夏休みに入った今だけ週三日に増やしてもらったが、普段は教授の雑務を手伝うバイトもしているため週二日しかシフトに入っていない。

　今日は確か城戸くんと一緒のシフトだったはずだ。歩きながら、尚人はふとバイト仲間のことを思い浮かべた。城き戸ど優ゆう太たは端正な顔の青年で、尚人と同じ大学に通う三年生だ。よくシフトがかぶるのでやりやすい。

　店に到着してレジを見ると、先に来ているはずの優太の姿は見当たらなかった。店長とともにそこにいたのは、長身の見知らぬ男だ。

　制服を着ているから新しいバイトなのだろう。男と目が合うと、客だと思ったのか「いらっしゃいませ」と声をかけられた。店長はその横で微笑んで頷きかけてくる。ふたりに軽く頭を下げてから、尚人は店の奥に引っ込んだ。

　着替えてから戻ると、店内はすいていて雑誌を読む客がひとりいるだけだった。

「おはようございます」

　レジに入って店長に声をかける。バイトのときは時間帯に関係なくおはようございますと挨拶をする。はじめは変だと思ったものだが、今ではすっかり当たり前になった。

「佐藤くん、今日もよろしく。こちら杉すぎ田た淳あつしくん。入ったばかりだからいろいろ教えてあげてほしい」

　店長の紹介で初めてまともに新人の顔を見た。

　二重まぶたの瞳、高い鼻梁。ふわりと柔らかそうな栗色の髪。

　──こりゃまたかっこいい子が来たな。

「はじめまして、杉田淳です。よろしくお願いします」

　淳が笑顔で挨拶をしてくる。

　やや上がった目尻と整った顔立ちがクールで一見すると近寄り難く感じる。なのに、笑うと印象ががらりと変わる。笑顔が顔いっぱいに広がり、一気に甘さと人懐っこい感じが増した。

「佐藤尚人です。よろしく」

　店長に聞けば、シフトを減らしたくなった優太の紹介で今日からの勤務らしい。

　尚人は帰省していたため事情を知らなかった。

　店長が事務所に行ってしまって、レジには新人とふたりきりになった。客も少ないので少し話をしてみる。

「城戸くんの友達なんだ。仲いいの？」

「いっすよ。一年の頃から同じクラスだったんで」

　類は友を呼ぶということか。イケメンの友達はイケメンらしい。ふたり並んだら大層人目を引くだろう。

「じゃあうちの大学か」

「あ、佐藤さんもっすか？　何学部？」

「いや、俺はもう院生だよ。学部は文学部だったけど」

　同じ大学と言っても、経済学部のふたりとは学内で接点はない。

　城戸くんは落ち着いた雰囲気だけど、杉田くんは明るくて親しみやすい感じがする。

　尚人は淳のくだけた口調や表情を見てそう思った。

「院生？　いくつですか？」

「もう二十七だよ」

　尚人の返事に淳は驚いた顔をした。

「えぇ、見えないですね」

「そう？　さすがに学部生には見えないだろ」

「いやー、まぁ、言われてみればそんな気もしますけど。なんか、ちっちゃいから」

　笑顔が引きつる。初めて会った相手にいきなり言うことだろうか。背が低めなことは少なからず気にしていて、コンプレックスのひとつだ。目の前の男は思ったことをすぐに言葉にしてしまうようだ。悪気はなくとも無神経だと思う。

「失礼だなぁ」

　これから一緒に働くわけだし、こんなことで大人げなく怒ったりはしない。しかし、冗談のつもりでわざと声に不機嫌さを滲ませた。

「あ、すみません。や、褒め言葉ですって。若く見えるってことです」

　よく言うよ。さすがに褒め言葉だと言うには無理がある。黙って睨むと、淳は慌てだした。

「許してくださいって。ね、先輩」

　さっきまで『佐藤さん』と呼んでいたのに、機嫌をとるためだろう、急に『先輩』と呼び出す。調子のいいやつだ。顔には出さないが、可笑しくてつい頬が緩みそうになった。

「ナオせんぱーい」

　……ナオ先輩？　予想外の呼び方をされて耳を疑った。それはいきなり馴れ馴れしくないか？　いやいや、一気に飛び越えすぎだろう。

　無言のままでいると、淳が上目遣いで覗き込んでくる。

「許して？　ね？」

　──うわー。

　尚人はその仕草に面食らった。見つめてくる瞳は心配そうでいて、同時に茶目っ気もはらんでいる。

　計算でやってるのか？　天然でやってるのか？

　ないはずの母性本能のようなものが、きゅんと刺激される。杉田くんってきっと、いくら失言や失敗をしても愛嬌で許されるタイプだ、と初対面にして思った。あと、絶対女の子にモテるに違いない。

「怒ってないよ」

　苦笑して言うと、淳はほっとしたように表情を緩めた。

「ほんと？」

「ほんとほんと」

　もはや敬語すら外れているが、まぁいい。甘え上手というか何というか、『杉田くんだから仕方ない』と思ってしまうような魅力が彼にはある。

「よかったぁ。初日から先輩怒らせたかと思って焦ったぁ」

　淳が無邪気に笑う。尚人はまた、心の中で『うわー』と驚きの声を漏らした。

　無邪気さがきらきらと輝いて見えまぶしい。自分よりずっと背が高く、ずっとかっこいい青年のことが、なんだか可愛く思えるから不思議だ。

　仕事を教え始めると、淳は焦りだした。

「やべー、これ全部覚えるんすか」

　コンビニの仕事は高校生でも出来るが、内容は多岐に渡り覚えることも多い。次第に慣れてはいくものの、誰でも最初はげんなりするものだ。

　何も分からない相手に一から教えていくのは正直面倒ではあったが、自分が新人だったときのことを思い出し、後で業務内容のポイントでもメモしてあげようと思った。

　しかし、穏やかな心持ちでいられたのも最初だけだった。

　夜が更け客足が遠のいた頃、尚人は雑誌の返本作業を始めた。店の奥のパソコンからリストを印刷し、該当の雑誌を段ボールに詰めていく。

「それどうするんすか？」

「業者に返すんだよ」

　ふうん、と言って淳がリストを横から覗き込んでくる。

「どうせ返すんなら、ちらっと中見ちゃってもいいですよね」

　そう言って淳が手にしたのはアダルト雑誌だった。近寄ってきて目の前でめくりだしたので、尚人はぎょっとした。半身は密着し、頬までも付きそうに近い。

「おー」だの「うわぁ」だの声を上げながら、ポーズや角度がどうだ、顔や胸がどうだ、といちいち感想を言ってくる。

　最悪だ。尚人は身を強張らせて耐えていた。この場を逃れたくてたまらないのに、当惑しているうちに機を逃してしまった。

　淳が更に密着してきた。

「先輩はどういうので抜くんですか？」

「抜っ……」

　とんでもないことを聞かれ、一気に体温が急上昇した。誰にも言いませんから、と内緒話をするように耳元で囁かれる。

「知らない」

　手で耳を押さえ顔を逸らすと、覗き込まれて笑われた。

「うっわ、真っ赤っか」

　顔が赤いであろうことは感づいていた。ますます頬が熱くなっていき、尚人は淳を押しのけた。

「邪魔するなら向こうに行って。今お客さんが来て、こんなとこ見られたらどうするんだ。読むなとまでは言わないけど、仕事が終わってから奥で一人で読んでくれ」

　雑誌を奪い段ボールに放り込む。淳には全く堪えなかったようで、それどころが嬉々として絡んでくる。興味の対象はすっかり雑誌から自分に移ってしまったようだ。

「ねぇ、顔見せてくださいよ」

「いいから仕事して」

「ちょっとだけ」

　背を向けると前に回りこんでくる。ふたりでくるくると回転しながら押し問答をする。

　何をやってるんだ。何だこの茶番は。

「ナオ先輩、ね、こっち向いて？」

　そんな甘えた言い方しても無駄だ。

　回り続けるのをやめて逃げると、追いかけてきて、次は早歩きでの鬼ごっこが始まる。

「いい加減にしろ」

　くすくす笑って淳は完全に面白がっている。今やただ遊んでいるだけだった。

「捕まえた」

　店内を一周半したところで手を握られてしまったが、その時ちょうど客が入ってきたので、慌てて振り払って離れた。

「いっ……いらっ、しゃいませ」

「いらっしゃいませー」

　尚人の声はうわずっており、淳の声は笑いを堪えきれていない。

　とんでもない男が入ってきた。ここでバイトしてもう長くなるが、こんな目に遭ったのは初めてだった。ばつの悪さに襲われながら、尚人はそそくさとやりかけの仕事へ戻った。

　客は長居をしなかった。雑誌を詰め終わりバックルームへ持って行こうとしたところ、淳が再びやってきて尚人の代わりに段ボールを抱えた。

「いいよ、このくらい。あっちやっといて」

「もう終わりましたから」

　空気を読んでくれ……。気まずくて本気で放っておいて欲しかったのに、淳が歩き出すので仕方なく後を追う。雑誌を置いておく場所を教えると、淳はそこに段ボールを下ろした。

　振り向いてから、にやっと笑ってくる。

「先輩って、まさか童貞じゃないですよね？　反応が面白すぎるんですけど」

　来るとは思っていたが、予想以上にひどい揶揄を受け羞恥で沸騰しそうになった。怒りすら感じる。

「杉田くんには関係ないだろ」

「えっ、マジで？　マジですか？　その歳で？」

　肯定などしていないのに勝手に決めつけられる。かと言って、否定も出来ないのが悔しい。

　大学に入ってからは、周りには自分と同じような真面目で恋愛に縁遠いタイプが多かったように思う。しかし彼はこういう人種が存在することが信じられないようだ。目を見開いて驚きを隠そうともせず、しまいには吹き出した。

「だめだ、ツボる」

　何がツボだ、馬鹿にしてる。

「悪かったなっ」

「いいじゃないですか、可愛いですよ」

　尚人は盛大にため息をついた。無茶苦茶だ。一緒にいるとろくなことがない。

「杉田くんといると、疲れる……」

「えぇ！　ショック……楽しいのは俺だけですか？」

　淳が胸を押さえて一歩後退し、おどけて悲しげな目で見つめてくる。

　なんて馬鹿なんだ。それなのに、一緒にいて楽しいだなんて言われるとむず痒くなってくる。

「残念ながら。ほらもう、とっとと行く」

　仕返しと少々の照れ隠しもあり、そう言って踵を返した。冷たいと文句を垂れながら後を追ってくる淳に、ついつい頬が緩みそうになるのが悔しい。




「疲れたー」

　明け方、次のシフトの人たちと交代してバックルームに入ったとたん、淳は盛大にため息をついた。新人指導して疲れているのは自分の方だと思ったが、さすがにそれは口に出さないでおく。

「お疲れ様」

　制服を脱ぎロッカーから荷物を取り出す。淳もそれにならう。

「城戸のやつ楽な仕事だって言ってたのに」

「まだ慣れないだけだよ。慣れたらどうってことない」

「夜中でも結構やることあるんすね」

　夜中は客が少ない分、掃除や品出しなどの作業が多くなる。それでも、慣れれば一番楽な時間帯だと自分としては感じている。

「朝や昼に入るより全然マシだよ。俺たちが交代してからが修羅場だ」

「マジすか」

　何度か頼まれて入ったことがあるが、通勤前や昼食時の時間帯はレジが鬼のように混雑する。朝なんて急いでいる客ばかりなので、時間がかかると苛立たれ、早くしなければというプレッシャーが大きい。レジ対応に追われるのはかなりストレスだし、それ以外の業務も決してなくなるわけではないのだ。

　それに比べ、夜中は客のいない時間帯もあるので、バイト同士で話すことだって出来る。

　帰り支度が済むと、スタッフに挨拶をして一緒に店を出た。尚人はここまで歩いて来ているが、淳は自転車で来ていた。

　外はまだ暗いが、煌々とした店からの灯りで話すのには支障ない。

　別れる前に連絡先を交換しておいた。急にシフトを代わってもらうときなどのために、知っておいた方が何かと都合がいいのだ。

「それじゃあ」

「あ、そうだ。待って、これ書いといた」

　尚人は思い出して、自転車に跨って去ろうとした淳を呼び止め、一枚のメモを差し出した。特にぼやいていた仕事内容だけ休憩時間にまとめておいたのだ。

　淳がメモを受け取って眺める。

「きったねー」

　は……？　一瞬聞き間違いかと思った。

　信じられない。いくらなんでも、お礼の言葉よりも先に汚いと言われるなんて。確かに字は到底綺麗とは言い難いけど、それはあんまりだろう。

　だいたいよく考えたら、バイト初日なんだから、仕事を教わりながら自分でメモを取っていくのが普通じゃないのか？

「せっかく先輩が貴重な休憩時間に書いてやったのに、そういうこと言うわけ？」

　尚人はメモを取りあげた。意地悪のひとつでもしてやりたい。

「わ、すみません！　返してください」

「必要ないだろ。汚くて読めないしな」

「大丈夫です！　頑張って読みます！」

　頑張ってだと？　失礼にもほどがある。

　そう思ったものの、墓穴を掘り続ける淳がだんだん可笑しくなってきて笑ってしまった。それに、多分じゃれつかれてるだけだと言い方で分かる。

「まったくもう」

　メモを返すと、淳はパッと嬉しそうに破顔した。

「やった。ありがとうございます。これ、すげー助かります。親切な先輩にあたってラッキー。汚いのはぶっちゃけほんとですけど、実はめちゃめちゃ感激してます」

「一言多いよ」

　尚人は呆れて苦笑を漏らした。よくも悪くも素直な男だ。

「それじゃあ、ナオ先輩」

　淳の目がじっと尚人を見つめ、ゆっくりと孤を描く。それまでとは一転、静かに微笑まれて、不覚にも見惚れてしまった。いくら馬鹿をやっていても男前には違いない。

　小さくなっていく後ろ姿を見送りながら、またナオ先輩と呼ばれたことに気がついた。呼び方はその時の気分次第であり、大した意味もないらしい。

　聞き慣れないその響きを頭の中で反芻して、尚人はくすぐったい気持ちになった。




　それからもシフトは重なり、淳とはよく顔を合わせるようになった。遠慮がないのは最初からだったが、このところますます馴れ馴れしくなってきている。そんなところが後輩として可愛く思わないこともないが、自由奔放な言動には振り回されてばかりだ。

「先輩、シャワー浴びて来ました？」

　仕事前、バックルームで突然背後から話しかけられ、尚人は飛び上がりそうになった。

「うわぁ、びっくりした」

　大げさに肩が跳ねてしまい笑われる。その吐息が耳朶をくすぐり肌が粟立った。

「な、何？」

　出てくる前にシャワーを浴びて来たのは確かだが、今ここで言われるとは思ってもみなかった。

　振り向くとすぐそばに淳の顔があって、慌てて前を向いた。距離が、あまりに近すぎる。

　淳が尚人の髪の毛に鼻を埋め、すんと息を吸い込んだ。

「や、いい匂いするから」

　ナチュラルに何をやってるんだこいつは。尚人は気が動転した。

「くっつくなよ。あっち行け」

　つい語気が乱暴になる。

「わ、それひどくないですか？　挨拶しに来ただけなのに」

　挨拶なんてしてないじゃないか。

　悪びれもせず笑う淳を押しのけて、足早にバックルームを後にする。なついてくれるのは嬉しいけれど、この手のスキンシップは昔から苦手だった。深く考えないように、尚人はさっそく仕事に取り掛かった。

　揚げ物の調理をしながら、接客中の淳を横目で見て、尚人は密かに感心していた。初日あれだけ焦っていたにもかかわらず、あっという間に一通りの業務を滞りなくこなせるようになった。

　何よりとても愛想がいい。持ち前の明るさで、きらめく笑顔を惜しげもなく振りまいている。ときには、新発売のお菓子を買う客に、「あ、これ美味しいですよ」なんてにこやかに声をかけているのを見かけたこともある。きっと彼目当ての女性客が増えることだろう。

　しかし、欠点もある。

　客足が途絶え、ふたりきりになったとき声をかけられた。

「佐藤さん、さっきのお姉さん見ました？　ファッション誌買って行った人。すごい美人でした。あ、そうだ、あっち掃除してるときに道聞いてきた子も可愛かったんですよ」

　また始まった、と尚人は内心うんざりした。好みの女性客を見るとすぐにこの反応だ。軽薄で、職場が一緒でなければ進んで関わりたくないタイプだ。

「ふーん、見てなかったな」

「仕事中に連絡先とか渡したら、まずいですよね？」

　何を言い出すのか聞いて呆れる。

「まずいに決まってるだろう。店ではやめてくれ」

「やっぱり……。けどじゃあ俺はどこで出会えばいいんですか。学校も休みで、ほとんどバイトばっかの毎日なのに」

　これは意外だった。口では何と言っていても、この外見と性格なら恋人くらい当然いると思っていたからだ。

「杉田くんって彼女いないんだ」

「ちょっと前に別れて今はフリーです。いたらせっかくの夏休みに、こんなとこ毎晩のようにいませんて」

「そうかもしれないけど。じゃあ、どんな子が好きなの？」

　今までの話から外見重視なのだろうと予想がついたが、興味本位で聞いてみた。

「俺は見た目が好みだったら、来る者拒みません」

　出た。この女好きめ。

　予想はしていたもののはっきり言いすぎだろう。それに、そんなセリフは来る者がいるからこそ、つまり、モテるからこそ出るセリフだと思う。

「でも、長続きしないんですよね。好きになれそうかと思って付き合うんですけど」

　好きになれそうかと思って付き合う、か。贅沢な話だ。けれど、本気で人を好きになったことがないのだと思った。モテる分、『いいな』と思った程度ですぐに成就してしまい、恋い焦がれるようなつらく切ない恋愛などしたことがないのだろう。恋愛経験に乏しいので一概には言えないが、少なくとも、尚人にとって恋とはそういうものだった。

「そもそも、好きって何なんですかね？」

　自分でも思うところがあるのか淳が聞いてきた。別に深刻そうなわけではなく、単純な疑問のようだ。

　尚人は一瞬考えて返答に困り、「さぁ、難しい話だな」と逃げを打った。恋愛的な意味で人を好きになるなんて、そんな事態にはもう陥りたくないと思っている。

「ですよねー。ま、いっか。難しく考えなくて」

　淳は別段気にする様子もなくそう言って、ふた言目には誰か紹介してくださいよと軽口を叩いた。

「チャラ」

　思わず本音が口を突く。

「ひどいな。俺は純情ですよ」

　何が純情だ。ふざけた返しを聞いて尚人は失笑した。

「ま、何か悩みがあったらいつでも聞くよ。紹介やいいアドバイスは出来ないかもしれないけど、聞くことと応援だけは出来るから」

　そう言ってそろそろ話を切り上げようとする。しかし、何かあったら力になりたいのは本心だ。

「先輩っていい人ですよね。面倒見よくて」

　尚人は話しやすいらしく、相談してくる相手は男女を問わない。ただ、それで恋愛関係に発展したことは一度もなかった。相談から始まる恋愛は巷に溢れ返っているとしても。

　いい人というのは便利な言葉だと思う。好意的な響きに反して、その実どうでもいい人であり、都合のいい人でもある。

　それでも今の尚人には本望だった。自分の幸せは諦めてしまっているからかもしれない。人の助けになれるのならただ嬉しかった。素直に「ありがとう」と言っておく。

「先輩も何か悩みがあったら俺が相談乗りますからね！」

　淳が胸を張って啖呵を切った。

「生意気に可愛いこと言うじゃないか」

「生意気ってひど！　俺はいつでも可愛いでしょ？」

　首を傾けあざとく問うてくるのを見て、思わず吹き出してしまった。「杉田くんって馬鹿だよね？」と言いつつも、そんなとこが事実可愛く思えるのだから仕方がない。

　──敵わない。

　まったくこの男ときたら、多大な苦手意識もたった一回の愛嬌で強引に覆してしまうのだから。尚人は淳に呆れ常々見放したくなりながらも、結局いつも最後は絆されて放っておけないのだった。




　朝方、帰り支度が済むと交代のスタッフに挨拶をして一緒に店を出た。

　淳はここから自転車で十五分くらいのところに住んでいるそうだ。大学には近くとも店からは少し離れている。

　大学周辺は生活に不便なので、尚人はあえて離れたところに住んでいる。このあたりは大学方面へのローカル線の他に主要路線も通っているので、大学周辺よりは便利なのだ。

「野の田ださんって、可愛いですよね」

　携帯を操作しながら淳が言った。野田彩あや花かは朝のシフトに入っている女子大生で、さっき交代のときに挨拶を交わした。可憐な外見もさることながら礼儀正しく愛想もいい。またか、と呆れつつ尚人は同意した。

「そういや、先輩って博士課程なんですか？」

　女性の話をひとしきりした後、淳が尋ねてきた。

「そうだよ。いきなりどうした？」

「いやぁ、よく文系で博士まで行ったなぁと思って。潰し利かなそー」

　ズバッと言ってくれる。歯に衣着せぬ物言いが淳らしくて尚人は苦笑いした。変に気を遣われるよりはずっといい。

「痛いとこ突くね」

　確かに文系で博士号まで取ると就職がしにくいと言われている。かと言って研究で身を立てるのも簡単な話ではない。最初は中国文学の授業から入り、趣味でやり始めた中国語が面白くて、研究は日中対照言語学に進んだ。

「博士号取れたらどうするんですか？」

　それは尚人にとっても頭の痛い悩みの種だった。

「さぁ、どうするかな。研究したいのは山々だけど、公務員か教員でも目指そうかな」

　暗い気持ちになりかけたので、努めて明るく言った。「あ、それいっすね」と軽く返されてほっとする。

　そもそも、今年博士号が取れるかも分からない。三年で博士号が取れればいい方で、もっとかかる者もざらにいる。将来への不安で、尚人はときどき押し潰されそうになっている。

「じゃあ、気をつけて帰って」

「佐藤さんも」

　別れの挨拶を交わし、淳が颯爽と自転車を漕いで去って行くのを見送った。

　──今日は佐藤さんだったな。

　急にどっと疲れた感じがして、帰路に着く足取りが重い。淳は尚人のことを基本的に先輩と呼び、たまにナオ先輩や佐藤さんと呼ぶ。苗字で呼ばれるとなんとなく物足りない気がして、尚人は少しがっかりするようになっていた。

　自宅に着いてから携帯を確認すると、メールが一件届いていた。送り主の名前が目に飛び込んできた瞬間、尚人は動揺し気分が殊更沈み込んだ。

　メールは故郷の幼馴染み、橋本祐樹からであった。




　夢を見ている。尚人には不思議とそれが分かった。

　教室の片隅でたった一人、制服を着た男子生徒が小さな肩を震わせ泣いている。俯いていて顔は見えないが、同級生だと思う。

　尚人は通りかかった廊下からその様子を見ていて、自分のことのように胸を痛めた。

　しかし、声がかけられない。近づくことも出来ず立ち尽くしている。

　やがて同級生は立ち上がり、ベランダへと出る。柵から身を乗り出すのを見て、ひやりとした。

　──やめろ！

　声にならない叫びは届かない。けれど、視界から消える直前、同級生は振り返った。目が合って凍りつく。

　涙に濡れたその顔は、尚人自身であった。

　けたたましくアラームが鳴り響き、尚人は飛び起きた。ハァハァと息が荒く、浅い呼吸を繰り返す。暑くて寝苦しかったのかじっとり汗をかいている。それなのに震えが止まらず、尚人は体を丸め自分の肩を抱いた。相当疲れているのだろう。気持ちの悪い夢を見た。

　そう、夢だ。あれは事実でもなければ自分でもない。

　鼓動がうるさく、一向に落ち着かない。最悪の目覚めだった。




　──ふわふわ、ふわふわ。

　尚人は目の前で揺れる淳の髪の毛を眺めていた。

　一緒に商品の補充と陳列をしているところだ。最初は尚人ひとりでやっていたが、客がいなくなって淳も手伝いに来た。しゃがんで作業している淳の背後で、尚人は立ったまま見下ろしている。

　触ったら柔らかいだろうか。舐めたら甘いだろうか。

　優しい栗色をした淳の髪の毛は、ふんわりと柔らかそうで、尚人はなんとなく綿菓子を連想した。

　触ってみたい。くるっと跳ねた毛を指でつまんでみたい。それか、髪の毛全体をふわっと軽く手のひらで触れてみたい。くしゅっとかき乱すのもいい。

「どうしたんですか？　ぼんやりして」

　作業のはかどらない尚人を訝しみ、淳が首を後ろに倒すように上を向いて聞いてきた。ばっちり目が合って、尚人は自分が危ない思考回路に陥っていたことに気づき慌てた。

　──どうかしてる。

「なんでもないよ」と言って、急いで残りの商品補充を再開する。一番上の棚にスナック菓子を入れた。

「そうですか？　今日なんかぼうっとしてますよ」

　視線を落とすと、まだじっと見上げられたままだった。照明の光で瞬く淳の瞳に、尚人の顔が映り込んでいる。澄んで濁りのない綺麗な瞳だと思った。見入っていると、また手が止まる。

「なぁ、杉田くん、初恋っていつだった？」

「へ？」

　場にそぐわないことを尋ねられ、淳は素っ頓狂な声を上げた。「やっぱ今日変ですよ」と怪訝な顔をする。

　そうかもしれない。さっきもつい現実逃避をしてしまっていた。思い当たる原因はひとつ、昨日もらったメールだけだ。

「いいから、いつ？」

　淳があさっての方向を見て考えを巡らせる。

「それって、幼稚園のときとかのことを聞いてるんですか？」

「そうじゃなくて。もっとちゃんとした恋愛」

「じゃあ、初めてやったときとか？」

　遅れて意味が分かり、ため息が出た。

「もういいよ、杉田くんに聞いた俺が間違ってた」

　聞かれて思い浮かぶようなまともな恋は、やはりしたことがないようだ。

　淳の抗議の声が収まってから、隣に腰を下ろした。

　少しくらい、話してしまおうか。話してしまいたい。欲求と迷いが頭をもたげる。

　別に大したことじゃない、と自分に言い聞かせる。

「俺の幼馴染みがさ、今度結婚するらしいんだ」

　何でもないように、商品を棚に並べながら話し始めた。

「へぇ、おめでとうございます」

「うん。それで、そいつら付き合い始めたのいつだと思う？」

「うーん、もしかして数週間とかの電撃婚ですか？」

　ひと呼吸置く。もったいぶっているのではない。言葉にするのを尻込みしていた。

「いや、高二のときだよ。もう十年も付き合ってる。お互い初めて付き合った相手同士で結婚するんだ。すごい純愛だろう」

　──もう十年。純愛。自分はどうだ。

「え」と呟き、淳が目を見開いて横顔を凝視してきたのが、前を向いたままでも分かった。続けて驚愕の声が上がる。

「すげー。そんな人たちいるんですね。ちょっと憧れるな。俺もそんな恋愛してみたいかも」

　目を合わせることが出来ず、俯きがちに「な」と笑う。尚人にはそれが自嘲めいて聞こえたが、気にも留められずほっとする。

「なるほど、初恋かぁ。先輩はいつでした？」

　淳が無邪気に聞いてくる。

「さぁ、いつだったかな。高校に入る前だった気がするけど、はっきりとは覚えてない」

　そう答えると、「なんだ、先輩だって俺のこと言えないじゃないですか」と笑われた。






二









　尚人がどんな人物で、どこから来てどこに行くのか、誰も気にする人などいない。同じように、尚人も誰のことも詮索しない。

　都心に向かう電車内は混雑していて、押したり押されたりしながら、倒れないようにつり革に掴まっている。浮かない気持ちを紛らわせるように、尚人は何気なく周りを見渡した。

　イヤホンをして音楽を聴いている大学生、携帯電話をいじっている高校生、シートに座り本を読んでいる女性、居眠りしているサラリーマン。彼らは皆自分だけの世界にこもり、ひとりとして目が合うことはなかった。

　個人主義の街東京の、お互いに人を詮索しない雰囲気が、尚人は存外嫌いではない。近所の噂話くらいしか話題がない小さな田舎で育ってきたからかもしれない。何をしてもすぐに知れ渡ってしまうようなところがずっと窮屈だった。

　新宿に到着し、揉みくちゃにされながら大勢の人々と一緒に電車を降りた。そのまま波に攫われるように、人の流れに従って歩いていく。

　複数の路線が交わる巨大なターミナルだ。改札を抜ければ、皆それぞれの行き先に向かい、人の流れは混沌を極める。けれど、ぶつからないように多少気をつけはしても歩調は緩めない。東京で暮らす人は歩く速度が速いというが、地方から出てきて久しい尚人もまた、すっかりその中のひとりとなっていた。

　先日来た祐樹からのメールは、『今度研修で東京に行くから会えないか』というものだった。尚人は悩んだ末、渋々了承の返事を送り今日に至る。以前研究が忙しいと断ったら、邪魔しないからと言って自宅まで来られたことがあるからだ。バイトが入っていると言っても、一目でもとバイト先にまで顔を見に来かねない。

　情に厚く、善良で、誰からも信頼され好かれる男。しかし、彼の友情を尚人は息苦しく感じていた。

　駅の中はもちろんのこと、外に出ても様々な人々で溢れかえっていた。時刻は午後七時前。花の金曜日を満喫するために、これからもっとたくさんの人が繰り出してくることだろう。祐樹との待ち合わせ場所を目指し、尚人は雑踏の中を突き進んで行った。

　待ち合わせ場所は、祐樹の宿泊しているビジネスホテルのロビーだった。狭いロビーは中国からの団体旅行客で混雑していたが、その中に紛れた後ろ姿を見て、尚人はすぐに祐樹だと分かった。約束の時間が迫り、人混みの中自分を探しているように見える。

　近づいて行くと、彫りの深い精悍な顔はやはり友人のものだった。研修のあと部屋に帰って着替えたようで私服姿だ。淡いブルーのシャツが爽やかで似合っている。

「祐樹」

　尚人に気づいたとたん、祐樹は嬉しそうに顔を綻ばせた。

「尚人。よかった。混んでたから会えるか心配になって、もうちょっとで電話するとこだった。とりあえずここ出よう」

　祐樹が人混みから逃れようと、尚人の手を取って出入り口に向かう。

　──触るな。

　とっさに手を引っ込めようとしたが、祐樹の手は力強く、気づけば外に連れ出されていた。

　祐樹の研修や仕事の話を聞きながら、並んで歩いて居酒屋へと向かった。ビルの地下にある和風居酒屋は、ホテルの近くの店をインターネットで調べて予約したそうだ。早めの時間のため、店内はまだそう混み合ってはいなかった。祐樹が名前を告げると仕切りで区切られたテーブル席へと案内された。

　研修最終日の今日は夕方早くに終わって、明日の午後の便で地元に帰るらしい。仕事関係の人たちと飲まなくていいのかと聞くと、昨日も一昨日も行ってきたからいいと言う。

「気を遣うし夜遅くまで付き合わされて疲れんだよ。せっかくここまで来てるんだ。俺だって気のおけない友達と飲みたい」

　祐樹は恥ずかしげもなくよくこういうことを言う。

　反応に困り「大変だな」と笑うに留めたけれど、店員が飲み物の注文を取りにきたので正直助かった。

「生ひとつ。尚人は？」

「じゃあ俺も」

　メニューを見てつまみを決めていると、生ビールとお通しが運ばれてきた。とりあえず食べ物をいくつか注文して乾杯をした。

「カンパーイ」

「乾杯」

　グラスをぶつけてぐっとあおる。外を歩いてきて暑かったので、冷えたビールが心地よく喉を通る。祐樹は三分の二ほど一気に飲んだ。ゴクリ、ゴクリと上下する喉元が目に入り、尚人は目を逸らした。

　祐樹は体育会系だけあって酒は強い方だ。自分もそこそこ飲めるが、飲みすぎないように気を引き締める。忙しいから早めに帰るとは事前に伝えてあった。

「おじちゃんとおばちゃん元気？」

　当たり障りのないよう、祐樹の両親が変わりないかをまず尋ねた。先日帰省したときには会えなかったけれど、旅行中だと聞いていたので元気にしているのは予測できた。

「元気元気。早く孫の顔見せてくれって最近うるさくってしょうがない」

　孫。初っ端からズドンとくることを言ってくる。

　心の準備をして来たはずなのに胸が敏感に痛む。何を話しても地雷しかなさそうだ。

「結婚するって聞いて大喜びなんだろうな」

「そうなんだよ。俺たち以上に張り切ってて困ってる」

　祐樹が苦笑いした。照れ臭いのは確かだろうけど、周囲の人みんなに祝福されてまんざらではなさそうだ。

　つまみが数品来て、尚人は取り皿を分けそのうち二皿に醤油を入れた。祐樹は「ありがとう」と言って刺身を一切れ口にした。サラダは祐樹が取り分けて、食べながら話を始める。

「もう挨拶はしたの？」

　両家公認の交際なので、今更挨拶も何もないとは思っているが聞いてみた。

「うん、先週。小さい頃からずっと知ってる家なのに、挨拶行くときはさすがに緊張した」

「娘さんをくださいとか、幸せにしますとか、かしこまって言っちゃったわけ？」

　からかうと、祐樹が「まぁ」と照れ笑いした。ズキンと胸の痛みが増す。

「うわー、こっちが恥ずかしくなるわ」

「やめろよ」

　茶化すと祐樹は恥ずかしがった。

「で、それから？」

「うん、で、追い返された」

「え？」

　予想外の言葉に、手にしていた枝豆が一粒ぽろりと落ちて、祐樹の方に転がっていった。慌てて手を伸ばすと、祐樹が悪戯っぽく笑ってそれを食べてしまった。脈が微妙に乱れる。

「考えさせてくれってさ。親に聞いたら、返事は決まってても一回は追い返すのが、うちの地方のしきたりみたいなもんらしい。大事な娘をやるんだからってこと」

「……へぇ、そういうこと」

　大事な娘だから簡単にはやれない。だから、嫁いだら大切にしてくれ、ということなのだろう。こういう正式な手順をひとつずつ踏んで、ふたりは夫婦になっていくのだ。自分が決して歩むことのない、至極真っ当で、陽の当たる、光り輝く道だ。

「来週また行くことになってるんだ。そこで多分了承してもらって、今後の予定を立てる。まずは結納を交わしてから婚約らしい。今時だぜ？　田舎ってめんどくさいよな」

　うちの地元じゃありそうなことだと思った。きっと派手にやるんだろう。

　そして、自分はこういったことを逐一報告されなければならない。考えるだけで嫌気がさしてくる。

　もういっそ、今すぐにでも結婚すればいい。なんの跡形も残らないほど木っ端微塵に、とどめを刺して解放してほしい。

　祐樹はビールを飲み干して、二杯目を頼んだ。尚人は食が進まず、グラスもまだまだ空きそうにない。

「前から聞きたかったんだけど」

　祐樹はそこで言葉を切り、運ばれてきた二杯目のビールを一口飲んだ。真剣な表情で正面から見つめられ、尚人は身を固くした。

「いや、けど聞いていいのかどうか……」

「なんだよ。いいから言って」

　緊張が走って、無意識に唾を飲み込む。

「尚人って、和美のこと好きだったことってないの？」

　祐樹が遠慮がちに口にしたことを聞いて、尚人は言葉を失った。

　とんでもない誤解をされている。和美はいつまでも可愛くて守るべき存在だ。だけど……。

「何馬鹿なこと言ってんだ。ないよ。そういう意味では一度もない」

　断言した尚人に、祐樹は顔の前で手を合わせて謝った。

「そうだよな。ごめん、変なこと言って」

　まさか今まで見当違いな心配をされていたのだろうか。心外だと感じ、次の瞬間、真実を知られるよりは何倍もましだと思い直した。

　尚人たちが席を立ったときには、店の中は随分騒がしくなり、入り口で順番待ちまで出来ていた。

　祐樹がしきりに二軒目を誘ってきたが、尚人は帰ると言い張った。今度はいつ実家に帰ってくるんだ、とか、また会いに来るとか、迷惑なことをたくさん言われた。

　外に出ると蒸し暑く、不快な湿気が肌にぴたりと張り付いた。辺りは賑やかで、色とりどりのネオンが目障りなほどきらめいている。

「本当にもう帰るのか？　あんまり飲まなかったな」

「帰ってこれからやることがあるから」

　本当はアルコールに逃げて酔ってしまいたかった。それでも、祐樹の前では酔いたくなかった。

　駅まで散歩がてら送ると言われ、歩き出した祐樹の後ろをぼんやり歩く。

　学生時代野球で鍛えた背中は、今でも衰えることなく男らしい。どこにいても見つけ出す自信がある。見飽きてしまいそうなほどに長年見てきたけれど、本当に見飽きることはなかった。

　いつも一緒にいた。この後ろ姿に、無防備な寝顔に、凛とした横顔に、明るい笑顔に、何度心の中で好きだと唱えただろう。

　感傷的になってしまうのは、きっと結婚すると聞いたからだ。

　友人として一生側にいると決めて、それからずっと覚悟してきたことだったのに、やはりそんなに簡単なことではなかった。

　尚人は昔、祐樹に想いを寄せていた。初恋だった。

　今はもう好きなつもりはないけれど、良くも悪くも祐樹が特別な存在だというのは変わりようもなく。いまだに複雑な心境になり胸が痛むくらい、尚人にとって、その片思いはつらく長すぎた。

　結婚、子ども……これが、ノーマルな男に恋をしたゲイのみじめな結末だ。

　悲観的な考えが頭をよぎり、じんわりと目に涙が滲んでくる。今なら絶対にそんな失敗しないけれど、あの頃は仕方なかった。気づいたらもう手遅れだったから。

　自分の性的指向に気づくのと、祐樹への気持ちに気づくのはほぼ同時だった。

　尚人と祐樹と和美の三人は、小さな頃から一緒にいた。子どもの頃の和美は小さくて可愛らしくて、幼稚な男子からちょっかいをかけられよく泣いていた。そんな和美を守っていたのが尚人と祐樹だ。

　はじめ仲がよかったのは尚人と祐樹だけだったが、何度か偶然助けたり慰めたりしているうちに懐かれて、和美はふたりの後を付いてくるようになった。そして、いつの間にか三人一組のようにともに過ごすようになっていた。

　子どもの頃というのは、近所に住んでいるというだけで友達になり一緒に遊ぶものだ。だけど、多くは成長とともに性格が似ている者同士でグループに分かれだす。尚人はおとなしくて本を読むのが好きなタイプになった。祐樹は運動神経抜群でクラスの人気者に、和美はどんどん女の子らしくなっていった。三人は全く違うタイプに育っていき、それぞれの人間関係も作り始めるが、それでもずっと仲がよかった。

　例えば昼休み、尚人は図書委員で図書室で当番をし、祐樹は校庭でサッカーをし、和美は女子の中でおしゃべりをする。しかし、登下校は必ず三人一緒だった。朝の弱い祐樹を尚人が起こしに行き、ふたりで和美を迎えに行くと和美は家の門の前で「遅い」とむくれながら待っている。帰りも、誰かが遅くなっても待っていて三人揃ってから帰った。

　そのうちに祐樹が野球をはじめ、尚人は和美とよく練習や試合を見に行って応援した。祐樹は明朗快活でたくさんの友達がいたが、一番仲がよかったのはいつだって尚人と和美だった。三人の時間は楽しくていつも笑いが絶えなかった。

　自分の中でそれが変わっていったのは、中学二年か三年のあたりだったと思う。祐樹といると妙にドキドキするようになってしまったのだ。周りが思春期を迎え異性を意識しだす中、一向に女子に興味を持てないのは、自分の成長が人より少しゆっくりなだけかと思っていた。しかし思えば、その頃から同性の方に目がいくようになっていた。

　祐樹を好きになったから性的指向を自覚したのか、薄々気づきはじめたのが先だったのか、今となってははっきりとしないけれど、どちらも多感な時期に起こったことだった。

　恋に落ちた瞬間も分からない。いつの間にか意識しはじめて、戸惑い、否定し、感情の起伏に翻弄され、最後はもうどうしようもなくなって認めるしかなかった。

　やがて三人は高校受験を迎えた。祐樹は野球ばかりで勉強はしていなかったし、和美もノートだけはカラフルに可愛らしくとる割に成績はイマイチだった。なのに、ふたりとも尚人と同じ高校に行きたがった。

　尚人がランクを落とした高校を受けてもよかったが、ふたりはそれをよしとせず、中三の夏から尚人に教えを乞い猛勉強をはじめた。

　それがどんなに嬉しかったことか。照れ臭くて態度は素直とは言えなかったけれど、いくらでも付き合った。追い込みの時期になると、祐樹はよく尚人の家に泊まり込んで勉強をした。そのときほど緊張したことはない。

　あの頃、日常のほんのちょっとした祐樹の一言や行動に、いちいちときめいて嬉しくなっていた。

「尚人？」

　前を歩いていた祐樹が振り返って、ハッと我に返った。決まり悪くなっていると、祐樹がずんずん歩み寄ってきて肩をぐっと引き寄せられた。

「ほら、はぐれるぞ」

　頼むから、やめてほしい。

　尚人は反射的に突き飛ばしたい衝動に駆られた。

　肩を組んで歩く姿は酔っ払いにしか見えていないだろうか。周りに変な目で見られないかが気になるけれど、祐樹は意にも介していない。それが普通の感覚で邪推する方がおかしいのだろう。

　祐樹は昔から何の気もなくこういうことをしてきた。親友ともなれば男同士のスキンシップは無遠慮なところがある。恋愛対象に見られるかもしれないという発想が、はなから微塵もないのだ。向こうは単に親友としての行動だろうけど、こっちは後ろめたい気持ちになる。

　最初は嬉しかった。今は困るを通り越して嫌だ。

　いつからだろう。一緒にいて、ときめきよりもつらさの方が勝ってきてしまったのは。

　ふたりが付き合いだして、ずっと側で見ていなければならなかった。距離が近くなっていき、雰囲気が変わっていくのを敏感に察した。もう手は握ったのか、キスはしたのか、どこまで関係が進んだのか、考えたくもないことを考えて日々憂鬱になった。そのうちにふたりを取り巻く空気が親密さを増し、体を重ねたことが聞かずとも分かった。

　苦しかった。

　和美相手に嫉妬のような気持ちを抱くようになったことで自己嫌悪に陥った。彼女のことは嫌いじゃないし、むしろ好きで大事な存在だ。そう言い聞かせるけれど、油断するとすぐ心の中にどす黒い感情が渦を巻きだす。それでも表面上は何事もないように装い、楽しいふりをしていると、自分が善人の仮面を被った汚いものに思えてきた。

　もう冷めているつもりでも、当時を思い出せば今も苦い気持ちがこみ上げてくる。

　話に相槌を打っているうちに駅に着いていた。やっと肩が解放されほっとしたのもつかの間、笑顔で投げかけられた言葉に硬直した。

「結婚式ではさ、友人代表でスピーチしてくれよな」

　なんて、残酷なんだろう。

　今までもこれからもお前が人生最高の友達だからと、曇りない眼差しがそう告げている。

　──分かってる。

　恋愛感情以前に、ふたりはかけがえのない親友だ。少しくらい複雑な思いがあったとしても、祝福したいのも紛れもない本心だった。それに、他人にそんな役目は任せたくない。

「当然」

　尚人は拳を握りしめ、同じ思いをさりげなくその一言に込めた。うまく、笑えているといい。






三









　早くうちに帰って休みたい。疲れが押し寄せて、尚人はどんよりと暗い気分だった。

　自宅の最寄り駅に到着し、駅の外へ出たところで、ポケットの中に入れていた携帯電話が震えた。かけてきた相手の名前を見て、再びそっとポケットへとしまう。

　後でかけ直せばいい。今は話す気になれなかった。

　けれど、振動は一向に止まず、ようやく止まったかと思えばまたすぐに震え出す。そしていつまでも続く。そのしつこさに観念して、もう一度携帯を取り出し通話ボタンを押した。

「もしもし……」

『あ、やっぱ先輩だ。後ろ後ろ！』

　言われるまま後ろを振り向けば、淳が階段を駆け下りてきているところだった。目が合うと通話を切り、目を輝かせて手を振ってくる。

　まさかこの場に現れるとは思わなかった。

「こんばんはー！」

　無神経な明るさでこちらへ向かってくる。

　心の準備をする間もなく強引に、暗い世界から現実へと尚人を連れ戻す。

「なんだ、同じ電車だったのか」

「ひどいな、さっきからずっと携帯鳴らしてたのに」

「ごめん気づかなかった」

「一回画面確認しましたよね？」

　ばっちり見られていたようだ。

「しつこいんだよ」と言うと、またひどいと責められた。自分でも不思議なくらい、自然と笑みが漏れる。

　会いたい気分ではなかったのに、話すと意外にも気が紛れるのを感じた。向こうが気を遣わない分、こちらも気を遣わなくていいのが気楽だ。

「どっか行ってたのか？　バイトは？」

「休みですよ。俺だってさすがに週七でシフト入ってるわけじゃないんで。今日は吉祥寺に行ってました。先輩は？」

　最近バイトのたびにいるから、毎日働いているような気がしていたけど、確かに休みくらいはあるだろう。

　同じ電車から降りて来た人々が脇を通り過ぎていく。

「俺は新宿で友達と会ってたよ。ここまでどうやって来たんだ？」

　自転車で来ていなければ、今からまた乗り換えだ。すぐ側に建っているローカル線の駅を見遣った。

「あ、チャリです。あっちに停めてます」

　淳が駐輪場のある方向を指さした。

　どちらにしろ、自分のうちは徒歩ですぐなので、ここで別れるのに変わりはない。

「そっか。じゃ、気をつけて帰って」

　またな、と歩き出そうとして引き止められた。

「待ってください」

　掴まれた手をとっさに見下ろす。

　降車した客の波が去り、急にあたりはひと気が少なくなった。

「帰しません」

　ふいに訪れた心もとない静けさの中、その言葉が耳に響いた。

　……は？

　何を言い出したのか意味が分からず、ぽかんと呆気に取られる。

「今夜は付き合ってください」

　見上げると、いたずらを企んだような顔で淳が笑っていた。




　何が帰さないだ。帰らないのは杉田くんじゃないか。

　尚人は釈然としない思いで、淳と並んで夜道を歩いていた。

「で、暇ですることなかったから出かけてみたんですよ。あてもなくふらふらしたんすけど、特に欲しいものもなくてつまんねーし、血迷って危うく一人で映画観るとこでしたよ。列に並んでんのがカップルばっかで我に返りました。そのうちいつの間にやら井の頭公園まで来てて、そこでも仲よさげなカップルだらけです。この暑い中手繋いでいちゃついてて、俺なんてひとりぼっちで鯉にエサとかあげちゃいましたよ。すげー寂しい気分になりました。ロンリーって感じです。これ見よがしに、ボートに乗る楽しそうな姿がちらちら見えるんですけど、あそこで一緒にボート乗ったら別れるってジンクス知らないんすかね？」

　自転車を押しながら、淳が恨みがましくまくし立てている。

　ジンクスうんぬんの前に、こいつが呪いをかけそうだと思った。面白おかしく話すので落ち込んでる感じはちっともしない。むしろ全てネタなんじゃないかとすら思える。いじけて一人で鯉にエサをやっているのを想像したら、さすがに可哀想にはなったけど、申し訳ないが少し笑いそうにもなった。

「そんなこんなで、失意のどん底にくれながら帰ってきたんです。そこにちょうど先輩がいたわけですよ。もう俺ビビッと来ましたね。運命感じました」

　その運命とやらのせいで、今こうしてふたりでコンビニへ向かっているところだ。バイトをしている店に行くのはなんとなく気まずいので、もう少し先にある別のチェーン店に行くことにした。これからアルコールやおつまみを買い込んで、尚人のうちで飲むことになっている。

　勢いに押された形だったにせよ、なぜ承諾してしまったのか。気持ちが弱っていたとしか言い様がない。




　コンビニに着くと、ふた手に分かれて各自欲しいものを買うことにした。尚人は酒の肴になりそうなものをいくつかカゴに放り込み、奥の飲料売り場でアルコール類を物色をしていた。

　ほんとならもう今頃家についてゆっくり休んでいたところだったのに。

　こうなったら、こっちだってとことん付き合ってもらおう。

　酔いたい気分ではあったので、憂さ晴らしにこの際開き直ることにした。

「……先輩ってちゃんと食ってるんすか？」

「うわっ」

　後ろからいきなり腰のあたりを触られて、危うくカゴを落とすところだった。確認でもするように、ペタペタと無造作にまさぐってくる。

　なっ、なに、何してんだ。

「ほら、やっぱ細い」

「やめろよ」つい声が荒くなる。

　どいつもこいつも、気安く触れてきて嫌になる。そっちは何も考えてないのかもしれないが、一人で意識してしまうこっちの身にもなってほしい。

　制止してもへこたれた様子はなく、淳が体を密着させるようにカゴの中を覗き込んできた。

「もっと食い物買いましょう。好きなものありますか？」

　顔も声も近い。おまけになんとなくあったかい。

　特別仲のいい関係でなければ、大人は普通こんなに距離を詰めないと思う。

　こういうところが苦手なんだ。

「いいから。もう食べたし、余計なお世話だ」

　無理やり淳を突き放し、ビールを引っ掴んで素早くカゴに入れていく。自分の免疫のなさが恥ずかしくてたまらなかった。というか……なんだそれは。

　ちらりと見えた淳のカゴの中に目が止まり、一瞬にしてそれどころではなくなった。

　思わず凝視せざるを得ない。想定外のものがはみ出ているのだ。

　花、火……だよな？　いや、どう見ても花火にしか見えない。

　カゴの中に入っていたのは手持ち花火のセットだった。

「杉田くん、それ」

　視線の先のものを問うと、淳は瞳をきらめかせた。

「花火です」

　それだけを自慢げに言われたって意味不明だ。

「見りゃ分かるよ。なんで？」

「今からするんですよ」

　我ながらいいアイディアだと得意げになっている。

「いや、ますます意味が分からない。まさか、俺と杉田くんがふたりで？」

「もちろん。ね、先輩しましょうよ」

　尚人は途方に暮れた。

　本当に、男ふたりきりで花火をすると言っているのだろうか？　それっておかしくないのか？

　この男の取扱説明書が欲しい。自分には予測も理解も出来ないことばかりなのだ。

「だって俺、花火大会も行けなかったんですよ？　もう夏が終わるっていうのに、花火もなしなんて可哀想だと思わないんですか？　さっきこれ見つけてひらめいちゃったんですよ」

　そういえば、花火大会の日は一緒にシフトに入っていたことを思い出す。あのとき、浴衣姿の女性客を見ては可愛いだの、羨ましいだの言って独り身を嘆いていた。

「すぐに彼女が出来るよ」と励ましたけれど、「でも花火はもう行けません」と悲しんでいたのが脳裏によぎる。

　馬鹿馬鹿しくなって、尚人は深く考えるのをやめた。彼は純粋に花火がしたいだけだ。

「子どもか。しょうがないなぁ」

　ごねられるのも面倒くさいのでそう言うと、淳の顔がたちまち歓喜に輝いた。

「やった！」

　まったく、これだ。あんまり素直に喜ぶから悪い気はしない。

　うまいな、と思う。やられた、とも。自分はなんだかんだ、この男に甘いのだろう。




　か細い棒の先端に火をつければ、ぷっくりと赤い玉が出来、まるで蕾のようだと思った。そこからチリチリと、激しくも繊細な火花が咲き乱れる。やがて勢いは衰えていき、火花は柳のようにしな垂れた。そして最後は、儚く、静かに散ってしまう。

　線香花火。決して派手ではない控えめな花火だけれど、情緒を感じる夏の風物詩だ。

　尚人はビールを一口含み、夏の夜風を感じた。

　自分も今年は花火なんて見ていなかった。いや、よく考えるといつ以来だろう。

　こういうの、ずっと忘れてた。今日は彼と会えてよかったのかもしれない。口には出さないが密かにそう思った。

　いい気分になり酒も進む。花火に必要なものを調達して、直接近所の公園に来ていた。

「線香花火って可愛いですよね。なんか一生懸命って感じで好きです」

「杉田くんにもよさが分かるのか」

　情緒という言葉からはかけ離れた印象で、どちらかと言えば、線香花火よりも打ち上げ花火の方が似合いそうだと思う。

「失礼っすね。つかあんま飲みすぎないでくださいよ？」

「うるさいな。付き合えって言ったのは誰だよ。杉田くんも飲め」

「はいはい」と苦笑いして、淳は尚人が持っていたビールを奪い一口舐めた。

「まず」

　ちょっと待て。なんでそうなる。

「飲めとは言ったけど、俺のを飲めとは言ってないだろ。自分のを飲めよ」

「実は、下戸なんです。恥ずかしながら」

　そう答えながら、口を付けた缶を手渡してきた。そのまま返されたって困る。

　これを飲まないといけないのだろうか。

　尚人は飲み口にじっと見入り、遅れて何を言われたのかに気がついた。

「って……下戸？　聞いてないよ」

　どうりで飲んでいないと思っていた。今思えば、乾杯しようとしたときもうまくはぐらかされた。

「言ったら付き合ってくれないでしょ？　俺、飲み会とかは好きなんですよ。賑やかで楽しいし。飲めないからって仲間外れにされるのは嫌です」

「全然飲めないのか？　一口も？」

「一口なら今飲んだじゃないですか。でも、子ども舌なんで美味しいと思えないし、弱くてすぐ眠くなるから、ほとんど飲めません」

　かっこわるいけど、と照れたように付け加えた。

　飲めないとは意外だった。女の子が好きで、愛想もよくて華があって、同じ深夜ならコンビニよりホストのバイトでもしたらよかったのに、なんて思ったこともあるくらいだ。

「……チャラ男のくせに」ぼそっと口が滑る。

「うわー」

　酔ってきてますよね？　と言われたから酔ってないと答えた。しかし最初から自棄酒するつもりだったし、疲れた体にアルコールはよく回る。

「俺なんて、飲み会の席でも一人でソフトドリンク飲んでるお利口さんですよ。先輩こそおとなしそうに見えて飲みますよね。ペース早くてびっくりした。若干目が据わってきてて怖いです」

　からかうように心外な発言をしたあと、淳は急にレジ袋の中をガサガサあさりだした。シュークリーム、プリン、モンブラン、どら焼き。甘いものが次々と出てくる。別々に買い物をしたので、こんなものをたくさん買っているとは知らなかった。

　その中からシュークリームの袋を破り、はい、と中身を渡してきた。

「先輩に栄養つけようと思って買ってきたんです。これでも食べてちょっとペース落ち着かせてください」

　コンビニで細いと言われたことを思い出す。飲んでるときに甘いものなんて食べたいとも思わないし、シュークリームで栄養だなんて聞いて呆れる。

「お菓子でどうやって栄養がとれるんだよ。いらないって言っただろ。だいたいなぁ、杉田くんはいつも常識ってものがないんだよ。礼儀もなってないし配慮もない」

　思考がどんどんあらぬ方向へずれて行って、鬱憤が溢れてきた。

　やめろ、これじゃ八つ当たりだ。意識ははっきりしているつもりなのに止まらない。

「まいったなぁ。絡み酒とか勘弁してくださいよ」

　淳が呆れたようにため息まじりの苦笑を漏らす。尚人の話を軽く受け流しながら、何を言われても楽しそうに笑っていた。

　ベンチに掛けてしばらく話していたけれど、そのうちに彼は次の花火を選びだした。目が慣れてくれば、近くの外灯と月明かりで十分な明るさだった。

「ど、れ、に、し、よ、う、かっな～」

　鼻歌まじりで能天気なものだ。素面で酔っ払いと大差ない、と自分を棚に上げてそう思う。

「おい、聞いてるのか？」

「はいはい、聞いてますよー？　えーっと、なんでしたっけ？　いろいろ言われたからなぁ。あ、俺が馬鹿なのかって話でしたよね？　うんうん。ほーんと、この知性の差ってどっから来るんですかね？　これでも一応、佐藤さんと同じ大学に現役で受かったはずなんだけど」

　おかしいなぁ、と言って屈託なく笑う。

　佐藤さんってなんだよ。癪に触る。

「へらへらへらへらして」

　もはやいちゃもんを付けられるのなら何でもよくなっていた。

「すみませんねぇ、こんな顔で。決めた、これにしよ」

　淳は花火を一本手にとり、立ち上がって火を付けた。線香花火よりもずっと勢いのある火花が吹き出し、彼の顔が明るく浮かび上がる。

「おー綺麗綺麗。これもいいっすね、スカッとする」

「さっきは線香花火が好きだって言ってたのに、結局なんだっていいのか。全てにおいていいかげんなんだよ、杉田くんは」

　気分次第で呼び方もころころ変えやがって、鬱陶しい。

「あんまこだわりないんすよ。いいじゃないですか、綺麗なものはみんな綺麗で」

　好みの女の子ならこだわらないと言っていたことを連想して、尚人はわけもなく苛立った。

　火花の色が、緑がかった色から赤みを帯びた色へと変化していく。徐々に色が変わっていく種類のようだ。

「子どもの頃、ぐるぐる回して遊びませんでした？　こんなふうに」

　そう言って、突如花火を振り回しだしたから面食らった。目の前で閃光の軌跡が円を描く。

「こら、やめろよ！　危ないだろ！」

　大声で叱ったのに、けらけら笑ってやめようとしない。縦に振ったり横に振ったり、波のようにくねらせたりして遊んでいる。

　なんて幼稚なんだろう。

「面白いじゃないですか。先輩もやってみましょうよ、ほら」

「ばっか、こっち来るな」

　淳が近づいてくるふりをしたので、動揺して、持ったままだったシュークリームを思わず握りつぶしてしまった。

　もう最悪だ。手がベトベトで気持ち悪いったらない。

　しかし、ここまでくると尚人は逆に可笑しくなってきた。

　怒りのボルテージが振り切れてしまったのか、あるいは酔って変になってしまったのか、なぜか笑いがこみ上げてきてしょうがない。

「あーもう！　ほんと馬鹿！　なんでそんなに馬鹿なんだよ杉田くんは！」

　一度笑うとたがが外れたようにおさまらず、くつくつと肩を揺らす。

　ちょうど花火が燃え尽きて、淳が尚人の前に来てしゃがみ込んだ。見上げて手を伸ばしてくる。その指が頬に触れると、軽くつねられた。それから彼は、さも嬉しそうに、顔いっぱい大きく破顔した。

「あぁよかった、やっと笑った」

　その瞬間──何の前触れもなく唐突に、何とも言えない息苦しさが襲ってきた。

　駅でも、コンビニでも、公園に来てからも、終始機嫌よくにこやかだったはずなのに、これが間違いなく今日一番嬉しそうな笑顔だと思った。

　──嫌だ。

　ぎゅっと、胸が潰れてしまいそうな笑顔だと思った。

　いつだって、理性的でありたいと思ってきた。自分の性的指向も出来れば認めたくないほどに、世間でいう普通や常識にこだわってきた。

　それが一瞬で、いとも簡単に揺るがされる恐怖を感じた。

　違うと、全力で否定したい。嫌だ嫌だと、心が拒絶反応を示している。

　鼓動がうるさいくらいに、急激に加速をしていく。吐き気に似た不快感がせりあがってきて、その苦しさに呼吸すら止まってしまいそうな気がした。

　きっと飲みすぎただけだ。そう思いたい。けれど、自分ではどうしようもないこの感覚は、遠い昔に覚えがあるものと似ていた。長いこと枯渇して、もうずっと感じたことのない感覚は、そのぶん強烈に感情を揺さぶってくる。

　常に注意していたはずなのに、避けることが出来なかった。理屈ではなく、不可抗力だった。自分の意識の及ばないところで、それは突然やってきてしまったから。

　尚人は淳の笑顔から目が離せなくなっていた。なんて甘い笑みだろうと、心がかき乱される。

　──違う。

　少し吊り上がった目尻が、笑うとわずかに下がり甘い印象に変わることは、最初から知っていた。それがいつもより特別に甘く感じてしまうのは、自分の意識が変わってきているのだ。そのことに気づいて、尚人は戦慄した。

「あんまりひどい顔してたから、絶対このまま帰さないって思ったんです」

　頬に触れたまま、淳が穏やかに言った。

　なんだよそれ……不意打ちで優しくなんてしないでほしい。

　そう思って、すぐにそれも間違っていることに気がついた。さりげなく、彼なりのやり方で、ずっと優しくされていたのだ。

　配慮が足りないと言った。気遣いもないと思っていた。けれど、気づかなかっただけで、彼はずっと配慮して気を遣ってくれていた。重荷にならないように、あくまで軽く振る舞いながら。

　だめだ……。

　ぎゅっとまた胸が強く痛む。

　頬からそっと指が離れていって、それがなんだか名残惜しく感じた。

「あーあ、こんなになっちゃいましたね」

　尚人の手元のシュークリームを見て、淳がくすっと笑みをこぼす。

「まぁいっか、口に入ったらおんなじだし」

　彼は人差し指でクリームをすくって、それを口に含むと、「甘い」と言ってお茶目に微笑んだ。それから、同じ指でもう一度すくい、今度は尚人の口元に持ってくる。

「舐めて」

　優しい声で言われて、どきっとした。

「……いらないよ」

「いいから」

　ずいと指を近づけられ、緊張感が高まる。目の前のカスタードクリームを見つめて、尚人は唾を飲み込んだ。

　恐る恐る口を開け舐めてみると、みるみる口の中に甘さが広がっていく。

　差し出された指を舌で舐めるということが、たまらなく恥ずかしい。それを見られていることも耐え難かった。

「おいしい？」

「……ん」

　そっけなく答えただけだったけれど、淳は満足そうだった。

「よかった。じゃあもっと食べてください」

　そう言って、次はクリームではなく潰れてしまったシューごとつき出してくる。

「甘いものは心の栄養だって。元カノが言ってた」

　何かがグサッと刺さった。無神経だと思った。そして、無神経だと感じてしまっている自分に激しく動揺した。

　元カノの話を聞いて、面白くないと思っている。それが何を意味しているのか、考えてぞっとした。

「自分で食べられる」

　つい乱暴な口調になり、淳の手からシュークリームを奪ってかぶりついた。こんなもの、早くなくなってしまえばいい。急いで食べていると、そんな尚人を見てなぜか淳が声を上げて笑いだした。

「なんだよ」

「いや、だって」

　笑いながら腕を伸ばしてきたと思ったら、親指で鼻の頭を擦られる。あっ、と思っているうちに、淳はその指についたクリームを舐めてしまった。

「かわいい」

　カッと顔が熱くなる。鼻にクリームがついていたなんて知らなかった。いや、それにしたって、指摘するだけでいいじゃないか。無自覚にサラッとこういうことをしてしまうところが嫌なんだ。

　その上、なんてことを言ってくるのか。かわいいだなんて言われても嬉しいわけがない。慌てて頬張って、鼻にクリームをつけて、子どもみたいだと言われているだけだって、ちゃんと分かってる。

　なのに、おかしな気持ちになる。くすぐったくて、穴があったら入りたくてたまらない。

　甘いというだけで、味も何も分からなかった。

「他にもありますよ」

　淳は自身の言動などまるで気にした様子もなく、次に食べるものを勧めてくる。

「もういらない。買いすぎだよ」

　顔を見ていられなくて、そっぽを向いて答えた。

「先輩の後ろ姿、ポキンて折れちゃいそうなくらい寂しそうだったから、ついいろいろ買っちゃいました。甘いものって疲れてるときに食べると元気出ませんか？」

　尚人は言葉に詰まり、そういえばさっきも心の栄養だと言っていたのを思い出した。

　なぜ甘いものかと、何が栄養かと思っていた。

　だけどそうではなかった。彼はただ、自分のことを励ましたいだけだった。

「お節介」

　そんなことは頼んでいないと罵りたい。余計なことばかりしてほしくなかった。

　どうしようもなく嬉しいと思っているのに、簡単には素直になれないでいた。

　苦笑しながら「すみません」と謝って、淳が話し始めた。

「最初にちらっと電車の中で見かけたとき、疲れて元気なさそうに見えたから、なんか心配になって。降りて声かけたのに、気づかないでどんどん先行っちゃうし、もしかして人違いだったのかとも思ったんですけど、そんなわけないって、ほっとけなかった」

　電車の中から見られていたのも、声をかけられていたのも知らなかった。

　自分はそれほど周りも見えずにふさぎ込んでいたのだろうか。

　ほっとけないという言葉が心をあたたかくする。無視されても諦めず、彼はしつこく電話をしてきてくれた。

「公園は……？」

「え？」

「井の頭公園はほんとに行ったの？」

　ふと気になって聞いてみると、淳は一瞬ぽかんとして、それからばつが悪そうに視線を泳がせた。

「あー、えっと……あれは嘘じゃなくてジョークです」

　行っていなかった……？

　呆然とする尚人に、淳が慌てて言い訳を連ねる。

「あ、吉祥寺には行きましたよ！　今日は家族と飯食っただけだったけど、今うちちょっとごたついてて、憂鬱な気分で帰ってたのは本当です。だから、先輩と会えて嬉しかったのも本当ですから」

　あのとき、寂しく見えていたのは尚人の方だったのに、尚人のために引き留めたのに、淳は自分が寂しいから一緒にいてくれと言った。

　問い詰めなければ告げることもなかったのだろう。

　なにもかもが、自分の分かっていないことばかりだった。知らず知らず、優しさで包み込まれていた。

　息苦しさが増して、目眩がした。

　はっきりと認めるのが怖い。怖いけれど、もう平静ではいられそうもない。

「ナオ先輩……？」

　俯いて黙り込むと、淳が心配そうに覗き込んできた。

　ナオ先輩。

　その響きは、じんと胸を熱く焦がす。

　──あぁ、好きだ。

　好きに、なってしまった。

　そう思ったとたん、ぶわっと何かがこみ上げてきた。本能的にやばいと思ったときにはもう遅く、「えっ」と淳が驚いた声をあげる。

　自分でも何が何だか分からなかった。気づけばぽろぽろと涙が溢れてきて、次から次へと頬を伝っていく。何とかしたいのに、制御することが出来ない。

　最悪だった。酒なんて飲むんじゃなかったと後悔した。初恋だって、こんな無様な姿を晒したことはなかったのに。

「うわ、え、なんで？」

　急に泣きだした尚人を見て、淳が戸惑っている。

「……杉田くんのせいだ」

　涙の向こうで滲んだ淳を、尚人は睨みつけた。

　土足でズカズカと人の心の中に踏み込んで、嵐のようにめちゃくちゃにかき乱していく。

　本当に、一緒にいるとろくなことがない。

「絡み酒に加えて、泣き上戸とか……困った困った」

　呆気に取られながら、淳が苦笑いをした。

「なんで……杉田くんなんだよ」

　なんで、なんで、よりによって。かっこよくて、モテて、女好きで……どう見ても完全にノーマルなんて、そんなの辛すぎるじゃないか。

「っ……うっ……」

　涙はとどまることを知らず、尚人は次第にしゃくりあげてきた。みっともなくて嫌になる。

　見られたくなくて片手で隠そうとしたとき、ふいに月明かりが遮られた。

「ほんと、困った人だね」

　あたたかい体温と甘い香りに、ふわりと包まれる。

　──えっ。

　淳に抱きしめられていることに気づくと、心拍が大きく飛び跳ねた。

　嗚咽で震える背中を、小さな子どもでもあやすように、ゆっくりと優しくさすられる。

　どきどきして、どうしていいか分からない。けれど、出来ることなら、今だけは身を委ねていたい。許されるのなら、少しだけ甘えてみたい。

　尚人は淳の服の裾をぎゅっと握りしめた。

　今まで寂しいなんて思ったことなどなかったのに、意識していなかっただけで、自分はこんなにも寂しかったんだと知った。

「俺じゃだめですか？」

　どうして杉田くんなんだと呟いた尚人に、淳が問いかける。

　杉田くんがいい。杉田くんがいいから泣いてるんだ。

　そんな想いは口にしないし、伝わることもない。

「俺でよかったら、話聞きますよ」

　つらいことがあったら相談に乗ると以前言われたのを思い出した。社交辞令など言う男ではない。あのときは笑い飛ばしただけで、こんなことになるとは思っていなかった。

　何かあったんですか？　そう聞かれて、尚人はすがってしまいたくなった。

　ずっと好きな人がいたこと。初恋で、つらい片思いだったこと。結婚の話をされたこと。これからも一生側で見ていかなければならないこと。

　性別のことは伏せておいたけれど、気づけばぽつぽつと話しだしていた。

　尚人の口数が少ないときはよく喋るのに、尚人が一旦話し出すと、淳は静かに聞き役に回った。

「きっつー」と、ときどき呑気な相槌を打ってくるけれど、その軽さにどれほど救われたか分からない。

　背中にはずっと手が添えられており、その夜は、彼の優しさにどこまでも甘やかされた。






四









　なんてことをしてしまったんだろう。

　起床してからというもの、尚人はずっと頭を悩ませていた。実際、二日酔いで本当に頭痛もしている。

　あんなに悪酔いしたことなどなかったのに。飲み会なんかでは、いつも自分が世話役で酔っ払いの面倒を見る方だった。ましてや人に絡んだり泣き出したりするなんて、もってのほかだ。

　昨夜のことを思い出しては激しい自己嫌悪に苛まれ、いくら後悔してもし足りなかった。心配してくれている相手に対し、暴言を吐いて当たり散らし、しまいに泣きだして愚痴を垂れ流した。自分でもこれ以上ないくらい最低だと思う。

　それを、彼はひたすらに受け止めてくれていた。

　杉田くん……。

　淳のことを考えると、尚人はどうしようもなく胸が痛くなった。

　ずっと抱きしめてくれていた。そのぬくもりが今でも蘇ってくるようで、落ち着かない気持ちになる。同時に、羞恥で発狂しそうだった。

　刻一刻とバイトの時間が迫ってきて、尚人は焦りだした。

　どうしよう、どうしよう。直前に連絡するのははばかられるが、もう今しかない。

　今夜はバイトに行きたくなくて、逃げ出してしまいたかった。絶対に会いたくない。だって、どんな顔をすればいいのか分からない。

　よっぽど休ませてもらうか、誰かに代わってもらうかしようと思った。

　けれど良心が許さず、結局は思いとどまった。

　やっぱり、人としてお礼だけは言っておかないと。

　尚人は苦渋の思いで、緊張しながらバイト先へと向かった。




　店の前に着いて外から中をこっそり覗くと、ちょうどレジには誰も立っていなかったので、そそくさとバックルームへ直行した。

「あっ、先輩。おはようございまーす」

　ドアを開けたとたん、もろに淳と鉢合わせて、心臓が飛び出るかと思った。ずっと話す内容を考えてきたのに、あっという間に頭の中が真っ白になる。

「……お疲れ様」

　さっと目を逸らして淳の隣をすり抜け、着替えを始める。

　違う、そうじゃないだろう。我ながら自分の態度の悪さに辟易する。

「じゃ、俺先あっち行ってますね」

　まずいと思って振り返ると、これ取りに来ただけなんで、と淳は商品の入ったケースを持ち上げた。

「待っ……、杉田くん……！」

　そのまま行ってしまいそうになる淳を、勇気を振り絞って呼び止めた。

「何ですか？」

　目が合って、緊張が最大限に大きくなる。

「あの、昨日は……ほんとごめん。迷惑かけて……じゃなくて、いや、それもあるけど……その……ありがとう……」

　しどろもどろに謝罪とお礼を呟くと、くすりと笑って淳はケースを下に置き、目の前まで歩み寄ってきた。

「全然？　むしろいろいろ打ち明けてくれて嬉しかったですけどね、俺は。仲良くなれた感じがして。またなんかあったらいつでもどうぞ」

　からっとした明るい笑顔に目が釘付けになった。

　もう嫌だ。いつもよりかっこよく見える。いつもよりきらめいて見える。

　昨夜のことは酔っていたがゆえの錯覚や勘違いかもしれない、そう心の中で淡い期待をしていたのに、いとも簡単に打ち砕かれる。

「じゃあ、今日もよろしくお願いします」と言い残して、彼は何事もなかったかのように行ってしまった。

　それからも、淳の反応は拍子抜けするほど普段と変わらなかった。からかってきたりぎくしゃくすることもなく、相変わらず馴れ馴れしい。いや、むしろ以前より懐かれているくらいだ。自分ひとりがドギマギと内心焦って、向こうは人の気など察しもしない。接し方が分からず、ついつっけんどんな態度を取ってしまうこともあるのに、彼は全く気にしなかった。

　昔と一緒だと思った。鈍感というか、男から恋愛感情を持たれるという発想がまるでないのだろう。自分だけが意識して、相手からは何とも思われていないのが明白で、尚人は複雑な心境だった。




　数日後、旅行者風のふたり組が入ってきて、きょろきょろと周りを見渡し何か困っている様子だった。会話が耳に入り中国人だと知る。東京には外国人が多く、このあたりでもときどき見かけることがある。

「アー、スミマセン……」

　片言の日本語で話しかけられ、その後は片言の英語で駅の西口を尋ねられた。そこからバスに乗るらしい。このコンビニは駅からほど近くにあるが、西口は反対側の出口になる。階段の上り下りをして回らなければならない。

　英語も怪しそうなので、身振り手振りで教えるよりはと思い、中国語で行き方を説明した。言葉が通じず最初不安そうだった彼らも、母国語が返ってくると安心した様子で喜んで礼を言われた。

　ふたりが店を出て行ってから、淳が興奮気味に話しかけてきた。

「ビビったー。先輩、中国語分かるんですか？　てかさっきのは中国語？」

「あぁ、うん中国語。勉強してるんだ」

　もともと勉強は好きなので、難易度の高い検定も独学で受かったし、一時期は留学生のチューターのアルバイトをしたり、ネット通話の授業を受けたりして、会話の練習も重ねてきた。

「すげー、ちょっと言ってみてください」

　そう言われて、ごくごく簡単な自己紹介を中国語でしてみた。学習し始めて一番最初に覚えるような初歩的な表現だ。

「おー、今の何て言ったんすか？」

「別に自己紹介の挨拶をしただけだよ。はじめまして佐藤尚人です、よろしくお願いしますって」

「そうなんだ、じゃあ、俺の場合は何て言うんですか？」

　佐藤尚人と言った部分を杉田淳に変えて言ってやると、それをすぐに復唱され驚いた。

　すごい。耳がいい。声調が完璧だし、発音も悪くない。このままでも十分通じるかもしれないと思った。

　中国語には日本語にはない声調というものが四つあり、同じ発音でも音程が違うと全く違う意味になる。発音も日本語とだいぶ異なっており、日本人にはなかなか慣れないものだ。尚人も勉強し始めた頃は声調と発音に苦しめられた。

　淳は初めてにしてはなかなか筋がよかった。

「杉田くん、中国語やってたの？」

「まさか。全く分かりませんよ」

「えー、一度聞いただけで真似できるのすごいって」

「マジっすか」

　自分は一生懸命勉強しての結果だが、言語は感覚でずっと早く身につく者もいる。ちょっとした好奇心以上の興味はなさそうなので無理には勧めないが、少しもったいないと思った。

　バイト上がり、空腹だと訴える淳にねだられ、尚人は近くのファミレスへ連れてきてやった。ここは二十四時間営業のため重宝していて、他のスタッフともたまに来ることがある。外はまだ暗く寝静まっており、客は自分たちの他には誰も入っていなかった。

　ボックス席に向かい合って座り、テーブルの真ん中に置いたメニューを一緒に眺める。

「ホットケーキにしようかな。あー、和食もいいな。けどやっぱ無難にこっちのモーニングセットかな」

「俺はモーニングセットでいいや」

「決めた。俺は和食にします」

　尚人はトースト、ベーコンエッグ、サラダにコーヒーといった洋食のセット。淳は白ご飯に味噌汁、卵焼き、焼鮭、それから味のりや梅干し等が付いた和食のセットにすることにした。

　朝食が運ばれてくるなり、淳が喜んでさっそく箸を付ける。

「おぉ、うまそう。いっただきまーす」

　きちんと手を合わせていただきますと言うあたりが擦れていないと思う。今時の軽いノリをしているが、まっすぐな性根をしていることが今は分かる。

　嬉しそうに食べるところが微笑ましい。見ていると、箸の使い方が意外にも綺麗なことに気がついた。

「杉田くんって意外と箸の使い方綺麗だね」

「意外って何ですか、心外な。俺はパスタもフレンチも箸で食べたいくらい箸が好きですよ」

　尚人は昔から箸の持ち方に癖があった。間違った持ち方で長年過ごし、慣れて支障もないため今更矯正する気はほとんどない。

「すごい。実は俺は苦手なんだ」

「え、マジすか。そっちが意外ですね、何でもちゃんとしてそうなのに。先輩って真面目そうな見た目の割に意外とアレですね」

「うるさいな。アレってなんだよアレって」

　淳が笑って、「ちょっと持ってみてください」と箸を差し出してきた。渋々普段どおりのやり方で持ってみる。

　尚人はいつも親指と人差し指だけを使って、二本の箸を一つにまとめるように握りこむ。物を掴もうと箸の先を開くと、上の箸が下の箸とＸの形で交差し、当然細かい物は掴みにくい。

「うわ、全然だめですよ。何すかそれ鉛筆持ってるんですか。よくそんな持ち方で物が掴めますね」

　見かねた淳が尚人の元にやってきて、隣に体を滑りこませた。ボックス席にもかかわらず、片方のソファーに並んで座る格好になる。

　──えぇっ。

　驚いて飛び退こうとすると、ぐっと体を引き寄せられた。

「いいですか？　こうやって、中指も使うんです」

　淳の手が尚人の手に触れる。左手で箸ごと包み込まれたかと思えば、右手は指を絡めるようにして握り方を修正してきた。腕を回されて、ほとんど後ろから抱きしめられているような状態だ。

「ちょっ、退いて」

　必死に引き剥がそうとするが、余計に引っ付かれる。

「せっかく教えてあげようとしてるのに」

「どう見てもおかしいだろ。男同士でこの座り方とこの体勢は」

「いいじゃないですか。別に他に客いないし、誰も見てないですよ」

　いくら嫌がっても聞き入れてもらえない。

「動かしてみて」と耳のすぐそばで言われた。近すぎる声が直に鼓膜を震わせ、体の芯に響く。尚人は身をすくませた。いつもと違い、ふざけたところのない真剣な声色に落ち着かなくなる。いい声だと思う。

　反応出来ないでいると、痺れを切らした淳が自分の手を使い、強制的に尚人の手を動かしてきた。

「こう。薬指と小指で下の箸を支えて、親指、人差し指、中指の三本で上の箸を動かすんです」

　吐息のかかったうなじが、ぞわぞわと虫が這うように痒くなり、尚人は強く目を瞑った。

「いいって、これで何とかやってきたんだから」

「ナオ先輩。一人で、やってみて」

　今そんな風に呼ばないでほしい。低く囁かれて抵抗できなくなった。どちらにせよ、やるまで解放してもらえそうにない。

　上の箸を動かしてみるが、下の箸先にくっつけることが出来ず、いくらやっても捩れたようになってしまう。手に力が入って疲れるばかりだ。

「難しい……」

「うーん、もっと練習が必要ですね。俺がやってみるから見ててください」

　淳が尚人の手から箸を取って、手本を見せてくれる。カチカチと小さく音を鳴らしながら、上下の箸先がくっついたり離れたりするのを見て、見事だと感心し、同時に見とれた。長い指に、骨張って血管の浮いた手が美しくも男らしい。

　箸がサラダに伸び、ミニトマトをひとつつまむ。

「はい、どうぞ」

　反射的に口を開けてしまったのか、気づいたときには、ひょいっと口の中に放り込まれていた。

　狼狽えて咀嚼もせず飲み込む。大きな塊が喉を通過する違和感にむせ返った。

　──何。今、何した。

「大丈夫ですか？」

　優しく問われ、咳こむ背中をゆっくりとさすられる。

　全身の血流が速くなり、体が熱い。

　咳が落ち着くと、淳は「頑張って練習してみてくださいね」と言って、放心状態になっている尚人の体を解放した。しかし自分の席には戻らず、右腕で頬杖をついて横から尚人の顔をじっと覗き込み、いたずらっ子みたいな瞳で見つめてくる。もう片方の腕が伸びてきて、前髪がふわっと掻き上げられた。

「先輩って、よく見たら整った顔してますね。上品っていうか、何気に綺麗？　俺的には可愛いけど」

　よく見たらやら何気にやら、失礼なことも忘れずに添えられたが、突拍子のない台詞に我に返った。あろうことか、自分がそんなことを言われるなんて。

　あまりの恥ずかしさに淳の手を払い、前髪を掻き集める。顔を隠そうとしても、普通の長さなので額ぐらいしか隠れず、一層いたたまれなさが増した。仕方がないのでそっぽを向く。

「目がおかしいんじゃないか。俺は地味で平凡だよ」

「まぁ、それはそうですけど」

「……こら」

　そこは否定しないし、何事も目立たず平凡が一番だと思っているくらいだが、人に面と向かって言われる筋合いはないはずだ。

「冗談ですよ」

　淳がけらけらと笑い事もなげに向かいの席に戻って行く。尚人は安堵して、こっそりと深く息をついた。

　会計を終え外に出ると、夏場の日の出は早く、外は随分明るくなっていた。ちらほらとスーツを着たサラリーマンや犬の散歩をする人の姿が見受けられる。音や気配で街が少しずつ活動を始めているのを感じる。

「せんぱーい、今日この後先輩んち遊びに行ってもいいですか？」

　へ……うち？

「えっ、無理！」

　急にそんなことを言われ、驚いて即座に拒否してしまった。

　何、無理とか言ってんだよ、ばか！　ばか！

　言ってしまってから後悔して、愚かな自分を心の中で罵る。

　でも、よく考えたら、うちに来られたってどうしていいのか分からない。想像しただけで緊張してきて、やっぱり無理だと思った。

「この間はいいって言ったのに」と淳が不満がる。

　先日は当初尚人のうちで飲む予定だったものの、公園に長居してしまい、結局淳が部屋に上がることはなかった。

「今日は用事あるし」

「じゃあいつならいいんですか？」

　来てほしいような来てほしくないような割り切れない気持ちだった。ほんの小さな期待を込めて、尚人は「また今度」と答えた。




　数日前からメールのやりとりで日程調整をしていて、午後から論文の指導教官と会うことになっていた。バイトの後三時間の仮眠をとり大学に来ている。

　先月博士論文の研究計画書を提出した。その後の進捗状況を報告しアドバイスをもらうために、夏休みでもときどき面談をしてもらっている。

　教官との面談が済むと、資料を探しに図書館へやって来た。日によって通常と開館時間は異なるものの、大学の図書館は夏休みでも毎日のように開いている。

　入り口付近に置いてあるパソコンから蔵書検索システムにアクセスし、参考になりそうな文献を探す。何冊か借りて帰りたい本が見つかって、該当の本棚へと向かった。

　探している本が他の棚に紛れていてなかなか見つからなかったのと、中身をめくって吟味するのとで、思ったより時間がかかった。

　分厚い本を三冊ほど抱え貸し出しカウンターに行くと、そこには立たち花ばな薫かおるの姿があった。薫は大学入学当初から仲のいい友人で、学部卒業後は大学図書館の司書となった。尚人は大学院に残り図書館を利用する機会も多いため、今でもよく顔を合わせる。

　冷たいほど整った顔立ちも相まって、彼には話しかけにくい雰囲気がある。無表情で仕事をする姿は少し怖いくらいで、まるで生気のない人形のようだ。

　尚人は薫が人見知りなだけだと知っているので、話しかけるのに躊躇いはない。

「薫くん、お疲れ様」

　声をかけると友人が顔を上げ、色素の薄い瞳と目が合った。尚人だと分かり、硬い表情がわずかに柔らかくなる。「お疲れ様」と小さな声で挨拶を返された。

「これお願い」

　本と学生証を手渡し、貸し出し手続きをしてもらう。返却期限の書かれた紙を挟んで本を返すときに、薫は「頑張ってね」と一言添えた。

「ありがとう、薫くんも。また今度ゆっくり話そう」

　そう言うと、彼はふっと軽く微笑んで頷いた。

「あれ？　佐藤さん？」

　突然かけられた声に振り返る。声の主は城戸優太だった。

「びっくりした、城戸くんか。久しぶり。元気だった？」

「お久しぶりです。元気ですよ」

　優太がバイトを減らしてから会うのは初めてだった。聞くと、資格試験が近くて図書館に通って毎日勉強していると言う。

「……ふたりは、知り合い？」

　そう言ったのは思わぬ人物だった。薫だ。

「バイト仲間なんだ。って、薫くんも城戸くんと知り合いなの？」

「アパートのお隣さんなんですよ。ひょんなことから話すようになって」

　優太が答える。人見知りのはずの薫も、随分打ち解けた様子だ。大学からの友人とバイトの後輩が知り合いだったとは思いもせず尚人は驚いた。

　休憩を取るところだと言う優太と一緒に外に出て、冷たい飲み物を奢りベンチで少し話をすることにした。

　蝉の声が耳をつんざく。まだまだ残暑厳しいが、木陰は風が吹いているのが幸いだった。

　木の葉の隙間から零れる光の粒が優太の上に落ち、風が彼の黒髪を揺らす。

　久々に会うと、やっぱり城戸くんってかっこいいな、と改めて見とれる。けれどその次の瞬間には、

　──でも、杉田くんの方がもっとかっこいい。

　こんなことを思ってしまうあたり、相当に重症なのかもしれない。尚人は自分の考えに恥ずかしくなった。

「杉田のやつどうですか？　迷惑かけてませんか？」

　突然その名前を出され、心の中を見透かされたような気がして一瞬ひやりとした。しかし、淳にこのバイトを紹介したのは優太であるので、何もおかしなことはない。

　それにしても、迷惑をかけていないかをまず心配されるなんて、やはり友人の前でもあんな感じらしい。微笑ましくて口元が緩みそうになる。

「あぁ、最初はちょっとびっくりしたかな」

　苦笑すると、優太は「やっぱり……」と言って謝ってきた。

「すみません。ちゃらんぽらんな感じですよね」

　自身のことではないのに申し訳なさそうにするので、すかさずフォローを入れる。

「けど悪い子じゃないよ。仕事も飲み込み早かったし」

「あいつ、ああ見えて要領だけはいいんですよ。世渡り上手っていうか。授業もあんま真面目じゃないんですけど、試験前だけ甘えて頼ってきて、それで単位ひとつも落としたことないですからね、むかつくことに。けど、結局は憎めないっていうか。愛されキャラなんですよね」

「うん、分かる」

　最初からそう思っていた。尚人は他の人の口から淳のことが聞けて嬉しかった。本人には聞けないことをもっと知りたい。

「杉田くんって、モテるだろ？」

　あくまでさりげなさを装いつつ聞いてみた。別にこの恋を成就させようなんて大それたことは思っていないが、こういうことが気になってしまうのは仕方のないことだと思う。

「あぁ、モテますね。彼女ころころ変わります」

　分かっていたことなのにズキっと胸が痛む。ならば聞かなければいいのに、それも出来ない。

「あんまり長続きしないらしいね」

「本人も前言ってたけど、来る者拒まず去る者追わずなんですよ」

　そうなんだ、と相槌を打つ。来る者拒まないのは聞いていたが、去る者も追わないらしい。

「けど、あいつにも一応ルールがあるらしくて、同時進行はしないっていうのは決めてるらしいです。ま、そんなの当たり前ですけどね」

　なるほど。次が来ると交際相手とは別れてそちらにいく、その繰り返しで長続きしないのだろう。軽薄なようで自分なりの誠意があるようだ。けれど、悔しいからやっぱり軽薄だと思う。

　そういや……と思い出したように優太が話題を変えた。

「杉田、佐藤さんのことすごい気に入ってるみたいですね」

　懐かれているからそれは分かっている。軽く笑いとばそうとして、その後に付け加えられた言葉を聞いて戸惑った。

「俺、この夏休み結構シフト代わってもらったんですけど、一緒に入ってるのが佐藤さんのときだけ、あいつ喜んで代わってくれるんですよ。他の人と一緒のときは断られるから杉田以外の人に頼まないといけませんでした」

「えっ」

　思わず驚きの声が漏れた。どうりでバイトに行くたびにいると思っていた。まさか、そういう経緯があったなんて。どうしよう、嬉しい。すごく、嬉しい。

　尚人は密かに喜びを噛み締めた。

　優太と別れてから帰りの電車に乗った。ローカル線の車内は冷房もあまり効いておらず快適とは言い難い。けれど、外の日差しに晒されるよりはずっとましだった。シートはがら空きで、尚人は角の席に腰を下ろした。

　窓の外を通り過ぎていくのは、田畑に、昔ながらの商店街、東京とは思えないほどのどかな眺めだ。この路線は速度も遅く揺れもするが、それもまたこの風景に合っていると思う。揺れに身を任せ、ゆっくりと過ぎていく景色を眺めるのは風情がある。

　初めてこの辺りに来た頃は、ここが本当に東京なのかと疑ったのを覚えている。田舎から上京してきた尚人にとって、東京とは大都会のイメージしかなく、自動改札がない駅を見たときは軽く衝撃だった。

　大学の最寄り駅は、現在ではＩＣカードの自動改札が一台導入されているものの、いまだに切符の自動改札はなく、駅員が自ら切符のチェックをしている。周辺は小さな弁当屋や豆腐店はあっても、スーパーのひとつもない辺鄙な場所だった。

　ぼんやりと景色を眺めながら、尚人は淳のことを考えていた。もうすぐ夏休みが終わってしまう。新学期が始まるとシフトが変わるだろう。これまでのように会えなくなると思うと切なくなった。
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　嵐の予報が出ていた。

「うわー、これやばくないっすか？」

　淳が窓の外を親指で指差し、不満げに言った。

　来たときには小降りだった雨も、明け方となった今ではすっかり暴風雨と化している。夏休みも最後の最後に、台風が接近してきていた。

「俺どうやって帰ろう。落ち着くまで事務所で待たせてもらうしかないかぁ」

　客なんて到底来そうもないが、年中無休のコンビニは台風だからといって休みにはならない。

　東京に接近する台風にそれほどの威力はないと思い、近所に住んでいる尚人は特に大きな心配をせず来ていた。けれどこの風雨の中、淳の家まで帰るのは歩きでも自転車でも無謀だろう。

「先輩は帰れます？　無理だったら一緒に時間潰しましょう」

「俺は走って帰ってシャワー浴びるからいいよ」

　またやってしまった。

　言ってから、一緒に過ごしたかったと後悔したけれどもう遅い。それに、どうして「怖いから帰れない」とか、少しくらい可愛げのあることが言えないんだろう。

「えっ、じゃあ俺も先輩んちで休ませてくださいよー」

　自責しているところ、そんなことを言われたので驚いた。

　殺風景な事務所は休めるような環境ではなく、何時間も過ごすのは可哀想だと思うが、うちに来るとなるとずぶ濡れは必至だ。そもそもただの冗談なのだから、本気にしちゃいけない、と自分に言い聞かせる。

「ずぶ濡れになるし危ないよ」

「まだこのくらいだったら大きな物飛んでこないから大丈夫ですよ。それに俺、体だけは丈夫なんです。風邪もめったにひきません」

　まともに返されて、全くの冗談というわけではないことを知る。

　馬鹿だからかなぁ、と能天気におどけているけれど、こっちはどうするべきか迷って気が気ではない。うちに来られるなんて緊張する。でも、大学が始まったらもうあまり会えなくなる。ちょうどセンチメンタルになっているところだった。

　もう少し一緒にいれるかもしれない。一緒にいたい。最後はその想いが勝って、尚人はごくりと唾を飲み込んだ。

「じゃあいいけど、自己責任だよ」

　こんな言い方しか出来ない自分は、やっぱり可愛げの欠片もない。だけど、彼は予想以上に喜んでくれた。




　淳とふたり、無我夢中で嵐の中を駆け抜け、自宅に着くなり乱暴に中へ飛び込んだ。

「ハァッ、ハァッ……杉田くんっ、大丈夫!?」

　肩で荒い息をしつつ、お互いの安否を確認し合う。

「俺は大丈夫です。先輩は!?」

「だいじょ……ぶ」

　ふたりともひどい有様だった。店でレインコートを買って、一応それを着て走ってきたのだが、全く意味をなさなかった。頭のてっぺんからつま先までぐっしょりで、完全な濡れ鼠だ。

　朝のシフトは店長ひとりで入ることになったらしく、尚人と淳は通常どおりの時間に勤務を終えた。躊躇していても埒が明かないので、店を出たのはそれからすぐのことだった。

　叩きつける雨が目や口に入り、その中を走るのは近距離でも大変だった。無事にたどり着けてひと安心だ。

「ちょっと待ってて。タオル持ってくるから」

　靴を脱いで部屋に上がり、急いでバスタオルを取って戻ってきた。歩いたあとには水たまりが出来ている。

「もうこれ拭いても意味ないですよ。脱いですぐシャワー浴びましょう」

　確かに、ここまで濡れていれば拭きようがなく、一刻も早くシャワーを浴びた方がいい。本当なら湯船につかって体を温めるのが一番なのだろうが、お湯を溜める間に体が冷えてしまう。

「そうだな。じゃあ杉田くん先に浴びて」

「何言ってるんですか。一緒に浴びましょう」

「はぁ!?」

　思ってもみなかったことを言われ、度肝を抜かれた。

　そっちこそ何を言い出すんだよ。とても正気とは思えない。

「この非常事態に恥ずかしがってる場合ですか。男同士なんですから、銭湯と変わらないでしょう」

「無理！　嫌だ！」

　冗談じゃない。何が何でも、絶対に、絶対に、断固拒否する。

　大きな声で反論を繰り返して、まるで喧嘩のようになった。

「じゃあ、一緒に浴びるか、先輩が先に浴びるかどっちかです。さっき言ったとおり、俺は丈夫だから気にしないで、ゆっくりあったまってきてください」

　あまりの頑固さに最後は淳が折れ、尚人は背中を押された。

　濡れたまま待たせておくのは忍びないが、背に腹は代えられない。申し訳ないと思いながらも、先に浴びさせてもらうことにした。

　熱いシャワーを浴びながら、尚人は先ほどのやりとりを思い返していた。

　何が銭湯と一緒だ、簡単に言って。恋愛対象外なのは当然だと分かっていても、ここまで何とも思われていないのを突きつけられると、さすがに悲しくなってくる。

　あの言い方じゃ、彼にはこっちのけは全くないだろう。それを改めて思い知らされた。

　ただ、回避できたのは本当によかった。一緒にシャワーなんて浴びたら、もう二度と顔を合わせられない事態に陥ったかもしれない。余計な想像をしないように、手荒に髪の毛を洗う。

　彼のためにも早く上がらないと。今も体を冷やしていると思うと、のんびりしてなどいられない。尚人は雑念を払い、急いで全身を洗って手短かにシャワーを済ませた。

「杉田くん、次いいよ」

　玄関で待っていた淳に声をかける。

「早いですよ。ゆっくりあったまるように言ったのに」

　こんなことで口を尖らせて。なんだか面映ゆくなる。言葉に甘えるほど図太い神経はしていないけれど、気を遣ってもらえるのは嬉しかった。照れ隠しもあり、「いいから」と言って風呂場へ押しやった。

　下着の替えは淳が店で購入していたため、着替えはとりあえずＴシャツとスウェットパンツを用意しておいた。部屋で着るだけだし、自分には余裕のあるサイズなので問題はないと思う。

　ひとりになると、どんどん緊張してきた。

　どうしよう、杉田くんががうちにいるんだ。

　急に淳の存在を意識しはじめて鼓動が加速していく。

　尚人は部屋の中を見渡した。家具といえば、いくつかの棚、勉強机と椅子、ローテーブル、ベッドくらいだ。実用性重視でオシャレとは程遠いが、見られて困るものはそんなにないと思う。

　でも、来ると分かっていたら、もっともっと綺麗にしておきたかった……。

　出しっぱなしになった資料や文献、筆記用具、パソコン等を急いで片付けていく。見た目の関係上布団は整えたけど、ベッドはなるべく視界に入れないことに決めた。

　どこにどうしていればいい？

　椅子に座るか、ローテーブルの前に座るか悩んで、自分だけ高い位置に座るのはどうかと思い、押入れから座布団をもう一枚出してローテーブルの前に座ることにした。

　漏れ聞こえてくるシャワーの音が尚更緊張感を高める。そわそわしつつ、落ち着かない気持ちで待っていた。

「ありがとうございました」

　出てきた淳の姿を見て、尚人は目を見張った。

　──なんで服着てないんだよ！

　淳は上半身裸だった。タオルで無造作に髪の毛を拭きながら、綺麗に割れた腹筋を惜しげもなく晒している。着痩せするのか、思っていたよりもたくましい。

　浅履きしたスウェットパンツから覗く腰と下腹部のラインがセクシーだと思う。目のやり場に困って、尚人は視線を逸らした。

「早く着ないと風邪ひくよ」

「お陰様であったまって、今は暑いんで……って、先輩なんでまだ髪乾かしてないんですか。びしょびしょじゃないですか」

　淳が声を荒らげたけれど、そんなこと気にもしていなかった。

「いいよ、俺はいつもこんなもんだし」

　淳のために用意しておいたドライヤーを「はい」と指し示すと、彼は近づいてきて目の前でしゃがんだ。

　目と鼻の先に飛び込んできた裸に動揺が走る。湿ってみずみずしい肌の上を、筋肉に沿って水滴が流れていくのが見えた。

「俺にいい加減いい加減って言う割に、ときどき先輩の方こそいい加減ですよね」

　そう言って尚人の髪の毛を拭きだしたから気が動転した。

「い、いいって」

「聞こえません」

　慌てて止めても、淳は笑ってあしらうばかりでやめようとしない。

　こんなの、恥ずかしい。恥ずかしいけど……嫌じゃない。尚人はぎゅっと瞼を閉じて、タオルで拭かれている間、黙って胸を高鳴らせていた。

「ねむたい？」

　髪を拭く手が止まり、おそるおそる瞼を上げる。目を瞑っていたのを眠たいからだと思われたようだ。この状況と淳の格好にドキドキするからとは言えない。

　答えないでいると、淳が胡座をかき片方の太ももをぽんぽんと叩いた。

　え、何？　どういうこと？

「どうぞ」

　ドライヤーのコードを近くにあったコンセントに差し込み、淳がもう一度自分の脚を叩く。

　もしかして、ひ、膝枕をしてくれようとしているのだろうか。いや、まさか、そんなことあるはずがないと思う。

「あの、杉田くん……」

　尚人は言いかけて口をつぐんだ。

　──無理っ！　聞けない！　だって、もし違ってたらとんでもなく恥ずかしい勘違いだ。

「髪乾かすから、横になってください」

　淳がドライヤーを片手にそう言ったので、パニックになった。

　えっ、ほんとに!?　ほんとにそうなの!?

　もういっぱいいっぱいで、どうしていいのか分からない。絶対無理だと思いながらも、本当はどこかで惹かれているのを感じる。でも、勇気が出ない。ハードルが高すぎる。

「おいで」

　やっぱり断ろうとしたとき、ふいに腕を引かれた。

「わっ」

　そんなに強い力ではなかったけれど、思考に気を取られていたので簡単にぐらりと体が傾く。気づけばそのまま彼の膝に横たえられていた。

「楽にしてて」

　見下ろしてにっこりと微笑みかけられる。尚人は緊張のあまり、金縛りにあったように身動きがとれなくなった。

　なんで、なんで、こんなことをする？　彼の考えていることが全く分からない。こんなの、恋人同士ですることじゃないのか。

　ドライヤーをあてながら、髪の毛を撫でる淳の手つきが優しい。その手も温風も心地いいけれど、心臓が激しく暴れて、気分はむしろ居心地が悪いくらいだった。

　何が楽しいのか、淳は機嫌がよさそうに口角を上げている。彼の笑い方は、甘ったるくて目の毒だ。

　見つめあっている気まずさに視線を外すと、淳の髪がまだ乾いていないことに気がついた。

　──俺のことばかり気にかけて、自分のことは後回し。申し訳ないと思うけど、ごめん、少しだけ嬉しくなってしまう。

　淳の濡れた髪を見て考える。

　いいなぁ、自分も触ってみたい。どんな感触なのか以前から気になっていた。ドライヤーで乾かしたらふわふわになるんだろうか。

　いくらでも乾かしてあげたいけれど、もちろんそんな度胸はない。

　そのとき、何気なく視線を下げ、見ないようにしていた裸を直視してしまった。

　服！　服を着てほしい！

　内心慌てふためいていると、ドライヤーの風が止まり、なぜか額に手を当てられた。

「すぐ出てきたのに、のぼせちゃいました？　顔が赤い」

　言われてますます頬が熱くなり、尚人は寝返りを打って淳に背を向けた。

「大丈夫！」

「ならいいけど……」

　やましいことを考えていた気になって、いたたまれない。ひとり羞恥心に耐えていると、そっと髪の毛に手櫛を入れられた。

「ナオ先輩の髪って綺麗ですよね。サラサラしてて気持ちいい。好きです」

　そんなことを言ってくるから、一瞬思考停止してしまった。

　尚人の動揺には気づきもせず、淳は再びドライヤーのスイッチを入れて温風を当てはじめる。

　──ナオ先輩って呼ばれた。綺麗だって、サラサラだって、褒められた。それに、好きって……。

　髪の毛のことだと分かってはいるが、その響きにはどきっとしてしまう。彼の言葉を反芻しながらぼんやりしているうちに、ドライヤーの音はするのに風が当たらなくなっているのに気がついた。えっと思って振り返ると、淳は自分の髪を乾かしている。

「ま、待って！」

　とっさに勢いよく起き上がり、ドライヤーに手を伸ばす。しかし、ドライヤーではなくそれを持つ淳の手を握ってしまい、「うわっ」と声をあげて飛び退いた。

　何をやってるんだろう！　なんでこんなことしてしまったんだろう！

　考える前に体が動いてしまい、我に返ったとたん後悔が襲ってくる。

「えっ、どうしました？」

　驚いて目を見開く淳を前に、必死で言い訳を考えるが、ちっとも思いつかない。

「そ、その……お返しに、俺が乾かしたかったから……」

　ぼそぼそと小さな声で呟きながら、この場から逃げ出してしまいたかった。

　ぽかんとしていた淳が、ぷっと吹き出して笑いだした。

「あーヤバい！　なんすかそれ」

　勇気を振り絞って言ったのを笑われてしまい、ますます身の置きどころがなくなる。こっちだって好きで奇行に走ってるわけじゃない。

「嫌ならいいよ……」

　やっぱり言うんじゃなかったと落ち込んでいると、淳が慌ててフォローを入れてきた。

「待って待って。嫌じゃないですって。ほんとにいいんですか？」

「だから、そう言ってる……」

　何度も言わせないでほしい。小さな声で答えると、淳が顔を輝かせた。

「ほんとに？　膝枕してくれるんですか？」

「えっ！」

　膝枕!?　そこまでは考えていなかった。

　自分の膝で淳が横たわっているところを想像してしまい、猛烈に照れ臭くなった。

　無理無理無理無理、そんなこと到底出来そうもない。でもどうしよう。尚人は葛藤した。

　これを逃したらもう二度とこんな機会はないのは確かだ。やっぱりここは頑張りどころなんだと思う。

　意を決して口を開きかけたとき、淳がくすっと笑みをこぼした。

「冗談ですよ。俺はもうほとんど乾いたから大丈夫です」

　そんなことを言われて、とたんにバツが悪くなる。

「……そっか。ならいいんだ。髪、ありがとう」

　お茶でもいれてくると言って立ち上がり、そそくさと台所へ向かった。

　お湯を沸かしながら、尚人は台所で蹲って悶えていた。

　恥ずかしい、恥ずかしい。頑張ったのに恥をかいただけだった。一連の行動を思い出すと、このままどこかに隠れてしまいたくなる。

　はじめての経験ばかりで、調子が狂ってしょうがない。普通に振る舞いたいのにそれすら出来ず、いちいち挙動不審になってしまう。己の恋愛経験の乏しさが憎かった。

　だいたい、こっちはこんなに必死なのに、からかうなんてひどい……。この調子でいつまでもつだろう。もう既にくじけてしまいそうだ。

　嵐の勢いは衰える気配なく、いまだ強い雨風が窓を叩いている。

　部屋に戻ると、淳が服を着ていてほっとした。

「服……」

　思わずぽろっと呟きが漏れる。

　お盆にお茶を載せて立っている尚人を、淳が振り返って見上げた。

「あぁ、これありがとうございます。ちょうどいいです」

「……ならよかった。着てこなかったから、正直びっくりしてた」

　今だったらさらっと言える気がして口にしてみると、淳が苦笑した。

「自分んちだったら、風呂上がりなんて下着一枚っすよ。今日は人んちなんで、さすがに下は履きましたけど」

　え、気を遣ってあれだったのか……。

「あ、なんすかその目。言っときますけど、風呂上がりの暑いときだけですよ？　普段はちゃんと家でも服着てますから。変態じゃないんで」

　なんともコメントしづらい。軽く笑うにとどめ、尚人は腰を下ろし、ほうじ茶をふたつテーブルに置いた。

「どうぞ……って、何見てるの!?」

「あ、すみません、発見しちゃいました」

　淳が手にしていたのは、本棚にしまっておいたはずの卒業アルバムだった。上京時、お節介な母親が勝手にまとめた荷物の中に紛れ込んでいた。ご丁寧に今までの分全部だ。

「ちょっ、勝手にやめろよ」

「いいじゃないですか」

　アルバムに手を伸ばすと、高く掲げられてしまった。

「見たい」

「ダメっ」

　手を上げて取ろうとすれば、今度は後ろに隠される。

「あっ、もう」

　反射的にそれを追って手を伸ばすが、勢い余ってバランスを崩し、抱きつくような格好になってしまった。

　──うっ、わぁっ！

「何やってるんですか」

　淳の笑い声が聞こえる。狼狽えてすぐに離れようとすると、なぜか反対に抱きしめられてしまった。

「ほんと面白いなぁ先輩は」

　腕の中でジタバタともがくけれど、なかなか抜け出せない。

「は、離せ！　何してるんだっ」

「えー、知りませんよ」

　……知りませんよ!?　そんな返しがあるか。

　少しの間ぎゅうぎゅうときつく抱きしめられてから解放された。そして、息をつく暇もなくこんなことを言ってくる。

「よし、こうなったら、ジャンケンしましょう。俺が勝ったら見せてください。先輩が勝ったら諦めます」

　彼の急な思いつきを聞いて、卒業アルバムをめぐってこうなってしまったのを思い出した。自分ばかりがひとりで動揺してみっともない。パニックに陥っていて、それどころではなかった。

「ジャンケン……」

　尚人の返事も待たず、早くも始めてしまったようなので、慌てて手を出す。

「ポン！」

　結果は、尚人がグーで淳がパーだった。けれど、かすかに遅れて出された気がする。

「ずるい！　後出しした！」

「いいがかりはやめてくださいよ」

　尚人の言い分は一笑に付され、淳が背後からアルバムを取って上機嫌でめくりだした。

　仕方がない、諦めよう。ついムキになってしまっただけで、どうせもったいぶるようなものでもない。

「卒アル見るのって楽しいですよね、どの子が可愛いとかで盛り上がって。しっかし、真面目そうな学校っすねー。制服はダサいし、何すかこのスカート丈。化粧もＮＧっすか？　田舎っぽいなー、まぁそういうのも嫌いじゃないですけどね、可愛ければ」

　なんだ、女の子が見たいだけか。尚人は聞きたくなくて、話に加わらずお茶をちょびちょびすすっていた。

　可愛い子がいないいないと、淳は一組と二組のページを素通りした。どこのクラスにもそこそこ人気のあった子はいると思うのだが、彼の気には召さなかったようだ。

「この学校には可愛い子はいないんですか」とぼやきながら、どんどんページをめくっていく。

　最後のクラスである六組のページを開いたとき、そこには和美がいるなぁと尚人は思った。今回はきっと目ざとく反応するだろう。

「あ、いた！　可愛い子。とびきり清楚系」

　予想どおりの反応に、淳が指差す写真を横目で見て、尚人は危うくお茶を吹き出しそうになった。

「はっ……ごめ……っ……何て!?」

　むせ返って、咳き込みながら聞き返す。

「幼くて、くそ真面目そうで、可愛らしいじゃないですか。十年近く前？」

　にやにやしながら淳が指差していたのは、高校時代の尚人の写真だった。写真の中の自分は、地味でおとなしそうな顔をしている。

「何馬鹿なこと言ってんだよ。おちょくるのもいい加減にしてくれ」

　こんなふうにからかうのはやめてほしい。今より幼いのは当然として、くそ真面目そうとか失礼なことしか言われてないのに、つい嬉しくなってしまうから。女の子の話をされると思っていたから尚更だ。

「いやいや、こんなクラスメイトいたら、俺ならちょっかいかけまくっちゃいますね。そんで鬱陶しがられて嫌われるんだろうなー。それでも話しかけるけど」

　淳がくくっと肩を揺らして笑う。

　え、そんなことしてくれるの？　本当に同じクラスにいたらよかったのに。いくらでも構われたい。迷惑ぶってたとしても、内心は絶対まんざらじゃないんだ。

　そう思っているのに、素直になれなくてあえてつれなく返す。

「なんだそれ、今と一緒じゃん」

「えっ、ちょっと待ってくださいよ。先輩、俺が鬱陶しいんですか？　嫌いなんですか？」

　焦りだした淳にびっくりし、それから思わずくすりと笑みが漏れた。だって、そこを心配してくれるんだ。

　そんなわけないだろ。鬱陶しくないし、嫌ったりしない。むしろその逆なんだから。

　答えるのが遅れると、淳はいじけだした。

「いいですよ。俺はめげませんよ。もっと鬱陶しく話しかけることにしますから」

「うわ、それは覚悟しとかないと」

　俺の心臓の。

　本心を隠した軽口をわざと嫌そうに返すと、淳がまた食いかかってくる。馬鹿げたやりとりが楽しくて、言ってもらえたことが、冗談でもやっぱり嬉しかった。

　アルバムをめくりながら、高校時代の話を色々と聞かれた。どんな生徒だったか、体育祭や文化祭、所属していた委員会や部活等。平凡で冴えない学校生活だったにもかかわらず、淳は好奇心旺盛だった。照れ臭くはあるけど、話す話題に困らなかったのは見せてよかったと思う。

「先輩が仲よかったのは誰ですか？」

　そう尋ねられて、尚人は四組のページを開いた。

「こいつと、こいつが幼馴染み」

　祐樹を指差して、ページをめくり、六組の和美を指差す。

「へー、そっか」

　淳はふたりの写真を見たとき、珍しくそれ以上のコメントはしなかった。今度結婚をすると話していた幼馴染みだと、そして例の初恋の相手だと、察したのだろう。もしそうなら、あの夜性別の話はしなかったから、きっと相手を勘違いしているだろう。けれど、それを訂正する術は持たない。

　秘密が明らかになってしまうことを恐れていた。特に淳にだけは知られたくない。そういうのを差別するような男ではないとは思うけど、自分がその対象となりうる場合は話が別だろう。気持ち悪がられて距離を置かれることになったら、きっと立ち直れない。

「……先輩ってメンクイだったんすね」

　気を遣って黙ってくれてるのかと思ったら、聞き捨てならない呟きが聞こえた。相変わらず無神経だ。

「そんなんじゃないよ。子どもの頃からずっと一緒にいたんだから」

「ふーん」

　自分から言ってきたくせに、態度が悪い。

　杉田くんだってかっこいいけど、外見だけを好きなわけじゃないんだからな。それに、杉田くんにだけは言われたくない。

　尚人は腹立たしくなってきた。

「メンクイは杉田くんだろ」

「失礼ですね。俺は顔だけじゃないですよ。脚とか、胸とか、腰とか、スタイルでもいいです」

「最低」

　ばか。ばかたれ。

　どうしてこんな話になったのか、変な言い合いになった。ああ言えばこう言われ、言い返せば言い返すほど、更に不愉快な返り討ちに遭う。

「俺は素直なだけですって。先輩のムッツリ」

「あっそ！」

　いじられすぎて拗ねたら、最終的に「嘘ですよ」と言って笑い飛ばされた。

　さっそくさっきの言葉を実行しているのか、いや元からか、やっぱりちょっと鬱陶しいかもしれない。

　尚人はため息をついた。

　それでも、淳のそんなところに救われているのも確かだった。この密室でふたりきり、気詰まりな沈黙が続くよりは何倍もマシだからだ。

　ひととおり高校のアルバムを見終わってから、今度は中学の卒業アルバムに彼は手を伸ばした。止めても無駄なので、もう好きにさせておく。

　一組だった尚人はすぐに見つかってしまい、早々にからかわれた。

「あ、先輩いたいた。さっきより更に幼いけど、既に賢そうっすね。かっわいー」

　どこからどう見ても普通なのに、大げさに反応されると決まりが悪い。

「杉田くんの可愛いは安いな」

　気恥ずかしくて、ついそんなふうに言ってしまった。自分はつくづく、可愛いと言ってもらう価値なんてない。

「はいはい、じゃあちょっとは気を付けますね～」

　言ったことを後悔していたけれど、淳の返事は軽く、本気ではないようなので安心した。他の人に対して言っているのは聞きたくないのに、自分が全く言われなくなるのは、勝手だけど少し寂しいと思ったのだ。

　いつからこんなことを言われて喜んでしまうようになったんだろう。自分が信じられない。

　おかしなことを考えるのはやめて、アルバムに意識を戻した。

　中三のときは偶然三人とも一緒のクラスになれたので、同じページには祐樹と和美も映っている。幼いふたりを見ると懐かしい。

　淳はもう幼馴染みについては触れなかったが、先程と同様、一ページ一ページじっくりと眺めながら、中学の頃の話を聞いてきた。

「あれ？」

　四組の集合写真を見たとき、不思議そうな反応をした。

　見ると、ひとりだけ別枠で写っている生徒の写真が目に入り、尚人はギクリと背筋が凍るのを感じた。

「あぁ、集合写真撮る日にたまたま休んでたんじゃないかな」

「あー、なるほど」

　たまたまなんて嘘だった。中三の途中から不登校になったのを知っている。別枠の中の彼は、同性愛者だった。

　尚人は当時の彼に思いを馳せ、暗澹たる気持ちになった。

　中三に上がったばかりのことだったように思う。風の噂で、彼がサッカー部の男子部員に告白したと知ったときは、なんてことをしでかしたんだと自分のことのように焦ったのを覚えている。一度も同じクラスになったことがなく校舎も違っていたため、彼のことはあまり知らなかった。瞬く間に学校中に広がったその噂で、彼の存在を初めて意識し、そして、自分以外に同じ性的指向の者がいることを知った。同じ立場の者として他人事とは思えず、その後の動向が気になった。

　噂が広まった後、受験生となったプレッシャーのはけ口なのか、クラスでは陰湿ないじめが始まったと聞く。彼とは話したこともなく、幼馴染みとの話題にも上ったことはない。それでも、尚人は彼のことが心配でこっそりと気にかけていた。同時に、自分はうまく隠しているものの、明日は我が身だと怯えていた。

　どこまでが本当で、実際がどの程度だったのかは分からない。けれど、いじめは無視や嘲笑からはじまり、そのうちに汚いものとして扱われ、私物にいたずらされ、卑猥な落書きや罵りを受けるようになったようだ。どんどんエスカレートしていき、人前で自慰を強要されたらしいと耳にしたとき、尚人は心底怖くなり、自宅で布団を被って震えた。

　結局彼は学校に来なくなり、自殺未遂を図ったとまことしやかに囁かれた。しかし、受験勉強が本格化していくにつれ話も聞かなくなり、その後どこの高校に行ったのかも知らない。きっと遠くに行ったのだと思う。あんな田舎じゃ、噂が広まったら生きづらくなることは考えるまでもなかった。

　彼にまつわる出来事が、当事者ではなかったにもかかわらず尚人のトラウマとなった。学校は社会の縮図に思え、同性愛者に対する周囲の反応がおそろしかった。

　それ以来誰にも打ち明けることが出来ず、ひたすらに隠し通している。

　淳がアルバムのページをめくり、尚人はほっとした。

　そのとき、ちょうど携帯電話が鳴りだした。あの嵐の中でも壊れなかったということは、レインコートも全くの無駄ではなかったらしい。

　携帯を手にとると、何気なく淳も覗き込んでくる。画面を確認したところ、和美からの着信だった。

「ここで出ていいですよ」

「ごめん」

　淳の言葉に甘えて通話ボタンを押し、電話を耳にあてると、和美の心配そうな声が耳に飛び込んできた。

『尚くん、台風来てるみたいだけど大丈夫!?』

「あぁ、大丈夫だよ。うちでゆっくりしてるから。停電もしてないし、そこまで大したことなさそう」

『よかったぁ。気をつけてね！』

「うん、わざわざありがとう」

　それじゃあ、と電話を切ろうとしたら引きとめられた。

『あ、そうだ、待って！　十月の花火大会帰ってくる？』

「十月の花火大会？」

　そう言われて、地元の花火大会は秋に開催されることを思い出した。地元と言っても、尚人の実家からは離れた場所で、祐樹の親戚のうちに毎年お邪魔させてもらっていた。

「いや、行かないよ。次は年末年始まで帰る予定はない」

『えー、そんなぁ！　帰ってきてよー！』

　トントンと、ふいに肩を叩かれた。隣を見れば、淳が自身を指差し口をパクパクさせている。何かを訴えているようだ。

「あ、ごめん、ちょっと待って」

　和美に断って、通話口に手を当て電話から耳を離した。

「何？　どうした？」

　小声で尋ねると、淳からもひそひそ声が返ってくる。

「俺、行きたいです」

「へ？」

「花火、行きたいです！」

　え……？　杉田くんが、俺の地元の花火大会に？

　尚人は考えをめぐらせ、そして、電話をもう一度耳にあてた。

「ごめん、行くよ。後輩連れて行っていい？　あぁ、いや祐樹のおじさんちには泊まらない。実家の方にも顔は出さないと思う。今回は花火大会を見に帰るだけ。ごめんごめん。うん、現地で会えたら少しだけ会おう」

　電話が切れる。

　言った。言ってしまった。本当にこれでよかったのだろうか。今更怖気づいてきて、不安でたまらなくなる。

　おそるおそる横を向くと、隣で無邪気に淳がガッツポーズをしていた。

　人の気も知らないで、まったくもう。







　結局、卒業アルバムは小学校の分まで見られた。その後は簡単な朝食をとり、まだ外は荒れ模様だったため、徹夜明けのふたりはひと眠りすることにした。

　淳には来客用の布団を敷いてやり、尚人はベッドの上で休む。

　おやすみと言葉を交わしたあと、淳はあっという間に静かになった。

　同じ部屋に彼がいては絶対に眠れないと思っていたのに、雨の中を走ったせいか、緊張が続いていたせいか、体は疲れていたようだ。嵐の音に耳を傾けているうちに、尚人もいつの間にか眠りに落ちていた。

　どのくらい寝ていたのだろう。目を覚ましたとき、外はもう静かになっていた。

　壁側を向いて寝ていた尚人は、淳の様子を窺おうと寝返りを打った。その瞬間、あまりの衝撃で口から心臓が飛び出るかと思った。すぐ目の前に、見覚えのある栗色の後頭部があったからだ。

　どうしてここで寝てるんだ！

　別々に寝ていたはずの淳が、同じベッドの中にいる。

　眠っているのかどうか確かめようと、尚人は静かに体を起こし淳の顔を覗き込んだ。

　淳は瞼を閉じて安らかな表情をしていた。

「杉田くん……」

　小さく声をかけても反応がなく、やはり眠っているようだ。

　こうして目を閉じていると、案外まつ毛が長いことに気がつく。形のいい眉に、小筆でスッとはらったような目尻。目元には綺麗な二重のラインがうっすらと浮かんでいる。高い鼻梁を目でなぞると唇に辿り着く。人懐っこい笑顔が印象的な口元は、今は引き締められており、普段と随分印象が違う。喋らなければクールに見えるのに、この顔がいろんな表情を見せるのを知っている。

　──かっこいいけど、可愛い。

　髪はセットも何もしていなくて、いつもよりもっと柔らかそうだ。

　今なら大丈夫かな……。

　躊躇いがちに手を伸ばしかけとき、淳が眉を寄せ身じろぎしたのでヒヤッとした。

「ん……」

　目を覚ましそうな気配がして、慌てて背を向けて横になり、寝たふりをする。

　少しして、背後でのそりと体を起こしたのが分かった。

「あれ？」

　戸惑いの呟きとともに、じっと見つめてくる視線を感じる。

　あれ、じゃないよ。寝ぼけているようだけど、状況が分からないのはこっちの方だ。

「あぁ」

　ひとり納得したような声がしたかと思ったら、ツン、と頬を指でつつかれた。それから、ツンツンとまたつついてくる。くすりと笑みを漏らす音が聞こえた。

　身動きが取れないのに、鼓動ばかりが速くなっていく。

　ツンツンツン。むにむに。淳の指はだんだんと無遠慮になってきた。

　何してんだ。そんなことしたら起きるだろう。起こしてるのか？

　頬の次は髪の毛をいじりだした。撫でたり、指に巻きつけて弄んだりして、時折ふっと笑う。

　どうしよう。なんでこんなことになってしまったんだろう。とっさに寝たふりをしたのは明らかに間違いだった。目を覚ます前にベッドから出ておくべきだったのに、ぐずぐずしていたことが悔やまれる。

　髪の毛で遊ぶのに飽きたのか、今度はもう一度布団に潜り込んできた。

「わっ！　何!?」

　せっかく耐え忍んで寝たふりをしていたのに、思いっきり声を上げてしまった。あろうことか、後ろから抱きしめられたからだ。

「あ、起きた」

　けらけらと淳が笑う。

「起きたじゃなくて、何してんだよ！」

「いや、佐藤さんって、抱き枕にちょうど良さそうだなって。サイズ的に」

「ちょ、いいから、離れて」

「まぁまぁ、狭いんだから我慢してくださいよ」

　開いた口が塞がらない。誰が狭いとこにわざわざ入って来てるんだ。

「何でここに……！　布団敷いただろ!?」

「驚かせようかと思って入り込んだら、いつの間にか寝ちゃってました」

　憎らしいほど平然とそんなことを言う。

「とにかく！　あっち行って！」

「嫌ですよ。もうちょっとだけ」

　ぎゅっと抱き寄せられると、それまで暴れていた尚人は、一瞬にして体が硬直し動けなくなった。

　──あた、あた、あたってる……！

　硬いものが臀部に触れていて、どうしても意識せずにはいられない。けれども、淳は全く気にとめていないようで普段どおり話しかけてくる。

「台風過ぎたみたいですね」

「え、あぁ」

　身をこわばらせて、気もそぞろになんとか相槌だけを返す。

「佐藤さん、よく眠れました？」

「うん」

「俺も」

　耳元で話されるのも落ち着かない。それに、さっきから苗字で呼ばれていることが引っかかっていた。

「佐藤さんって……」

「ん？」

　呟きを拾われて、尚人は言ってしまおうか迷った。

「……なんで、ときどき呼び方変わるの？」

「え、そうですっけ？　あんまり意識してなかったな」

　自分だけが一喜一憂してしまうけど、やっぱり、彼には呼び方なんて大した意味がなかったと思い知らされる。

　淳が「じゃあ……」と言いかけて、苗字に呼び方を統一されたらどうしようと不安になった。

「……ナオちゃんって呼んでいいですか？」

　にやにやしながら、予想だにしなかったことを言われて驚いた。けれど、そんな呼び方されたくはない。

「ダメ」

「なんで？　かわいいのに」

「女子みたいだから」

　淳が「冗談ですよ」と茶化す。

「まぁ、けど、やっぱり佐藤さんは他人行儀っすね。やーめた」

　それから彼は、「先輩も俺のことは淳でいいですよ」と付け足した。

「え……」

　尚人は呆気に取られた。そんなこと言ってもらえるなんて、思ってもいなかった。

「言ってみて？」

　優しい声で促される。

　本当にいいのだろうか？

　他の相手になら呼び捨てもなんてことないのに、彼に対してとなると特別なことに思える。急に距離が近づくような、心を許されたような、そんな気がして、戸惑いつつも嬉しいと思った。

「あ、つし……」

　緊張しながら、ひとつひとつの音を発する。早く慣れたくて、尚人は頭の中でその名前を繰り返した。

「あー、なんかいい」

　ワンテンポ遅れ、淳がそう言って抱きしめる腕の力を強めた。

　自然と腰もぐっと押し付けられて、思わず変な声が出てしまった。

「ひっ……！」

　同時にビクっと大げさなくらい体が跳ねる。

「どうしたんですか？」

「も、いい加減、離して」

「なんで？」

　なんでじゃない。

「その……あたってるんだって……」

　消え入りそうなか細い声で答えると、聞き返されてしまった。

「え、何？」

　もう嫌だ。はっきり言わないといけないわけ……？

「だから、その…………」

　とりあえずそこだけは離そうと、腰をぎこちなく動かした。

　その動きで感づいたようだ。淳が「あぁ」と言って苦笑した。

「そりゃあ、寝起きですから」

　朝に限らず、寝起きにそうなってしまうことはある。生理現象だから仕方ないのは分かっているけど、自分はそれだけとは言いがたい。

　背を向けていて本当によかった。そう思った矢先、制止する間もなく、回されていた手が下におりて、スボンの上から前を撫で回された。

「先輩だって勃ってるじゃないですか」

「ちょっ！　なっ……！」

　何、触ってんだよ！　信じられない！

　すぐに両手で淳の手を掴んで止めようとしたけれど、彼の方が素早く、下着の中まで手をつっこまれてまさぐられた。

「やっ、やめっ」

　硬く勃ち上がったものは隠しようもなく、たちまち捕らえられてしまう。

「ほら」

　笑いながらクニクニといじくられて、とたんに快感が広がっていく。

「ぁっ……」

　自分でもあまりしないのに初めて他人に触られて、思わず熱い吐息が漏れた。

　何これ、気持ちいい。触られるのがこんなに気持ちいいなんて。全神経がそこに集中し、淳の腕を掴んだ手には力が入らなくなる。

　上下に強く擦られるわけではないけれど、いたずらでもするようにこねくりまわされて、甘だるい熱がたまっていく。

　次第に切なく張り詰めてきて、たまらない。

　何かが駆け上がってきそうな感覚がして、尚人は叫んだ。

「やめっ、ほんとに、やめてっ！」

　間に合わない。

　急いで手のひらで先端を覆った瞬間、なす術もなく快感が突き抜けて弾け散る。

「え？」

　淳の手が緩み、彼は当惑の声をこぼした。

「え？　もしかして、イッたんですか？」

　ありえないとでも言うように聞いてくる。

「やめてって言ったのに……」

　尚人は耳や首筋まで火照らせて俯いた。もう、今すぐ消えてしまいたい。

「すみません、まさか出ると思わなかったから」

「最悪……」

　ひどい。こんなの、あんまりだ。

　尚人は枕元に置いてあるティッシュに手を伸ばし、数枚を引っ掴んで乱暴に手を拭った。それから、布団の中に頭まで潜り込む。

「だって、ちょっと触っただけだし……たまってたんですか？」

「うるさいっ」

「ごめんなさいって。ふざけすぎました。恥かかせるつもりなんてなかったんです」

「悪気がなければ何してもいいわけ！　帰れよもう！」

　台風は過ぎたようだから、叩き出そうと思った。羞恥と屈辱感に耐えられなくて、顔を合わせることが出来ない。

「こっち向いて？」

「嫌だ」

　そう言ったのに、無理やり布団を剥ぎ取られ、淳の方に体ごと向かされた。

「なんて顔してるんですか」

　尚人の顔を覗き込んで淳が呟く。

　……見ないで。

　絶対に真っ赤だし、涙すら滲んでいるかもしれない。こんなみっともない顔見られたくなかった。

「ごめん。許して？」

　優しくあやすようにそう言って、淳に手を取られた。

「俺だって、たまってたから、こんなです」

　導かれた先では、服の下で彼のものがこれ以上ないほど硬く張り詰めていた。

　内心ひどく取り乱して、怒りが動揺に根こそぎ取って代わられる。

　淳が自身の手を添えたまま、尚人の手を動かす。そこを軽く撫でると、目でも感触でもくっきりと形が分かった。

「俺も、抜いてもいい？」

　囁くように問われた。

　どくどくと心臓が激しく脈を打つ。きっとからかわれているだけだ。真面目に受け取ったら笑いものにされるに違いない。そう思うのに、小さな小さな期待をしている浅ましい自分がいる。

「……っ、ふざけるな……」

　弱々しい声で突っぱね、手を引こうとすると、ぐっと握り締められた。

「ふざけてないです」

　淳がもう片方の手で下着ごとスエットを少しずらし、彼のものがあらわになる。初めて直接見る、他人の勃起したペニスに尚人は目が釘付けになった。力強くて、迫力がある。

「嫌？」

　手をそこに誘導され、その意味に思い至った。

　──抜くって、まさか、俺の手で……？

　淳のものに直に触れたとき、大きな衝撃を受けた。見るのも初めてなら、触るのももちろん初めてだ。

「嫌？」

　彼はもう一度そう尋ねた。

　そんな聞き方、卑怯だ。嫌なわけない。嫌悪感どころか、再び下半身が熱を持ちはじめているのを感じる。

　返事をすることなんて出来ないで、その代わりにおそるおそる、そっと彼のものを握り込んだ。

　あっ……。

　硬さや、熱さや、手触り、確かな重量感。全てが新鮮で圧倒される。

　ゆるゆると、添えられた手に促されるまま、手を上下に動かしだした。

　頃合いを見て、淳の手が離れる。

　自主的にはなかなか大胆に動かしづらく、ゆっくりとたどたどしい動きになってしまう。それに、もったいないという気持ちも、実は少しだけあった。

　擦るというよりはさするに近く、達するには刺激が弱すぎると思うのだが、淳は好きにさせている。それでも少しずつ手の動きを速めていくと、そのうちに先端からぷっくりと蜜が溢れてきた。

　それが嬉しくて、可愛いと思った。そして愛しい。自分が与える刺激でこんなふうになってくれているんだ。なんて、愛おしいんだろう。

　尚人の中心にもどんどん熱が集まっていく。

　やばいという呟きが聞こえて、顔を上げると、やけに真剣な表情で見られていた。

「そんなエロい目でじっと眺められたら、変な気分になりそう」

　つい性器ばかりに見入っていたことに気づき、顔から火が出そうになった。しかも、見ているところをずっと見られていた。もの欲しげな目をしていたのかもしれない。自分の劣情が暴かれたようで焦ってしまう。

「ごめん、なんか、つい」

　手を離そうとすると、上から彼の手を重ねられた。

「いや、続けて」

　そう言われて、躊躇しながらも再びひとりで擦りだす。視線の置きどころに迷ったけれど、ちゃんと気持ちいいのか、どんな状態になっているのかが気になって、チラチラ様子を伺っているうちに結局は同じ場所に落ち着いた。

　今も見られているのかもしれない。いやらしいと思われているかもしれない。だけどやめられなかった。それどころか、そう思うほど余計に興奮してしまう。

「また勃ってる」

　不意に股間を撫でられて尚人は狼狽えた。

　どうしよう、バレてしまった。もう生理現象とは言い逃れできない。何と答えれば不審に思われないか頭の中で必死に言い訳を探すが、思い浮かんでくるどれもが不自然に思える。

「先輩って、あんまり自分でしないんですか？」

　その言葉の意味を考え、ただたまっているだけだと思われたようなので、尚人はこっそり胸を撫で下ろした。

　欲求不満だと思われるのは嫌だし、質問自体答えるのもはばかられたけれど、誤解されている方がずっとマシだ。こくんと素直に頷く。

「……触ってもいい？」

　言いながら、淳が下着の中に手を入れてきて、欲望が目の前にさらけ出された。

「ダメっ、もう俺はいいから！」

　丸見えで、背を向けていたさっきよりももっと恥ずかしい。

　止めようとしても、お構いなしに淳が手を動かしはじめ、その刺激に眉を寄せた。

「手が止まってますよ」

　ハッとして、迷った末に尚人も手の動きを再開させた。

　ふたつの勃ち上がった性器が向かいあい、自分が彼のものを、彼が自分のものを。お互いがお互いのものを扱きあう。触られているだけでも気持ちいいのに、その光景もまた視覚的に官能を高める。時折、先端同士が触れ合って擦れると、そのたびにビリっと電流のような快感が走った。

　くちゅくちゅと、どちらのものともつかない淫靡な水音が立ちはじめる。

「先輩にこんなことしてると、いけないことしてる気持ちになります」

　心なし掠れた声で淳が呟いた。

「どういう、意味？」

　自分の声も、息が上がっている。

「……なんでもない。もっとこっちに来て」

　抱き寄せられて、性器が密着した。

　淳がふたつまとめて握って擦りだす。彼のものと重なり合い、一緒にと思うと、それだけで快感が一層増した気がした。

「気持ちいい？」

　分かってるくせに……。

　とめどなく溢れる先走りが、先端をしとどに濡らしている。

「ん……」

　言いにくくて、短い相槌だけを返した。

「俺も、いい」

　いつもと違って、にこりともしない表情にドキッと心臓が跳ねる。

　淳のものに目を向けると、確かに零れた蜜が光っていて、自分と同じように感じてくれているのが分かった。

　喜びが胸を詰まらせ、中心をより熱くする。

　無言でいると意識が快感に集中してしまい、淳の手の動きが激しくなるにつれて、だんだん余裕がなくなってきた。先程達したばかりだというのに、感じすぎてとても長くもちそうにない。

「やめっ……あつし、あつしっ、もっとゆっくりして」

　尚人は淳の胸にすがりついた。シャツを握り締めると、ほんのり汗ばんでいるのが分かる。

　自分もきっとそうだ。空調が効いた部屋なのに、暑くてたまらない。

「なんなんだよ……」

　淳は小さくそうこぼし、やめてと言ったのに、更に激しく擦ってきた。

　そんなふうにされたら限界が迫ってくる。

「出ちゃう、から……おねがいっ」

　これ以上はどうか……。

　ぎゅっと目をつむり、強く彼の服を握り締める。

　懸命に快感に耐えていると、淳が髪の毛に顔を埋うずめてきた。

「ナオ先輩……」

　切なげな吐息で名前を呼ばれる。

　俺もイキそう、と耳元で囁かれ、ぞくりと震えると同時に、尚人は二度目の絶頂を迎えた。






六









　新学期が始まり、淳と会える頻度は格段に減った。

　尚人のバイトのシフトは週三から週二に戻り、彼は主に放課後から夜までのシフトになった。毎日のように会えていたのに、今では交代のときに顔を合わせ挨拶を交わす程度だ。たまにタイミングが良ければ、休前日には深夜帯に入ることもあるようで、シフトが重なることもある。

　お互いあのときのことを口にすることはない。

　自分にとっては天地を揺るがすような出来事でも、淳にとっては取るに足りないことなのは最初から分かっていた。どう思い返してみても、あれはその場の流れで触れ合っただけの、単なる戯れにすぎなかったのだから。言葉も気持ちもない、ただの性欲処理だったのだから。

　──それでも、俺にとっては特別な時間だった。

　認識の違いは仕方ないと、自分だけは大切にしようと、そう言い聞かせる。

　あれからなるべく普通に接すように努め、淳も幸い態度を変えないでいてくれた。

　けれど、今までと完全に一緒とは言えないことには薄々感づいていた。一見相変わらずなついてくれているようでも、過剰なスキンシップはなりを潜め、必要以上に近づいてくることはなくなった。見えない薄い膜に隔てられたようで、どうしても寂しくなってしまう。

　気まずくてもう会えないと悩んだし、ぎくしゃくしたり避けられたりするんじゃないかと不安だったけど、淳は普段どおり接してくれたのだ。先輩後輩として、そばにい続けることを許してくれた。

　それだけで喜ばなければならないのに。

　少し触れ合ったくらいで、貪欲になってしまいそうなのが怖くてたまらなかった。

「佐藤さん、この後ちょっといいですか？」

　野田彩花に声をかけられたのは、朝方バイトを上がる直前のことだった。

「あれ、野田さんこれからバイトじゃないの？」

　夏休みに朝勤務だった彼女は、後期授業が始まってからは夕方中心になったものの、午前中講義が入っていない曜日は今でも朝の勤務に入っていた。

「今日は入ってないんです。佐藤さんに相談したいことがあって、ちょっと出て来ちゃいました」

　そんなことを言うので、着替え終わるのを待ってもらってファミレスで話を聞くことにした。

「あの、佐藤さんと杉田くんって、仲いいんですよね？」

　向かい合って座った彼女が、はにかみながら言った言葉に嫌な予感がした。

「どうかな。仲は悪くはないと思うけど」

「杉田くんが佐藤さんの話よくするから」

　最近夕方のシフトに一緒に入っているのは知っていたが、随分仲良くなったようだ。淳のあの性格なら誰とだってすぐに打ち解けるだろう。だけど、彼女の口から淳のことを語られたくないと思った。

　それに、この後に及んで淳はどんな話をしているというのだろう。考えると胸が苦しくなってしまう。

「仕事教えたの俺だし、夏休みはずっと一緒に働いてたからね。彼がどうかした？」

　彩花が恥ずかしそうに微笑んで目を伏せる。長い睫毛が影を落とし、頬にえくぼが出来た。

「杉田くんって、かっこいいですよね」

　あぁ、やっぱり。

　そういうことかと尚人は悟った。相談を持ちかけられ、淳の名前を出された時点で恐れていたことだった。

「もしかして、気になってるの？」

「……あ、えっと…………はい」

　頬を赤らめて言いにくそうに答える。

「話しやすいし、優しいし、一緒にいると楽しいです。佐藤さん、杉田くんと仲がいいみたいなので、相談に乗っていただきたくて……」

　彩花の話を聞きながら、尚人の心は曇っていった。淳は恋人を欲しがっていたし、彼女のことを可愛いと以前言っていた。タイプの女性なら来るもの拒まない彼なら、彩花がアプローチさえすれば、すぐに付き合えるのだろうと容易に予想できた。

　相手が変わるスパンが短いと聞いている。彩花のことがなかったとしても、そばにいる限り、何度も何度も、彼を誰かの元へ見送らなければならないのだろう。

　いつだって、結局自分にはそのような立ち位置しかない。




　それからしょっちゅう彩花からメールが来るようになった。淳の趣味や好きなものを聞かれたり、今日はこんなことを話したと嬉しそうに報告してきたりして、正直うんざりだった。

　仕事中の淳との時間がどんなものかはよく知っている。深くは尋ねないけれど、自分がされたように彼女にもスキンシップをしているかもしれないと想像すると、嫉妬で塞ぎ込んでしまう。

　けれど、純粋に慕ってきてくれる彼女のことを全くの無下にも出来ず、いい人ぶってしまう自分自身にこそ、一番うんざりした。




　バックルームのドアを開けた瞬間、ふたりの姿が目に入り、尚人は引き返したくなった。

「あ、先輩、おはようございます」

　振り返った淳が笑顔で挨拶をしてくる。

　──ときめくな、ばか。

　顔いっぱい広がる大きな笑顔が好きで、条件反射のようにきゅんとしてしまう自分が嫌だ。

「お疲れ様」

　淳の背後からひょこっと彩花が顔を出し、尚人を見て顔を綻ばせた。

「佐藤さん、おはようございます」

　そして駆け寄ってきたと思ったら、腕を取られ、反対側を向かせられた。淳に背を向ける格好になり、こそこそと小声で話してくる。

「やりました！　今からご飯誘ったらオッケーしてもらえました！」

　淳に見えないようにピースサインをしながら、そこのファミレスですけどね、と照れたように笑う。

　ズキっと胸に大きな棘が刺さり、尚人はうまく笑えない。

「ふたりで仲よさそうに、何話してるんですか？」

　すぐそばで淳の声が聞こえて振り返ると、彼は彩花の腕を引いて尚人から離した。

「彩花ちゃん、行くよ」

「う、うん」

　去り際、淳がドアを開けながら手を振ってくる。

「じゃあ、先輩も今から頑張ってください」

　えへっと笑って「それじゃあ佐藤さんまたメールします」と言い残し、彩花も一緒に出て行った。

　──彩花ちゃん、か。

　夏休みには「野田さん」だった呼び方が下の名前になっていた。ふたりの距離が確実に近づいていっているのを、人づてではなく直接目の当たりにし、尚人は泣いてしまいたい気持ちになった。




『今度三人でどこか出かけませんか？　私ひとりじゃ勇気がなくって。お願いします、協力してください！』

　こんなメールが来たとき、さすがに勘弁してくれと頭を抱えた。

　どう断ろうか困って返信が遅れてしまうと、いざ遠慮する旨のメールを送ったときには既に手遅れで、『すみません、もう誘ってしまいました』と返信が返ってきた。

　聞けば淳は喜んで承諾したと言う。自分の手助けなどなくとも、もう完全に脈ありだと思うのだ。お似合いのふたりの姿を隣で一日中見せつけられるなんて、どんな拷問だというのだろう。

　もうこれ以上巻き込まれたくはない。

　当日、尚人は仮病を使い待ち合わせ場所には向かわなかった。

　今頃ふたりはどこで何をしているのだろう。夜には彩花から連絡が来て、どれだけ楽しいひとときを過ごしたのかのろけを聞かされるに違いない。付き合うことになったという報告の可能性もある。

　何をしていても気が紛れず、そんなことばかり考えてしまっているうちに、本当にキリキリと胃が痛くなってきた。

　しかし、その日、いくら待っても彩花から連絡はなかった。

　──もしかしたら、夜をともにしているのかもしれない。

　最悪の事態が思い浮かぶと最後、尚人はいくら寝ようとしても寝付くことが出来ず、とうとう一睡も出来なかった。




　その後も彩花からの連絡はなかなか来なかった。けれど、交代のときに見かけるふたりは相変わらず仲がよさそうで、あの日はうまくいって交際を始めたのだと尚人は半ば確信をした。相談の必要がなくなったから、自分は用済みになり、連絡が来なくなっただけなのだ。

　胃の痛みが増していき、どんどん食欲がなくなった。

「先輩、今日もよろしくお願いします」

　久しぶりに淳と一緒に働く日、出勤時間が重なり並んで着替えをした。淳は嬉しそうにそう言うけれど、もうこれ以上近寄ってくることはない。

　以前『シャワー浴びてきました？』と言って、密着して髪の毛の匂いを嗅がれた記憶が蘇り切なくなる。

　今日だってシャワー浴びて来たのに。

　あのときはやめてほしいと困り、迷惑ですらあった。けれど、いざ希望どおり常識的な距離を取られると、どうしようもなく寂しくなる。

「先輩、体調回復しました？　なんかやつれたみたいです」

　淳に尋ねられて、先日仮病を使っていたことを思い出した。

「いや、忙しいだけ。もうすっかり元気だよ」

「忙しくても食事はちゃんと摂ってくださいよ」

　そういう淳の口調は真面目で、心配してくれるところは変わっていない。

「ありがとう、気をつける」

　言いながら、ロッカーの扉を閉める。

「この間、先輩が来れなくて残念でした」

　バックルームを後にしようとしたところ、先日の話をされてギクッとした。

「ごめん。でも楽しかったんだろ？」

「まぁ、それはそうですけど」

　詳しい話など聞きたくもなくて、「ならよかった」と作り笑いだけして、尚人はさっさと先に店内へ出た。




　夜十一時頃、ひとりの女性客が入ってきて、彼女を一目見た瞬間、あぁ、淳が好きそうだな、とピンときた。目を引く顔立ちをしており、スタイルも抜群のすごい美人だ。

「今の人、綺麗な人だったね」

　女性が店を出て行った後、淳の口から聞くよりはと、言い出される前に自らそう言った。

「え？」

　予想外に、彼はすぐには食いついてこなかった。

「今、淳が会計したばっかの人だよ」

　呆気に取られたようにじっと見つめてくる。

「えっ……あぁ、すみません。よく見てなかった」

　それきりこの話は広がらなかった。

　こんなことは初めてだった。何も買わないで出て行ったとしても、いつもなら必ず言及してくるのに、その上、女性は淳に洗剤の場所まで尋ねていた。意外だけど、彼女が出来たら他の女性は目に入らなくなるのかもしれない。今までフリーの状態しか知らなかったが、付き合いたてなら尚更だろう。

　それとも彩花が特別で、それほど彼女に夢中なのか。

　どちらにしても、気が遠くなるほどに羨ましい。




　家に帰ってから、仮眠を取ろうとベッドに横になるが、また寝付くことが出来ないでいた。

　この場所で淳と触れ合ったんだ。

　彼の手、姿、吐息、声、体温。あのときの全てが脳裏に焼き付いていて、ふたりの間の濃密な空気が今でも蘇ってくるようだ。

　記憶を辿っていると、すぐに体が熱を持ち始める。淳の手を想像して、尚人は自身の手を下着の中に伸ばした。後で自己嫌悪に苛まれることは分かっているのに、あれからこうやって自分を慰めてしまう。

〝ナオ先輩……〟

〝もっとこっちに来て〟

　甘い声で名前を呼ばれ求められる。彼の熱く大きな手。その動きが、次第に速くなっていく。

「んっ……」

〝気持ちいい？〟

「きも……ち、いい……」

　いつもと違う真剣な眼差しだった。お互いの息遣いと淫らな水音だけが聴こえる。

「あつ、し……」

　彼の名前を口にすると、快感がぐんと高まる。

〝エロい目〟

　ごめん、いやらしくて。でも、もっと言われたっていい。

　彼の手に容赦なく追い詰められ、切羽詰まってくる。

　不意に、淳と女性が裸で抱き合う光景が浮かび、尚人の手が止まりかけた。したくもないのに、どんなふうに抱くのか想像してしまう。

　けれど、そのうちに女性の姿は自分へと置き換わっていた。

　淳が体を貪り、貫き、揺さぶられる。

　尚人は彼の名前を呼びながら、絶頂に達していた。




　果てた後、案の定激しい自己嫌悪に苛まれた。

　無意識下での自分の欲望も恐ろしかった。報われないのに、身の程も知らず、もっともっと先を求めはじめている。

　あの日言われたことで、気になっていた言葉が脳裏をかすめた。

〝先輩にこんなことしてると、いけないことしてる気持ちになります〟

　冷静になってから真意を考えると、多分、淳は男相手にあんなことをして罪悪感を持っているのだと思う。自分にはかけがえのない時間も彼には汚点でしかないのだ。

　自分とは違いノーマルなのだから、その反応も当然だと理解できる。その証拠に、彼はあれから一切触れてこない。普段どおり振舞うのは、なかったことにして忘れたいのか。

　それならもう、離れてあげるべきなのかもしれない。

　一緒にいることと、離れること、どちらの方がつらいだろう。

　天井をぼんやり眺めながら、尚人は途方に暮れた。




　うまく行かないときは、何もかもがうまく行かない。研究の方も行き詰まって活路を見いだせなくなっていた。

　いくら焦ってもどうにもならない。今から方向転換をするとなると、今年の博士号取得は絶望的だった。

　胃がシクシクと痛みだして、尚人は腹部を手で押さえた。

　尚人の研究分野での権威である王英明が中国からやってきたのは、そんなときだった。

　もともとは尚人の大学と王の大学が交流協定を結んでおり、その関係での来日であったが、尚人が所属するゼミの教授と王が懇意にしていて、ゼミの時間を使って特別に授業が受けられることとなった。

「王先生」

　授業が終わってから、尚人はすかさず王に話しかけに行った。

「今日の講義、素晴らしかったです。先生の著作は全て拝読させていただいていて、まさかこうしてお話が聞ける日が来るなんて思いませんでした。このところ研究が行き詰まっていたので、いい刺激になりました」

「ありがとう。今日君が一番熱心に聞いてくれてたね」

「あ、いえ」

　自分のことを認識されていたとは思わず、尚人は恐縮した。

「でも、先生がこんなに日本語が堪能でいらっしゃるなんて思いませんでした。今日は中国語で聞き取らないといけないかと、実は緊張していたんです」

　王の話す日本語は中国人にありがちなアクセントがなく、日本人と変わらないほどに自然だった。それに、思っていたよりずっと若い。教授だからもっと年配の人物像をなんとなく抱いていたけれど、見た感じ四十歳前後にしか見えない。

「僕は母が日本人だったからね」

「そうなんですか。存じ上げませんでした」

「中国語も日本語も出来るからこの研究を選んだんだ」

　ずるいだろう、とお茶目に片方の口角を上げるのが、ハンサムだから様になっている。尚人はふふっと彼の冗談に笑った。

「それに、こんなにお若いなんて思いませんでした」

「僕はコネにも恵まれたんだ」

　王がまた冗談を言う。そのへんの事情は分からないけれど、彼の著書や論文は素晴らしく、優秀であるのは間違いなかった。

　気難しい言語学者のイメージだったのに、思いの外気さくで話しやすい。

「後でちょっと話そうか。研究が行き詰まってるんだろう？」

　思ってもみないことを言われ、生徒が全員はけた教室で相談に乗ってもらった。




〝留学をしてみる気はないか？〟

　大学からの帰り道、王に言われたことが尚人の頭の中をぐるぐると占拠していた。

　留学は学部時代にも考えたことはあったし、修士課程を終えたときにも考えた。けれど、踏み切ることが出来ずここまで来てしまっていた。

　王は親身に話を聞いてくれ、手続きの心配はしなくていいから、いつでも自分の研究室に迎えると言ってくれた。渡りに船とはこのことで、こんないい話はないと思う。

　どうせこのままでは今年の卒業は厳しい。純粋な知的好奇心もあり、一旦休学して中国に渡り、王に師事するのもいいだろうと思った。これから研究の道に進むのか就職するのかも決めていないが、どちらの道に進むにしても、ここまで来たらマイナスにはならない気がする。

　淳とのつらい現状もあり、尚人は真剣に頭を悩ませた。




　刻一刻と、約束をした花火大会の日が近づいてきていた。

　だけど、淳からは何も言ってこないし、本当に行く気なのかどうかが分からなかった。この話はもう流れているのだとしたら、確認もしづらい。

『花火大会どうする？』

　送信ボタンを押すのに躊躇して、その一言をメールするのに数十分もかかってしまった。

　少し経ってから返信があり、緊張しながらおそるおそるメールを開く。

『楽しみにしてます！』

　懲りもせず、その言葉を読んで真っ先に湧き上がってきたのは喜びだった。

　これを最後にしよう。最後の思い出にしてちゃんといなくなるから、このときまでは、どうかそばにいさせてほしい。

　尚人の意思は既に固まっていた。




『杉田くんと付き合えることになりました！』

　彩花から電話でそう告げられたのは数日後のことだ。

　電話が切れてからも、彼女に言われたことがいつまでも頭から離れなかった。

〝なんて、そんな報告が出来たらよかったんですけどね。佐藤さんにはすぐに伝えてこれまでのお礼も言わないといけなかったのに、遅くなってすみませんでした。ショックで気持ちの整理がつかなくて……。杉田くん優しいから友達として今も仲良くしてくれるけど、私、あの日フラレちゃったんです〟






七









「先輩、これあげます」

　故郷へと向かう新幹線の中、淳が尚人の弁当の中の唐揚げを放り込んできた。

「何。嫌いなの？」

「大好物ですよ」

「じゃあ、なんで？」

「先輩にもっと食べてもらおうと思って。ほんとにちゃんと食ってるんですか？　まだやつれてるみたいですよ」

　いらないと答えたそばから、ウインナーも放りこまれる。

「なんか、餌付けされてるみたいだな」

　自分のために好物をくれる淳の行動がくすぐったくて、照れ隠しにそう言って苦笑した。

「え、食べ物あげたらなついてくれるんですか？　じゃあ、もっとあげよう」

「だからいらないって」

　──食べ物なんてくれなくても、とっくに心は淳のものなんだから。

　新しく尚人のおかずに増えた卵焼きを素直に口にすると、淳が満足そうに微笑んだ。

　まだ食欲があまりないけれど、せめて彼がくれたものだけは食べておこうと思う。

「向こうも天気みたいだし、花火大会楽しみっすねー。俺ワクワクしすぎて昨日あんま寝れませんでした」

「遠足かよ」

　呆れたようにつっこみながらも、それほど楽しみにしてくれていたなんて嬉しくなる。それに、昨日全然眠れなかったのは自分も同じだ。

　箸の使い方が下手で、唐揚げが白ご飯の上にぽろりと落ちた。

「だから持ち方が違いますって。直す気あるんですか？」

　こうですよ、と淳がお手本を見せてくれる。けれど、前回のように直接矯正してくることはなくて、自分に触れたくないのかもしれないと思うと悲しくなる。

　──でも、俺は触れてほしい。

「よく分からない。もっかいちゃんと教えて」

　意を決して尚人は自ら右手と箸を淳の前に差し出した。この旅ばかりは、少しだけわがままになるのを許してほしい。

「嫌？」

　差し出された右手を見つめる淳に問いかける。

「……何言ってるんですか」

　淳は尚人を見てそう言うと、そっと尚人の手を取った。

　手と手が触れる。緊張で感覚が研ぎ澄まされる。

　優しい触り方が心地よくて、彼が触れれば手のひらさえも性感帯になるんじゃないかと、場違いなことを思った。

　こうやって教えてもらえるのなら、箸の持ち方なんて、いつまでも直らなくていい。




　駅弁を食べ終わりひと息ついたところ、気になっていたことを聞いてみるかどうか尚人は思案していた。

　彩花とのことだ。

　尚人が行かずふたりきりになった日。結局、淳が他のバイト仲間を紹介してほしいと言いだし、集まれたメンバーでボーリングに行くことになったらしい。

『私はデートのつもりで行ったのに、正直がっかりでした』

　苦笑まじりの彩花の声が蘇る。

『それに、杉田くんってちょっと無神経なとこありますよね。佐藤さんが来れなくなったこと伝えたら、第一声が〝えっ、先輩に会いに来たのに〟ですよ？　その上、他の人まで呼ぶことになって、私どんだけなんとも思われてないんだってね。帰り道でなんとかふたりきりになれて、すっごいドキドキしながら引き止めて告白したのに、やっぱり撃沈でした』

　きっとまだ傷が深いのだろう。彼女はひとりで話し続け、最後にこちらが恐縮するほど丁寧に礼を述べて電話を切った。

　おそらく彼女は誰かに先を越されてしまったのだと思う。淳の交友関係はバイト先しか知らなかったが、よく考えれば大学も始まったことだし、出会いはたくさんあるに違いない。

　トンネルに差し掛かり、窓の外が真っ暗になった。

「淳」

　呼びかけると、淳が尚人の顔を見た。

「彼女、出来たの？」

「いきなりどうしたんですか？　出来てませんよ」

　出来てない？　だとしたら、あれほど欲しがっていたのになぜ？

「じゃあ、なんで野田さん断ったんだよ」

　迷った挙句、尋ねてみることにした。

「あぁ……彩花ちゃんに聞いたんですか？」

　淳が気まずそうに聞き返してくる。

「可愛いって言ってたじゃないか。いい子だよ。はっきり言って、淳にはもったいないくらい」

「分かってますよ、そんなこと」

　トンネルを抜けて、差し込んだ明るい陽の光が淳の顔を照らした。その向こうにはのどかな田舎の風景が広がっている。

「じゃあ、どうして？」

　好きになれそうなら付き合うと、以前確かに聞いた。

「さぁ……なんででしょうね……」

　淳は尚人から顔を逸らし、宙を見つめて首をかしげた。




　改札の向こうには、来なくていいと言っていたのに、今回も祐樹と和美が迎えに来ていた。

　花火大会がある場所までは距離があるので、祐樹の親戚の家に向かうついでにホテルまで送ってくれるという。

「びっくりしたぁ。尚くんが初めて誰か連れて帰ってくるって言うから、どんな人かと思ってたら、東京にはこんなイケメンがいるの？」

　簡単に挨拶と紹介を済ませ四人で乗り込んだ車の中で、和美が淳を振り返って黄色い声を上げた。

「こら、和美」

　祐樹がそれをたしなめる。

「祐樹が妬いてるぞ」

　尚人が茶化すと車内に笑いが起こった。

　開けた窓から入ってくる風が気持ちいい。秋になって暑さも和らぎ、大分と気候がよくなってきた。晴れ渡った空は高く、青く澄んでいる。

「実は女の子を連れてくるんじゃないかって思ってたんだけど、なんだ、ほんとに仲いい後輩だったんだな」

　祐樹にそう言われたので、冗談を返した。

「憎たらしい後輩だよ」

「……えっ、ひど！」

　隣に座る淳がすぐさまそれに反応する。

「そんなこと言って可愛がってるんでしょ？　尚くん面倒見いいもんねー」

　和美の言葉に、淳はここぞとばかりに便乗した。

「そうなんですよ。すごい可愛がられてるんです」

「いつ可愛がったっけ？」

　調子に乗ったことを口にするので少しいじめてみると、「どうせ俺がなついてるだけですよ」と拗ねはじめ、それがまた笑いを誘った。

　──嘘だよ。ほんと、憎たらしいほど可愛い。

　祐樹と和美は淳に東京での尚人の話を聞きたがり、淳はふたりに昔の尚人の話を聞きたがった。話題の中心になるのは照れ臭いが、このメンバーの接点は自分なのである程度は仕方がない。

　これまで長いこと、ふたりを見るたび憂鬱になっていたのに、淳が隣にいる今は気持ちが浮き足立っている。我ながら現金なものだなと、話に加わりながら、尚人はひとり苦笑を漏らした。

　ホテルに着いて荷物を部屋に運び入れてから、一階に入っていた喫茶店で四人でお茶をした。

「祐樹、ちょっといい？」

　別れ際、祐樹だけを呼び止め、少し離れた場所に連れていきふたりで話をした。

　はっきりした時期はまだ決まっていないが留学を予定していること、結婚式にはどこにいたって駆けつけること。

　祐樹は話を聞いて驚き、そして寂しがった。

「今だって遠くに住んでるし、年に何回かしか会わないじゃないか」

「でも、国内と海外じゃ気持ちの持ちようが違うだろ。心配だよ」

「やりたいことがあるんだ。応援してくれるだろ？」

　そう言うと祐樹は黙って、突然抱きしめてきた。

「分かった。頑張ってこい。でも、いつでも帰ってこいよ」

「ばかだな。明日行くわけじゃないし、今生の別れでもないんだから」

　相変わらず、こちらが恥ずかしくなるくらい熱い男だ。

　尚人は腕を回そうとして、一旦躊躇した。少し前の自分だったら、絶対出来ないことだなと思ったからだ。

　けれど、今は違う。

「お前は、和美と幸せになれよ」

　触れたくても触れることが出来ない、恋い焦がれていた背中だった。その背中に軽く手を添えて、尚人は彼の抱擁に応えた。

　抱き合っていたのを見られていたらしく、もとの場所に戻ったとたん、和美にからかわれて何の話をしていたのか尋ねられた。

　祐樹の顔を見ると彼は頷き、『自分から話しておくから』と暗に言っているのが分かった。彼女がこの話を聞いたら騒ぎ立てるかもしれない。祐樹なら後でうまく言い聞かせてくれるだろう。そう思って尚人も頷き返した。




　ホテルはシングルルームをふた部屋とっていた。淳が角部屋で、尚人はその隣の部屋だ。

　祐樹たちと別れてからも花火が始まるまで時間があったので、淳が周りを案内してほしいと言いだした。案内すると言っても、特に見所のある町ではない。それでもいいと言われ、ふたりで散歩に出ることになった。

　小さな市街地を抜け歩き続けると、辺りは田園ばかりになってくる。刈り取られるのを待つばかりの稲が、輝く黄こ金がね色いろの絨毯のようだと思った。つまらない田園風景も淳と歩くだけできらめいて感じる。

「いい人たちですね」

　ひと気のない道を歩きながら、淳が幼馴染みたちのことをそう言った。

「うん、いいやつらだよ」

　ジャリッと小石のぶつかる音がして、ふいに淳が立ち止まる。

「……でも、俺は嫌いです」

　予想外の言葉に尚人も足を止め、淳を振り返った。

「え？」

　仲良くなれたようで安心していたし、誰にでもフレンドリーな淳の言うこととは思えない。

　立ち止まったまま、黙ってふたりで見つめ合う。一台の軽自動車が脇を通り過ぎ、再び静寂が訪れた。

「先輩の好きだった人って、橋本さんですか？」

　おもむろに口を開いた淳の言葉を聞いて尚人は凍りついた。まさかそんなことを言われるとは思わなかった。それも、和美ではなく祐樹の名前を出されるなんて。

「……なんで？」

　掠れた声で、それだけを絞り出すのがやっとだった。

「なんとなく、分かります。先輩のことよく見てるから」

　ザザザッと風が吹いて、稲穂の海がさざなみのように揺れた。







　花火の開始時間が近づいてくると、周辺の道路は渋滞し歩道も人で溢れかえった。その中を尚人は淳と並んで歩き会場を目指す。会場はホテルからほど近い湖だ。お祭りのような雰囲気に、淳は花火が楽しみだとしきりにはしゃいでいた。

　さっき祐樹のことを聞かれたとき、「馬鹿なことを言うな」と言って取り合わなかった。誤魔化せたかどうかは分からないが、淳はもう何も言ってこなかったため、これ以上怪しまれないようになるべく平然と振る舞っている。

　湖まで来ると屋台が並び、淳はわたあめをひとつ買った。

「いつも甘いものだな。好きなの？」

「いや、そこそこです」

　そう言って、ひと掴みちぎって頬張った。

「あま」

　もうひと掴みして、今度はこちらに差し出してくる。わたあめを見つめ、尚人はどうしようかと迷った。

　チラリと見上げるとこちらを見ている淳と目が合って、ゆっくり唇を開きそれを口に含むとき、自分の緊張が淳に伝わってしまいそうな錯覚を覚えた。

　ふんわりとしたわたあめが口の中で溶けて、たちまち予想どおりの甘さが広がる。

　再び歩きだし会話をしながらも、淳は自分がひと口食べては尚人にも食べさせてきた。特別に美味しいとも思わないし、自分から進んで買おうとも思わないが、せっかく彼の手でくれるものだから黙って食べておいた。

　賑やかな雑踏の中には、浴衣姿の女性も多く見られる。彼女たちが目に入ると、恋愛対象としては見れない自分ですら、華やかで可愛らしいなぁと純粋に思う。けれど、淳が一向に何とも言ってこないのが不可解だった。

「淳、もしかして、俺が前言ったこと気にしてる？」

「何をですか？」

「可愛いって言葉が安いって言ったこと」

　淳はピンと来ない様子で首をひねった。

「どういう意味っすか？」

「だって、浴衣の女の子たち可愛いじゃん」

　彼が周りに視線を向ける。

「あぁ……確かに」

「気をつけるって言ってたけど、もし本当に気をつけてるんなら、別にもういいよ。俺も本気で言ったわけじゃなかったし」

　そう言った直後、すれ違った人に「尚人！」と呼びかけられた。

　振り返って見ると、聞き馴染みのある声は案の定祐樹だった。ここに来ているのは分かっていても、特に会う約束はしておらず、こんな人混みの中でばったり出くわすとは思っていなかった。

「びっくりした。祐樹か」

「おぅ。ちょうどよかった。おじさんがいい場所とっておいてくれたから、ふたりとも一緒に見ようぜ」

　よかれと思って誘ってくれているのは分かるが、尚人は淳とふたりだけで見たかった。それに、さっきの件があるから、今は祐樹とあまり接触したくない。

「いや……」

「ほらこっち」

　自分たちはいい、と遠慮の言葉を口にする前に、祐樹に腕を引かれて連れて行かれそうになった。

　数歩歩いたところで、握られたもう片方の手。

「先輩は俺と見るんで」

　ぐっと引っ張って引きとめられ、振り向いた祐樹に向かって淳がそう言った。

「行こう」

　そのまま踵を返し、祐樹を置き去りにして強引に歩き出す。

「ちょ、ちょっと……淳っ」

　淳は人の流れに逆らってずんずん進んでいき、尚人は戸惑いながら何も言わない後ろ姿に従った。

　一体どこに行くというのか、花火大会の会場からは離れていき、すっかりひと気のなくなった雑木林で淳は足を止めた。

　背を向けたまま、繋いだ手はまだ離れない。

「あーもう、マジで何なんすか！」

　振り返った淳に手を引かれ、気づけば彼の胸の中に飛び込んでいた。

　え……？

　ドーンと、大きな音が背後でとどろいて、花火の始まりを告げる。

「他のやつに触られてんじゃねーよ」

　きつく抱きすくめられて、怒ったような切なげな声が鼓膜を震わせた。

　けれど、その言葉の意味も、何をされているのかも、理解出来なかった。

「公園で花火をした夜から、先輩のことは特別に可愛いと思ってました。でも、今はもう、他には何も目に入らないくらい、そう思ってる」

　何を。何を言っているんだろう。

　信じられない思いで、花火の轟音の中、耳元で語りかけられる言葉に全霊を傾ける。

　淳の片手が下りてきて、だらりと行き場をなくしている尚人の手を包んだ。

「嵐の日以来、変に意識してしまうんです。こうやって、手に触れただけで、ドキドキする」

　指を絡めて、握り直される。

　みぞおちの奥が締め付けられ、心臓ごと、ぎゅっと握り締められた気がした。

「触りたくてたまらない。他の誰にも、触らせたくない」

　淳の体が離れると、ただただ、呆然として彼の瞳を見上げた。

「これ、何なんですか？」

　思考が追いつかない。意味を掴めない。

　だって、それじゃあ、勘違いしてしまいそうになる。

「……そんなの……俺が、知りたい……」

　派手な音が何度も鳴り、人びとの喧騒がどこか遠くで聞こえる。

「こういう意味で、触りたい」

　ゆっくり顔が近づいてきて、思わず息が止まった。

　下からすくい上げるように、一瞬だけ、唇が触れたから。予告もなしに、奪われたから。

　ふわりと柔らかい感触に、激しく胸をかき乱される。

「キス、してもいい？」

　なんでいっつも、支離滅裂なことばかりを言うんだ。もう、したじゃないか……。

　言葉を失っていると、今度はさっきより少し長く、唇が合わさる。

　柔らかさだけでなく、あたたかさまで伝わってきて、怯んで後ずさりをした。背中に木の幹が触れビクッと驚く。

「俺じゃ、だめ？」

　ずるい。ずるい。

　淳が片手を木につき、逃げ道がなくなる。でも、ずっと前からとっくに捕まっている。

　本当に、欲しがってもいいの……？

「淳……」

　返事の代わりに、勇気を振り絞って自分から抱きついた。

「そう呼ばれると、すげーやばい」

　強く抱き返され、それから、木に押し付けられるようにして性急に唇を重ねられる。

　軽く接するだけではもう離れていかず、ぴちゃっと濡れた粘膜が触れてびっくりした。

　角度を変えながら、何度も唇を食まれる。

　やり方が分からないけど、自分も応えたい。おそるおそる唇の力を緩めると、たちまち舌が絡め取られ、鼓動が大きく飛び跳ねた。

「んっ……んっ……」

　ぎこちないながらも夢中でついていこうとするけれど、決して追いつくことの出来ない情熱と熱心さで口内を余すところなく愛撫される。

　うっとりするほど気持ちよくて、溶かされてしまうんじゃないかと思った。

　唾液が混ざり合い、口の端から溢れて顎を伝う。じんじんと下半身が熱く疼きだす。

　花火の音が、うるさい鼓動を隠してくれてよかった。

　そのうち、酸欠のように頭がぼうっとし、足に力が入らなくなってきて、尚人はその場にずるりとへたりこんだ。

「先輩？」

　淳も目の前にしゃがみ、顔を覗きこまれる。

「ごめ……はじめて、だから…………」

　慣れてないことが恥ずかしく、淳から目を逸らした。

「え……キスも、したことないんですか？　何もかも、初めて？」

　彼の声は明らかに困惑していた。

「……ひく、よな」

　興醒めされることが怖い。

　俯いて呟くと、淳にぎゅうっと抱き寄せられた。

「…………震えるくらい、嬉しいです」

　甘くとろけるようなキスが降ってくる。

　いつか、彼を綿菓子のようだと思った。舐めたら甘いのかどうかが気になった。

　初めて味わう彼の唇。やっぱりそれは、触れたら柔らかく、舐めたら甘かった。

「ホテルに帰ろう」

　唇が離れ、告げられた言葉に緊張感が走る。

「花火は……？」

　今も花火の打ち上がる音が聞こえている。きっと、夜空を大輪の花で彩っていることだろう。

「そんなの、どうでもいい」

　ドーンとまた音がして、淳の姿が明るく照らされ、瞳に七色の光が映り込む。

　あれほど楽しみにしていた花火だったのに、その瞳が見ているのは、尚人の姿だけだった。






八









　ホテルまでの道のりを手を繋いで歩いた。人目を気にするよりも嬉しさの方が勝ち、尚人は抵抗しなかった。

　気づくか分からないくらいわずかな力を入れてみると、強く握り返されて、指を絡められた。

　そんな些細なことに心躍る。

　ホテルの入口で手は離れ、ロビーを並んで歩いて、他の宿泊客とエレベーターをともにした。

　エレベーターを降りてふたりきりになると、また手を繋がれる。

　そうして連れて来られたのは、淳が宿泊する角部屋だった。

　部屋に入りドアが閉まったとたん、勢いよく抱きしめられて唇を貪られた。

「ふっ……ん……」

　荒々しい口づけに息が漏れ、心臓がバクバクと大暴れをする。息継ぎをするのもやっとで、体温が急速に上昇していく。

　同じように淳の息も上がり、ふたりで夢中になってキスをした。

　抱きしめられる腕の力が強まり、腰が密着すると、お互いの硬くなったものがぶつかった。

　──あっ……。

　淳の体が反応している。自分を相手に欲情してくれている。

　それは、なんとも言えない喜びだった。

　この間は寝起きだから勃起していただけで、男である自分に本当に反応するかが心配だった。いざ無理だったとなったら無傷ではいられない。

　けれど、求められている。このきつい抱擁も激しい口付けも、体全体で、求められているのだ。

「ナオ先輩が、欲しい」

　耳朶に熱い吐息がかかった。

　暗い部屋に、花火の音が響き、光が差し込む。

「…………いいよ」

　尚人は淳に強く抱きつき、肩口に顔をうずめて返事をした。

　その代わり、淳が欲しい。




　ビジネスホテルの狭いシングルルームには、ほとんどベッドしかない。そのベッドにもつれ合うように倒れ込み、淳の下で口付けを受け止める。

　淳が腕を伸ばし枕元のライトをつけると、柔らかい橙色の明かりに包まれた。

　キスをしながら、手が服の中に忍び込んできて、ぞわりと肌が粟立った。

　さっきはドキドキすると言われたけれど、慣れた手つきに、とてもそんなふうには思えず、自分だけが緊張している気がしてくる。

「あつし……」

　チュッと音を立てて唇が離れ、尚人は淳の顔を見上げた。

「ドキドキ、してる？」

　一瞬きょとんとしたあと、濡れた唇がふっと色っぽく狐を描く。

　淳が上の服を脱ぎ捨て、薄明かりに引き締まった上半身が浮かび上がった。

　手を取られ、彼の胸元に触れると、力強い拍動が伝わってくるような気がする。

「してるに決まってるでしょ……こんなに好きな人に触るんだから」

　何、それ。きゅっと胸が引き締まる。

　──今、さらっと、好きって言った……。

「でも、緊張より、今は興奮の方が大きいです」

　両手に指を絡めて繋がれ、ベッドにはりつけにされる。

「止まらなくて、嫌われそう」

　まっすぐ見下ろされ、淳の言葉に尚人は息を飲んだ。

「嫌わないよ」

　そんなの、嬉しいだけだ。それほど欲しいと思ってもらえるなんて、嘘みたいだった。

「何しても？」

　ねだるように聞いてくる。

　こんなにかっこいいのに、年下の男は甘え上手で可愛い。

「何しても」

　求めるられるのなら、求められるだけ、与えたくなってしまう。




　ふたりで服を脱がせあった。

　裸になり抱き合えば、直に触れる体温の熱さと、肌がしっとりと吸い付く感覚に感動を禁じえなかった。

　抱き合うだけで、触れ合うだけで、大きな幸福感に酔いそうになる。

　たったこれだけで気持ちいいのに、これから先はどうなってしまうのだろう。

　知りたい。

「先輩が真っ白すぎて、いけないことしてる気になります」

　不意に、淳がそんなことを言い出した。

　以前悩んでいた言葉だったので、反射的に身構えると、彼は小さな声で付け足した。

「でも、いけないことってしたくなる。いろんなこと教え込んで汚したくなってしまう」

　なんておかしなことを言うのだろう。

　そんなことで汚れない。汚れるのではない。

「淳の色に、染めてほしい」

　淳の全てを教えてほしい。

「…………俺を殺さないでよ、先輩」

　覆い被さられて、乱暴に唇を奪われた。舌に吸いつかれ、歯列をなぞられ、口内を蹂躙される。その情熱が嬉しく、翻弄されながらも自分も懸命に応える。

　何度も何度も舌を絡め合うたびに、お互いの下半身が擦れ、甘い痺れが生まれた。

　とろとろと溢れだした先走りが、相手の性器や腹を濡らす。

「はっ……はぁっ……」

　唾液が立てるピチャピチャという水音と、ふたりの荒い吐息が、花火の音の隙間で部屋の中に響く。

　淳の左手は下へとくだり、服をまくり上げて素肌の上をさまよいはじめた。

「あっ……」

　撫でられる部分から、くすぐったさに似た快感が広がり、鳥肌が立つ。

　淳と肌を重ね、淳に触れられている。そのことに感極まり、好きだという気持ちが、体をより敏感にする。

　自分で触っても何でもない部分が全て、淳の手によって性感帯へと変わっていく。

　胸の飾りを探り当てられ、指でそこを引っ掻かれると、思ってもみない刺激に、ビクンと体が反り返った。

「んっ……！」

　淳は執拗にそこを弄りだし、漏れそうになってしまう声を堪えようと、尚人は淳のキスに必死ですがった。

　唾液が溢れ、熱く張り詰める中心が淳のものと擦れ合いながら、どんどん高められていく。

　膨らみも柔らかさもない自分の体に、淳の気分が萎えないか不安だったけれど、彼のものも張り詰めていて嬉しくなる。

　淳の唇はやがて、首筋へと移動し、鎖骨を通り、更に下へ向かっていく。舌でなぞられる感覚にぞくぞくと体が震えた。

　そして乳首に辿り着き、舌と指を使って左右両方を刺激される。

「あっ……あぁっ……」

　ビクンビクンと何度も体が跳ね、声が自然と出てしまう。なんとか耐えようと、尚人は口元を腕で覆った。

　こんなところ、気持ちいいなんて知らなかった。

　そこばかり攻められていると次第に苦しくなってきた。決定的な刺激が足りずに、性器からは蜜ばかりが流れる。

　硬く尖った飾りを指でつまみ、淳がくりくりと弄びながら「可愛い」と呟いた。

　体を起こし、全身をじっくり眺められる。

「先輩は……全部、丸ごと、可愛い」

　男で、しかもどこからどう見ても平凡な自分に対して、うっとりとした表情でそんなことを言われて、身体中がカッと火照りを帯びた。

「……ここも」

　淳の視線が中心に落ち、急にそこをさすられて、尚人は身震いをした。

「俺でこんなに？」

　先端を濡らす蜜を指で擦ってすくわれ快感が走る。尚人は淳を見つめ、小さく頷いた。

「嬉しい。俺もおんなじ」

　言うやいなや、パクンと口に含まれて飛び上がりそうになった。

　生あたたかくて柔らかい口内に包み込まれ、初めての感覚にとろけそうになる。

「はぁ……だ、だめ……」

　淳はそこをしゃぶりながら、尚人の脚に手を這わせた。

　ふくらはぎから、内太もも、脚の付け根まで、際どいタッチで何度も往復して撫でられる。

　片膝を立てさせられ、淳の手が腰の下に忍び込んできた。

　尻たぶを撫でられ、揉みしだかれる。割れ目をつーっと指でなぞられ、また優しく撫でられる。

　これから行き着く先を意識してしまい、胸が高鳴った。触れ合うだけではなく、淳もひとつになりたいと望んでくれている。

　性器にはねっとりと舌が絡みつき、味わうように全体を舐め上げられたり、鈴口をチロチロと小刻みに刺激されたりしている。

「あぁっ……もう……」

　尚人は淳の髪の毛に手を差し込み、くしゃりとかき乱した。少しでもピッチを上げられれば、すぐにでも達してしまいそうだった。

　ジュポンと音がして淳が顔を上げ、こちらを見上げる瞳と目が合った。

「一緒に、する？」

　自分も淳に触りたいし気持ちよくなってほしい。その一心で「うん」と答えた。

　こんなに恥ずかしい格好をさせられるなんて思わなかったのだ。

　尚人は淳の顔に跨り、目の前の勃ち上がった性器を見つめ唾を飲み込んだ。

　これを舐めるのも緊張するけれど、人目に触れることのない淫らな部分が、淳に至近距離で丸見えなのが耐え難い。

「いい眺め」

　──そんなこと、いちいち言わなくていい。

　やっぱりやめようとよっぽど思ったけれど、尚人は結局淳の上から退かなかった。

　こういうことに恥ずかしさは付きものだと言い聞かせる。ならば、淳ともっと恥ずかしいことをしたい。

　人には見せない全てをさらけ出し合って、こんな関係にならなければ知ることが出来ない彼のことが知りたい。

　それに、羞恥心が興奮を高めるのも確かな事実だった。

　躊躇しているうちに、淳が尚人のものに触れ先に口にした。

　先端部分を咥え込まれ、思わず腰が浮く。

　濡れた舌がうごめく慣れない感覚が、たまらなく気持ちいい。けれど快感以上に、ストレートの彼が何の抵抗もなく、自分にこんなことをしてくれるのが嬉しかった。普通ならとてもハードルの高いことだろう。好きじゃないと、きっと出来ない。

　尚人も淳の中心に手を添え、そっと唇を落とした。先端にキスをして、ゆっくりと深く咥えていく。

　上手には出来ないだろうけど、愛おしみながら舌を這わせた。

　淳は尚人自身を舐めつつ、臀部の双丘を円を描くように揉む。中央に寄せられたり、左右に開かれたりして、見え隠れする場所を観察されているようで居心地が悪い。

　ついそちらばかりに意識が向いてしまうので、尚人は淳のものに集中しようと努めた。

　全部は入りきれないけれど、なるべく奥まで咥えて上下に頭を動かす。見られていることと、与えられる刺激。そして、彼の性器を舐めているということに、身体の芯が高揚する。

　淳は丸を口に含んでコロコロと舌で転がし、手で尚人の中心を擦りはじめた。

「あぁ……っ」

　思わず淳のものから唇が離れる。

「やっ、も、出そう……」

　危機を感じて無理やり体を離したら、押し倒されてしまい上下が逆転した。

「イッていいよ。でも、イクときは、ちゃんとイクって教えて」

　先走りと唾液で濡れたそこは滑りがよく、クチュクチュと卑猥な音を立てながら扱きあげられる。

「あぁ……はっ…………イクッ……」

　堪えることが出来ず、尚人は小さく絶頂を告げ、白濁を腹に散らした。

「可愛い」

　くすりと笑んでキスをひとつ落とされた。

　そんなことない。ふたりで楽しみたかったのに、ひとりだけ先に達して情けなかった。

「ごめん……」

　ティッシュで拭うためにすぐに身を起こそうとしたが、淳に制止された。

「なんで謝るんですか？　何度でもイッてほしいのに」

「でも、淳はまだ……」

　彼のものは依然として硬く張り詰めている。

「俺も、何度もイクよ」

　淳は尚人の膝を立てて大きく開脚させ、腰の下に枕を敷いた。

　また、あられもない格好だ。

「いっぱい出ましたね」

　腹の上の白濁をすくい、その指で尚人の後孔に触れる。

「あっ……」

　ビクッと体がこわばる。

　果てたばかりで脱力していたのに、一気に鼓動が暴走しはじめる。

　覚悟はしていたが、怖くないと言ったら嘘になる。

　けれど、自慰をするとき、妄想の中で無意識に望んでいたことだった。

　淳に求められたい。組み敷かれて、欲望をぶつけられたい。

　数回白濁をすくい、淳は蕾をトントンと軽くタッチしたり、くるくると撫で回したりしながら、周辺をほぐしていった。

　途中でアメニティを取りにいき、クリームのようなトロッとしたものを足した。

　更に柔らかくほぐされ、そのうちに、つぷりと指が中に入ってきた。

　再びこわばって体が跳ねる。

「力抜いて、楽にしてて」

「んっ……」

　ふぅ、と息を長く吐き出すと、それに合わせて淳が指を進めていく。

　圧迫感が苦しく、じわりと汗が滲んだ。

　なんて、なんて、歯痒い。すぐにでも受け入れたいのに、簡単にはいかないのがもどかしい。

　淳は尚人の様子を見つつ少しずつ指を増やし、丹念にそこを慣らしていった。

「もう……いい……からっ」

　十分だった。それに、もしも少しくらい辛かったとしても我慢できる。むしろその方が、この夢のような現状に、信憑性や現実味を感じられていいかもしれない。

「あつし……きて。欲しい」

　真剣な表情で見つめられた。

「先輩……」

　淳は指を抜き、クリームを手にとって自身にたっぷりと塗りつけた。

　まだ勃起してくれていたことにほっとする。

　それを後孔に押し当てられると、尚人は緊張と期待に息を詰めた。

　怖い。でも、頑張る。抱かれる側ではあるけれど、自分なりのやり方で、淳の全てを抱いて包容したい。

　時間をかけて全部が入り、ひとつに繋がることが出来たとき、尚人は何とも言えない特別な気持ちになった。

　淳はすぐには動こうとせず、繋がったまま抱きしめられた。

　汗ばんだ肌がしっとりと合わさり心地いい。

「ナオ先輩……好きです」

　その言葉を耳元で聞いた瞬間、胸に甘酸っぱい感覚が広がり、萎えていた中心にぎゅっと血流が集まった。

　淳が眉を寄せる。

「ちょっ、締め付けないで」

　そんなつもりはないのに、心と体が連動して感じてしまう。

「だって……」

「ただでさえきつくて気持ちいいのに、暴発しそう……」

　よかった、ちゃんと気持ちいいと思ってもらえてるみたいで。相手が気持ちいいのが一番嬉しい。

「きもち、いい？」

「やばいです。動けない」

　あぁ、もう可愛いなぁ。

　自分にも余裕なんてちっともないのに、ついそんなふうに思って愛おしさが募る。

　落ち着いた頃に、ゆっくりと淳が動きだす。しばらく抱き合っていると尚人の体の方もなじんだのか、思っていたほど辛くはなかった。

　はじめは浅く、徐々に深く、中を探るように抽送を繰り返される。

　そうしているうちに、淳のものがある一点をかすめた。

　思いがけず強烈な感覚に襲われ、ぞくりと戦慄し背筋が弓なりにしなった。

「あぁっ……！」

　淳はそこを狙って腰を動かしはじめる。

「あっ、あっ、あっ……やっ、なにっ……」

　最初はかすめただけだったのに、尚人の反応を見ながら淳の動きはどんどん的確になっていき、敏感な場所ばかりに擦りつけられる。

「あつしっ……！」

　強すぎる快感に必死で淳を抱きしめしがみついた。

「それ、すげー好き……もっと名前呼んで」

　そう言って淳は腰の動きを速めた。

「はんっ……だめっ……あつし、あつしっ」

　彼の名前を呼べば興奮が高まるのは自分も同じだった。

　淳が腰を振るたび、腹の間でペニスが擦れる。

　いい。よすぎてつらい。

　中と外を同時に刺激されて気が狂いそうだ。

　律動に合わせてギッ、ギッとベッドの軋む音がする。

　それから、お互いの乱れた呼吸。

　淳のその息遣いと、時折漏らす、声ともつかない短い呻きに胸がときめいた。

　自分の体で感じてくれて、切羽詰まってきているのが伝わってくる。

「ナオ……」

　掠れた色っぽい声が、普段と違っていてドキッとする。

　──ナオって呼んだ……。ナオって……。

　好きが溢れておかしくなりそうだった。

「あつ、し……」

　気持ちを告げようとして、それは彼の唇によって飲み込まれた。

　腰の動きが激しくなり、キスに溺れながら、尚人はくぐもった声で喘いだ。

「んんっ……ふっ……はぁ、んっ」

　唾液が零れ、汗が流れる。

　ペニスと前立腺が強く擦られて、悶え苦しんだ。

「あつしっ……イクッ……イクッ」

　息継ぎとともに叫びを上げる。

「一緒、に……」

　より一層激しく揺さぶられて、高みへとかけ登り、ふたりほぼ同時に絶頂に達した。







　結局一度もまともに目にしないまま、いつの間にか花火の音は聞こえなくなっていた。

　だけど、そんなことはどうだってよかった。

　今はただただ、幸せだった。

　自分がずっと恐れてきたことを、手を引いて、何の躊躇もせず軽々と飛び越えてくれた、この人が好きだ。

　ぐったりしていると、飛び散ったふたりぶんの精液を拭ってから、淳がじゃれついてきた。

　いろんなところにキスをされてくすぐったい。

「ふふっ……くすぐったいって」

　笑いながら身をよじる。

　不意に、脇腹に吸い付かれてピリっと痛みが走った。

「何？」

　淳が顔を上げた場所を見下ろせば、赤く色が付いている。

「キスマーク。俺のもの、触るなって印です」

　赤い跡を眺めて、綺麗に付いたと淳が笑みを浮かべる。

　キスマークって、あの？

　尚人は顔を火照らせた。

　馬鹿じゃないのか。自分なんかに他に誰が触るというのだろう。そう思いつつも、つい嬉しくなってしまう。

「もっと付けていい？」

「……見えないところになら」

　淳はまた尚人の体に顔をうずめ、いたるところにくすぐったいキスをしていく。

「あははっ……ふふっ……」

　身悶えして笑う尚人に、淳もくすくす笑い声を漏らす。

　そうやって、キスをしたり、舌を這わせたりしながら、ときどきチクっと印を付けていく。

　ちょっと……恥ずかしいところにも付けられた。

「んっ……！」

　急に太ももをガリッと甘噛みされて驚いた。

「な、何？」

「先輩がおいしそうだからいけないんです」

　付いた歯型を見て淳がまた喜ぶ。

「飼い犬に噛まれた」

「あっ、そんなこと言うんですか？　余裕ですね」

　覆い被さられて、余計なことを言う口は塞がれた。わざと押し付けられた腰から、淳が再び欲情していることを知る。

　散々いたずらされて、尚人の体も熱を持ちはじめていた。

　花火が終わっても、まだまだ夜は明けない。







　鏡を前に己の姿を目の当たりにして、尚人は言葉を失った。

　……ひどい。あまりにひどい有り様だ。

　体中に花びらのような赤い跡がちりばめられ、よく見れば歯型も少なくない。

　当分の間、決して誰にも見られないように気をつけなければ。幸い、涼しくなってきて肌の露出は少ない。服で隠れる範囲だけなのが、せめてもの救いだった。人前で着替えたりしないし、銭湯に行くこともないから、油断しなければきっと大丈夫だと思う。

　問題は顔だ。

　一晩のうちに浴びるようにキスをされ、唇はぷっくりと腫れて真っ赤になっていた。かなり目立ち、顔を合わせた人はまずここに目が行くだろう。

　キスを浴びたのは何も唇ばかりではない。

　頬も赤らんでいるし、目元も若干腫れぼったい。その上、なんとなく顔全体がむくんでいるような気がする。

　当然、腰も重だるい。

　けれど、これでも十分に気遣ってもらったのは分かっていた。止めもしなかったのに、一度も中で出されることはなかったから。

　ガチャリと洗面所のドアが開き、寝惚けまなこの淳が顔を覗かせた。

「あぁ、先輩いた……ってその顔何ですか？　超絶可愛いんすけど」

　爆笑しながら言われても、けなされているようにしか聞こえない。

　尚人は決まり悪く、ぶっきらぼうに挨拶をした。

「……おはよ」

　声まで枯れているのに気づき、どこまでボロボロなのか愕然とした。

　挨拶を返して中に入ってきた淳は、自分と同様下着一枚だった。

「体、大丈夫ですか？」

　そう言って、すっぽり抱きしめられた。

　漂う空気の甘さが照れくさくて、あくまで冗談と分かる口調でだが憎まれ口を叩く。

「大丈夫じゃない。しつこいんだよ淳は……変態」

　昨夜はあれから何度も求められ、尚人は吐精し尽くして、最後はもう何も出ずに達し気を失った。

　最中はあられもないことを言わされ、泣かされ、懇願し、もうぐちゃぐちゃだった……ような気がする。

　正気に戻れば、自分の痴態など思い出すのもはばかられる。

「先輩だってすぐその気になるくせに」

「……うるさい」

　当たり前だろうが、大好きなんだよ。

　お湯を溜めた浴槽を横目で見て、淳が口を尖らせた。

「ひとりで風呂入る気だったんですか？　ひどいですよ、起きたらいないんだから。ねぇ、一緒に入ってもいい？」

　一応は尋ねる形なのに、彼の手はもう尚人の下着をずらしかかっている。

「……何もしない？」

　朝勃ちしているものが当たっているので釘を刺しておく。

「しないしない」

　なんとも怪しい言い草だ。なのに、甘えられると突っぱねることが出来ない。

　あっという間に全裸に剥かれ抱き上げられた。

　ユニットバスのそう広くない浴槽に、ふたりで身を寄せ合う。カーテンで仕切れば、濃密な空間が出来上がった。

　一緒に入浴するなんて、気恥ずかしい状況が落ち着かず、必死に話題を探す。淳に後ろから包み込まれてドキドキしていた。

「……野田さんと付き合うのかと思った」

　淳の手を取り、にぎにぎと手持ち無沙汰に弄びながら、ぼそりと呟いた。

　今だから聞ける話だが、やはり緊張する。

「俺は……彩花ちゃん、先輩のことが好きなのかと思ってたんです」

「え？」

　想像だにしなかったことを言われ、手の動きが止まる。

「頻繁に連絡取ってたみたいだし、すごい仲よさそうだったから」

「相談されて、淳の話を聞かされてただけだよ」

「相談って……応援とかしてたんですか？　やめてくださいよ。マジで面白くない」

　苛立った声で淳が零した。そう言ってくれるのは嬉しいけれど、面白くなかったのはこっちの方だ。

「淳なんて、ふたりでご飯行ってた」

　恨みたらしい言葉が口を突いて出る。

「俺、女友達とファミレスで飯くらい普通にしますよ」

「野田さんと話してたら、俺から引き離したじゃん」

　バックルームで彩花と内緒話をしていたとき、淳が割って入ってきて、彩花の腕を引き尚人から離した。

「は？　……あぁ。あれは、彩花ちゃんが先輩に触ってたからですよ。やたら近づいてたし、馴れ馴れしすぎ」

　えっ、と戸惑い、意味を飲み込むのに時間がかかった。

　それって、それって、もしかして……。

　耳まで火照らせ尚人が俯くと、淳が肩に顎を乗せてきた。

「今思えば、妬いてたんですよね。俺、自分がこんなに独占欲強いって知らなかった。そういうの、嫌？」

　そんなこと、あるわけない。淳のストレートに感情を表現してくれるところが、自分とは正反対で眩しい。自分が感情を押し込みがちなぶん、そのくらいの方がよかった。

「俺だって、あるよ……慣れてるな、とか、思うし……」

　初めてなのに、つらいばかりではなくちゃんと気持ちよくなれた。でも、そのことに少しだけ複雑な気持ちにならなくもない。これまでの豊富な経験が透けて見えるようで、嫉妬しそうになる自分がいる。過去にまでそんな想いを抱くなんて馬鹿げていることは分かっているのに、手に入ったとたん湧き上がる独占欲というものは恐ろしい。

「俺だって男は経験ないですよ。実は、先輩のこと意識し始めてから、興味本位でやり方も調べました。更にぶっちゃけると、先輩とそうするとこ想像して抜いてました。もう脳内シュミレーションしまくりです。引く？」

　引くなんてとんでもない。けれど、信じられない思いの方が強かった。

「……まぁ、初めてだって聞いて俺が嬉しかったから、先輩の気持ちは分かります。女の子とそれなりに経験あるのは確かだし。でも俺なんて、初めて奪われたのは心ですよ。先輩そっちは経験済みだし、俺の方がつらいっつうの。あんなふうに、泣くくらい好きな人が先輩にいたなんて、本気で妬ける」

　拗ねた口調で続けた淳の言葉が胸に響いた。体は初めてではないけれど、こんなに好きになったのは初めてだと言われているのだと分かった。自分だけが唯一無二の存在だと言われたようで、どうしていいのか分からなくなるほど嬉しくなる。

　祐樹のことは確かに好きだった。けれど今はもう淳のことしか考えられない。

「って、なんか俺ばっかり好きみたい。つうか、よく考えたら、俺先輩にはっきり好きとか言われてないし。……えっ、先輩、俺のこと好き？　好きだよね？」

　淳の甘えた言い方にクスッと笑みが零れた。

　今更何を言い出すんだろう。これで好きじゃなかったら何なのだ。きっと分かっててわざと言っている。

「さぁ、どうだろう」

　改めて想いを告げるのも気がひけて、からかうように言ってみた。

「えぇっ、そんな。じゃあ、好きになってもらえるように頑張ります……」

「まぁ、頑張って」

　見えない尻尾が垂れ下がるのを、尚人は笑って面白がった。もちろん、自分の方が何倍も好きに決まっている。

　それにしても……と、淳の手が意味深な動きで尚人の肌を撫で始める。

「やらしい体」

　キスマークをひとつひとつなぞりながら首筋に口づけされた。

「……誰がしたと思ってるんだ」

「俺です。めちゃくちゃそそります」

　二の腕の内側についた噛み跡を淳がなぞる。鎖骨の下のキスマークに触れ、そのまま指は肌を滑り下り、胸の飾りを押しつぶされた。

「あっ……」と漏れてしまった声が浴室に反響する。

「ちがっ、そこは」

「ハスキーな声も、そそる」

　昨夜の情事で枯れた声を指摘される。気持ち悪いかもしれないと思い、声はなるべく抑えていたのに、隣の部屋は誰もいないからと言って淳は聞きたがった。途中からはもう気にするどころでもなくなった。

　乳首を弄りながら、もう片方の腕は脚を撫でる。内太ももの歯型をなぞり、性器のすぐそばのキスマークをつつく。

「やめっ……」

　淳が自分のものを尚人の臀部に擦り付ける。

「今は体も先輩だけのものだって、たっぷり教えて安心させてあげないと」

「も、むり、だって……」

　そう言いつつも、弱々しい抵抗しか出来ない。

　淳に立たされて、壁に手を付かされる。羽が触れるようなタッチで背中に舌を這わされれば、ぞくぞくと腰にクる。

「先輩って敏感で感じやすいですよね」

　新しい花びらが散らされていき、お尻の柔らかい部分に軽く歯を立てられた。

「あぁっ……」

　自身のペニスが頭をもたげ涎を垂らしているのが見える。体はもう限界にもかかわらず、昨夜の快感を覚えている最奥が、甘く疼きはじめて期待している。

　本当に、誰がこんな体にしたんだ。

　尚人の腰を引き寄せ、淳が性器を蕾に当てて自分の先走りを直接塗りつける。

「うそ、つき……」

　何もしないと言ったのに。

「先輩がエロいのが悪い」

「俺は、なにも……あっ……」

　中心を握り込まれて、快感に震え上がる。いくら嫌がっても、そこの状態を知られれば説得力がない。

「もう黙ってて」

　近くにあったトリートメントを潤滑剤の代わりにして淳が侵入してくる。

　やっぱり苦しい。けれど、朝方まで散々愛されたそこは、それほどほぐさずとも彼を受け入れることが出来た。

　繋がったまま後ろを振り向かされ、覆い被さるように唇を求められる。

「はぁっ……」

　キスをしながら性器を弄ばれ、熱いため息が漏れた。

　淳は毎回すぐに動こうとはせず、落ち着くまで抱擁やキスを楽しむ。動けないと言っていたが、自分の体を気遣う意味もあるのだと気づいたとき、尚人は淳の愛情を感じ胸があたたかくなった。

　しばらくしてから、淳の体が離れていき、腰をがっしりと掴まれた。そして抽送がはじまる。

「はっ、あっ、あぁっ……」

　はしたない喘ぎ声とお湯の波立つ音が浴室に響きわたる。

　細い腰を掴まれ後ろから突き上げられると、征服されているようで、正常位とはまた違う高揚感を覚える。

　振り向くと、いやらしい目で淳が結合部分を凝視して、出たり入ったりしている様子を観察していた。

　その目つきと見られている羞恥心に否が応でも興奮してしまう。

　同時に、セックスの最中の淳を見るのが好きだった。男らしくて色気があって、たまらない気持ちになる。

　この男に欲望を向けられ、攻められているのだ。

　湯気に包まれ、お湯とも汗ともつかない水滴が肌をしたたる。

　淳が腰をぐるりと回し、いい場所を抉るように強く擦り、尚人は嬌声をあげた。

「あぁっ！」

　腰を撫でられ中がビクビクと引きつる。

「っ……たまんねぇ」

　余裕のない呟きに煽られる。淳も感じてくれていると思うと、その喜びでこちらの感度までもが上がる。

　抽送しながら、淳は双丘を揉みときどき軽く叩く。そのたびに反射的に体が跳ねる。

　彼の手が前に回ってきて、中心まで愛撫しはじめると、我を失いそうになった。

「あぁっ、あっ、あっ……だめっ、だめっ」

　腰の動きが速くなり、パンパンと肉のぶつかる音がする。

　敏感な場所を激しく突かれながらペニスも扱かれ、強烈な快感に尚人は涙を滲ませた。







「尚人、一体どうしたんだそれ？」

　車に乗り込んだ尚人の姿を一目見て、祐樹が目を丸くした。

　尚人の顔のほとんどはマスクが覆い隠していた。チェックアウトをする前に、一番大きなマスクを買いに、淳をコンビニに走らせたのだ。

「先輩風邪ひいちゃったんですよ」

　淳が隣で笑いを噛み殺しながらくつくつ肩を揺らす。尚人は淳を睨みつけて、祐樹に見えないようにこっそりと足を蹴った。

「昨日は元気そうだったのに。だいぶ具合悪そうだけど大丈夫か？」

　正直、全然大丈夫じゃなかった。本当はもう一泊して休みたいくらいで、車まで歩くのもやっとだった。しかし、理由が理由なだけにそんなことは言えるはずがない。

「大したことないよ。それより、ありがとう」

「よろしくお願いします」

　ガラガラ声で礼のを述べた尚人に淳も続く。

　今日も駅まで送ると言って、祐樹がホテルへ迎えに来てくれていた。

「それは全然いいけど。朝晩冷えてきたから気をつけろよ」

「先輩布団かけて寝てなかったらしいんですよ」

　布団どころか服も着ていなかった。いや、そもそも睡眠不足だ。隣の男はどうしてこうも元気なのだろうと恨めしくなる。

「寝相が悪いみたいっす」と笑って付け加える淳に向かい咳払いで叱責した。

「本当に大丈夫？」

　風邪で咳き込んだと思った祐樹が心配そうに尋ねてくる。

　新幹線の予約を変更して実家で休むよう強引に勧めはじめたので、慌てて淳が応戦しだした。

「先輩は俺が責任持って連れて帰るから心配いりません」

「でも……」

「大丈夫ですから。背負ってでも家まで送り届けるし、看病だってするので任せてください」

　さっきまで面白がっていたくせに急に焦りだす淳が可笑しい。お節介な幼馴染みに一歩も譲らず、結局最後は祐樹が折れた。

「そういや昨日ちゃんと見れた？　花火すごかったな」

　そう言われてギクリと曖昧に笑う。

　突然引き返した言い訳を適当にして、淳はいけしゃあしゃあと「綺麗でした」なんて感想まで言った。

　淳たちの会話を聞くのは楽しかったが、和美が乗って来ていないことが気がかりだった。おそらく祐樹から何か話を聞いたのだろう。そう思うと、尚人の心に小さな影が落ちた。

「じゃあ、わざわざ送ってくれてありがとう。また連絡するから」

「ん。気をつけて帰れよ」

　駅構内まで見送りに来てくれた祐樹に挨拶をして改札を通る。

「あっ、先輩、ちょっとそこで待っててください。すぐに行きます。……橋下さん、少しいいですか？」

　淳は尚人の後には続かず、祐樹に声をかけ離れたところへ連れて行った。

「ちょっ、淳」

　改札を通ってしまったので、追いかけることも出来ない。

　ふたりが自分抜きで何を話すというのか。淳は祐樹のことをはっきり嫌いとまで言っていたから余計気にかかる。変なことを口走らなければいいが。

　祐樹から迎えに行くと電話があったとき、断ろうとした尚人を制したのは淳だった。先に改札を通されたのもわざとで、ふたりで話をするのが目的だったのかもしれない。

　不安で待っていたが、意外にもふたりはすぐに戻ってきた。

　笑っている祐樹を見ると、どうやら喧嘩を売られたのではないようだ。尚人はほっと胸を撫で下ろした。

「お待たせしました。行きましょう」

　颯爽と改札をくぐり、淳が尚人のもとにやってくる。振り向いて祐樹に手を振り、別れの挨拶をしていた。

「何の話をしてたんだ？」

「別に、お礼言っただけっすよ」

　新幹線に乗り込んでからも聞きだそうとしたが、あしらわれるだけで具体的には教えてもらえなかった。

　何事も起こらなかったのなら、まぁよしとしておこう。淳とふたりきりになって気が抜けた。

「ゆっくり休んでおいてください」

　頭を引き寄せられ、淳の肩の上に乗せられる。

「ここ冷えますね」

　そう言って淳は自分が着ていた上着を脱ぎ、ふたりの間に被せた。その下でこっそり手を握ってくる。

「無茶して、すみませんでした。つらくない？」

　嫌わないから止まらなくていいと、最初に言ったのは自分だった。それほどに求めてもらえたのが嬉しかったのに、素直になるのは照れ臭い。

　それに、本当はうんと甘やかしてもらったのだ。

　淳はあれから、動けなくなった尚人の体と髪を洗い、着替えさせ、ドライヤーをかけ、甲斐甲斐しく世話をしてくれた。その手つきはひたすらに優しくて、尚人はただ身を任せていればよかった。

　抱き上げて、歩かせようともしなかった。外ではそんなわけにもいかないので、普通に振る舞うように淳を説得しないといけなかったほどだ。

「だいじょぶ……」

　淳の肩に顔を擦り付ける。

「えー、なんか、可愛いんですが」

　自分を相手にそんな盲目的なことを言い出すのがくすぐったい。

　寝たふりをしておけば、こうして寄り添っていても不審に思われないだろうか。

「寝る」

　空気の甘ったるさがむず痒くも心地よく、瞳を閉じれば、幸せなまどろみに落ちていくのに、そう時間はかからなかった。






九









　淳といると、あっという間に時間が経つ。

　休日は一緒にいろんな場所に出かけたし、部屋にふたりきりでこもることもたくさんあった。

　店から近いこともあり、淳はバイトの後よく尚人の部屋に泊まり、次の日はそこから通学した。

　これまで大学で出くわしたことはなかったのに、連絡を取り合い、空き時間が重なればキャンパス内でも待ち合わせた。

　人目を忍んで逢瀬をすることもあれば、先輩後輩として何食わぬ顔で行動をともにすることもある。

　図書館で勉強していると、尚人の隣の席で黙って雑誌を読み、ときどき覗き込んできたり、つついてちょっかいを出してきたりして遊んでいた。

　退屈はしないのかと聞いたことがある。楽しくてたまらないと答えられた。

　日常の小さなひとつひとつのことが、尚人には大きな喜びだった。

　いくら一緒にいても足りない。飽きることがない。

　何をしていても、何もしていなくても、そばにいるだけで満たされた。

　噛み締めながら過ごしていたけれど、過ぎ去っていく時間の速さは止められない。

　キャンパスのイチョウ並木が綺麗だと、並んで微笑みあった秋は瞬く間に過ぎゆき、冷たい北風に肩を寄せ合う季節となった。




　放課後、尚人は白い息を弾ませ、待ち合わせ場所に向かっていた。

　授業が終わって一旦帰ったが、これからふたりで買い物をしてうちで鍋をすることになっている。

　材料はこちらで揃えておいてもよかったが、淳が一緒に買い物に行きたいと言ってくれた。

　駅前まで来ると、ロータリーで佇んでいる淳の姿があった。自転車は大学に置きっぱなしで電車に乗り、ここまで来たようだ。ポケットに両手を入れて、イヤホンで音楽を聴きながら、マフラーに口元を埋めている。

　人混みの中にいても自然と視線が吸い寄せられる。改めてかっこいいなぁと見とれ、彼が自分の恋人なのだと思うと尚人の胸が高鳴った。

「淳」

　声をかけると、顔中にパァっと笑顔が広がる。

「先輩」

　その笑顔がなんとも嬉しそうで、会えて喜んでいるのが伝わってくる。

　淳はすぐにイヤホンをしまい、マフラーを外して尚人の首に巻きつけた。

「また薄着して。ちゃんとあったかくしてください」

　さらっとこんなことをしてくるのが憎い。

「いいって」

　返そうとしても、「俺体温高いんで大丈夫です」と受け取ってくれなかった。

　さっき寒そうに口元まで覆っていたというのに、自分の姿を見たとたんこれだ。マフラーに残る淳の体温があたたかく、胸がきゅんと苦しくなる。

「行きましょっか」

　優しい微笑みを直視してしまい、頬の温度が上昇するのを感じる。

「うん」

　尚人は俯き、さりげなくマフラーで口元を隠した。

　それからふたりで材料を買いにスーパーへ行った。

　尚人も淳もあまり料理が得意ではないが、鍋くらいなら出来るだろうと話してのことだった。

　淳がカートを押し、その横に並んで一緒に食材を選んでいく。

「何鍋にする？」

　いろんな種類のだし汁が売っている。キムチ鍋やカレー鍋はちょっと匂いがなぁと思い、何を期待しているのかと尚人は密かに恥じ入った。

「普通に寄せ鍋とかでいんじゃないですか？　俺辛いの苦手なんすよ」

　子ども舌だからビールも不味いと言っていたのを思い出した。

「カレーも苦手？　子どもはみんな好きだろう」

「うわ、何すかそれ。子ども扱いして。カレーは好きですよ……甘口なら」

　淳の言葉に笑いながら、ピリ辛と書いてあるカレー鍋のたれの隣のあっさり寄せ鍋のたれを手にとりカゴに入れた。

　こうやって一緒にスーパーで買い物するなんて、同棲している恋人同士かもしくは夫婦のようで浮かれてしまう。

　淳の好き嫌いを知るのも嬉しく、あれが食べたいこれが飲みたいと言い合いながら商品を選んでいくのは、とても楽しいひとときだった。




　思っていたよりもたくさん買ってしまったが、重い買い物袋を淳は当たり前のように全部持ってくれた。そしていつものように車道側を歩く。

　このところ日が落ちるのが早くなり、あたりはもう暗くなっていた。

　スーパーの中も寒かったが、外もさっきよりぐんと冷え込んでいる。ちょっとそこまでと思って薄着で来たものの、もう少し着てくるべきだった。衣食には無頓着なところがあり、いつも淳に怒られる。

　そう思っていると、ふわりと肩にダウンジャケットを掛けられた。彼が着ていたものを脱いでいる。

「えっ、いいよ。すぐ着くから。淳が寒いじゃん」

「帰ったら先輩にあっためてもらいます」

　からかうように笑いながら耳打ちされた。

　何てことを言うんだと、冷たい耳が一気に熱くなる。

「じゃ……じゃあ、これ」

　尚人は立ち止まってジャケットに袖を通し、その代わり、借りていたマフラーを返そうとした。

　背の高い淳を見上げ、マフラーを彼の首にかけてぐるりと巻いていると、隙を見てチュッと軽くキスをされた。

　それは、誰も気づかないくらい、ほんの一瞬の出来事だった。

「なっ、見られたら……」

「誰も見てませんよ」

　いたずらが成功した子どものように、淳が無邪気に笑う。

　彼は人の目を盗んでときどきこういったスキンシップをとってくる。誰かに目撃されないかハラハラするけれど、ときめきの方がはるかに大きいのだから厄介だ。

　裏道に入りひと気がなくなると、今度は手を繋がれた。

　星も見えない曇り空。欠けゆく白い月だけが顔を出し、静かにふたりを見守っている。

　もう、しょうがないなぁ。

　嬉しくて振り解けないくせに、全てを淳のせいにして、尚人は手を繋いだまま暗い夜道を歩いた。




「あぁ、寒かった～」

　玄関を入ったとたん、淳は買い物袋を無造作に置いて尚人を抱きしめた。

「ナオ先輩、あっためて～」

　そう言ってぎゅうぎゅう力を入れて甘えてくる。

　尚人も淳を抱きしめ、よしよしと背中に手のひらを滑らせた。

「そんなに寒いなら貸してくれなくてよかったのに」

　なんて照れ隠しに意地悪を言ってみたが、淳の気持ちは分かっていた。淳は尚人が寒いのが嫌で、自分が寒いのは苦ではないのだと思う。ただ、今は甘える口実にしているだけで。

「あ～あったかい」

　淳は尚人の言葉を無視して、尚人の髪の毛に頬を擦りつけた。

　そんなところが愛おしくて自然と口元が緩む。

　しばらくそうしていてから、淳はあっけなく体を離した。

「よっし。じゃあ鍋作りましょうか」

　なんとなく、拍子抜けする。あっためてと言われて、もっと濃厚な接触を想像していたからだ。

「もう、いいの？」

　意図せずとっさに淳の服の袖を掴んでしまう。

「……そんなこと言っていいんですか？　鍋食いっぱぐれますよ」

　俺は食いっぱぐれたっていいのか、と横目でネギの突き出た買い物袋を睨む。かといって、確かに今すぐ求められても困るのだけど。ベッドになだれ込んだらときを忘れ、一、二食抜いてしまうのはざらだった。

　複雑な心境でいるところ、「続きはまた後で」と意味深に囁かれ、尚人はもごもごと言葉を濁した。

　お情け程度にある小さなキッチンで、ふたり並んで料理をした。と言っても、野菜と肉を適当な大きさに切るだけだ。

　洗ってもらった野菜を切っていると、後ろから抱きしめて覗き込まれた。

　慣れていない手際を見られるのは嫌だが、淳はただくっつきたいだけなのだろう。付き合う前も馴れ馴れしいと思っていたのに、付き合いはじめてからの淳ははっきり言ってスキンシップ過多だ。ふたりきりになると、常にどこか体の一部分に触れていたがる。

　白菜を重ねてザクッ、ザクッと切るたびに、「おぉ」とリアクションをされるからやりにくい。

「何だよ」

「いや、先輩が俺のために作ってくれてるんだな～って感動して」

　変なことを言われて手元が狂いかけると、淳が「あぁ！」と大きな声を出して慌てた。その声にこそ驚いて指を切ってしまいそうだ。

「ビビったぁ。気をつけてくださいよ。……いや、やっぱり危ない。交代しましょう」

「大丈夫だって」

「俺もやってみたいんで」

　張り合うのも面倒なので交代したものの、どちらかと言えば淳の方が切るのがうまくていたたまれない。

「うまいじゃん」

「そっすか。じゃあ俺、本格的に料理練習しちゃおっかな～」

　ちょっとおだてるとすぐに調子に乗る。

「先輩に食べさせたいし」と言葉を継がれ、淳の背後でこっそり苦笑が照れ笑いに変わった。




　グツグツと煮立った鍋をテーブルで囲んでいると、淳が尚人のお碗に肉をよそってくる。

「もっとたくさん食べてくださいよ」

　淳はよく食べる。が、それ以上に尚人に食べさせるのが好きだ。

「食べてるのに」

「先輩細いんすよ。なんか、抱き壊しそう」

　尚人は喉が詰まりそうになった。

　変なことばかり言うなよ。それに、誰が壊れるんだ。そこまでか弱くない。

「って言うのは、半分冗談ですけど」

　そう言いながら、淳がつみれを箸でつまむ。

　半分は本気なのか、そこのところが気になった。

「はい、あーん」

　目の前に持ってこられたつみれを見つめ、尚人はどぎまぎしながら口を開けた。

「鍋って簡単なのに栄養たっぷりでいいっすよね～。あったまるし」

　咀嚼している間も気恥ずかしくてたまらないのに、淳は呑気でどこ吹く風だ。

　ごっくんと飲み込んで、淳の横顔をチラリと盗み見る。

　自分もした方がいいのかな……した方がいいよな……いや、したい。

　でも……。

　見ると自分のお碗にもつみれが入っている。

　肉は、あげない。淳がくれたものだから。

　つみれをつまもうとするが、緊張でうまくつまめない。最近は箸の使い方も上達してきたはずなのに。

　もたもたしていたら、淳が「そろそろご飯入れましょっか」と言い出した。

　ちょうどなんとかつまめたので、慌てて淳の口元へと差し出す。

「ん」

　淳はつみれを見てぽかんとしている。

「え？」

「だから、ん」

　彼の視線が尚人の顔に移り、もう一度つみれへと戻る。それから、クハッと破顔した。

「いっただきまーす」

　パクンッと勢いよく頬張って、にやけながら咀嚼する、その緩んだ表情がなんとも言えないほど幸せそうだった。




「あぁ、もう、お腹いっぱい」

　食べ終わってひと息ついた頃、淳がごろんと尚人の膝に寝転がった。猫のように太ももにすり寄って背中を丸める。そしてこちらを見上げて、眩しそうに目を細めた。

　こんなことをされるたび、最初の頃は心臓が破裂しそうなくらい内心慌てふためいていた。今では少しずつ落ち着いてきて、心拍が大きく跳ねたあと徐々に穏やかな愛おしさが胸に広がっていく。

　尚人が淳の髪の毛を撫でると、淳は気持ちよさそうに目を閉じた。

「ずっとこうしてたいな」

　目をとじたまま、口元に笑みを浮かべる。

　それはこっちの台詞だと思った。いつまで、と考えると胸がチクンと痛くなる。

　淳とこの先、ずっとずっとこうしていられたらいいのに。出来れば一生側にいたい。

　そんな重いことは、決して口に出せないけれど。

　満たされれば満たされるほど怖くなることもある。

　なるべく軽く聞こえるように気をつけて、「うん」と答えた。

　そうやってしばらくまったりと過ごしてから淳が口を開いた。

「デザート欲しいなぁ」

　ゆっくりと体を起こした淳に唇を奪われる。小鳥が啄むように何度も軽く触れては離れ、また重なる。くすぐるようなキスだった。

　ベッドに手を引かれ、促されるまま、座っている淳の体に向かい合う形で跨る。恥ずかしい体勢だけど、密着できるから嫌いじゃない。

　抱き合いながら、もう一度唇を求め合う。だんだんと深くなっていく口付けに、うっとりと意識がとろけていく。

「好きです。大好き」

　いつだって淳の言葉は惜しみない。まるで自分がはちみつ漬けにされている気分になる。

　甘い甘い言葉に、指先に、唇に。身も心も溶かされて、とろとろのはちみつが体中に絡みつき、心の中まで入り込んでくる。

　隅々まで行き渡り、淳でいっぱいになればいい。

　好きになりすぎたらどうしよう。いや、もう遅いのは分かってる。







『週末どうする？』

　昼休みに送ったメールに、淳から返って来たのは断りの文句だった。

『すみません、就活の説明会があるんで』

　またか……。尚人は画面を見つめて寂しい気持ちになった。

　この時期の大学三年生といえば、就職活動が活発になって来る時期だ。淳も少し前からネットで企業にエントリーしたり、自己分析を始めたりしていた。最近では説明会やＯＢ訪問が増えてきて、先週末も会えなかった。今は合同説明会が多いが、企業毎の説明会も増えていくだろう。これからもっと忙しくなっていくに違いない。学部時代、周りの同級生はそうであったし、尚人も院に進むかどうかを悩み、少しだけ就活をかじったことがあったので、流れはだいたい分かっている。

　情報交換もあって、淳は同級生や学部の先輩とつるむことが多くなったようだ。

　これまでなら連絡を取り合って一緒に過ごしていた時間も、同じキャンパス内にいても誘われることは少なくなった。

　事情は理解しているし、もちろん心の底から応援もしている。

　実際、こちらを優先せずに今は就活を頑張るように言ったのは尚人自身だった。前途洋々たる淳の将来を邪魔することなんてあってはならない。

　それでも、だ。それとは別に不安になってしまうのは止めようがなかった。

　世の恋人たちというのは、こうやって会う時間が減りすれ違っていくのだろうか。

　そんなことを考えると胸が張り裂けそうになる。

　初めての交際だから、どのくらい気持ちを出していいのか加減が分からなかった。

　年上ぶって、聞き分けのいいふりをして、会いたいと言うことも出来ない。

　淳のことが大事だからこそ頑張ってほしい。でも、好きだから会いたくなる。その堂々巡りで、矛盾した想いを抱え、尚人は痩せ我慢をしていた。

　就職活動をしているといろんな大学の子と出会いがあるだろう。

　いつ新たな出会いをして自分の元を去って行くのか、考え出すと不安でたまらなくなる。

　恋愛が長続きしないと聞いていたから、最初からこの関係も長続きするなんて想定はしていない。

　両思いになれただけでも奇跡のようなものなのに、今付き合えているのは過分な幸福なのだ。そう自分を戒めて納得させようと努めている。

　優太にそれとなく探りを入れると、通常は二、三ヶ月しか続かず、早いときは数週間のこともあると言っていた。

　付き合いはじめてそろそろ三ヶ月が経とうとしている。別れのときがもうじき来るのではないかと尚人は密かに怯えていた。

　仕方なくひとりで昼食をとろうと、尚人は食堂へ向かった。第一食堂が混んでいたので、その隣に連結して建っているカフェテリアに席を探しに行く。先に席を確保してから注文に行くつもりだが、こちらの混雑具合も食堂と大差ない。外のテラス席はどんな具合かと目をやると、そこに淳の姿を認めてギクッとした。

　テーブルに座っているのは淳を含めて三人。淳の向かいに座っているのは優太で、隣に座っているのは見知らぬ女の子だった。遠目からでも綺麗だと分かる子だ。優太は昼食を食べているところだが、淳と女性は仲よさそうに一冊の本をふたりで眺めている。

　ぞわぞわと胸が不穏に騒ぎだす。

　──邪推はやめろ。ふたりきりで会っているわけじゃないんだ。

　その証拠に、ときどき優太もふたりの話に口をはさんでいるのが見てとれる。たとえふたりきりだったとしても、彩花のときのことを考えれば何も疑うようなことはない。

　見なかったことにしてその場を離れようとしたそのとき、一瞬、確かに淳と目が合った。しかし、尚人の動揺をよそに、ぶつかった視線はつと逸らされ、次の瞬間には何事もなかったかのように淳は女性と笑い合っていた。

　何だよ、それ……。

　そんな反応をされたのは初めてだった。これまでなら、自分を見つけたとたん、嬉しそうに駆け寄ってきていたというのに。

　ショックを受けた尚人は足早にその場を後にし、結局昼食もとらずじまいとなった。




　そうか、こんなふうに、突然やってくるんだな。

　バイト中、ゴミをまとめながら尚人は重いため息をついた。

　分かっていたことだ。はじめから覚悟していたから、自分も伝えなかった。そして、やはりそれでよかったのだと思いを深めている。

　尚人は留学のことを淳になかなか言えないでいた。

　言うまでもないと、どこかで思っていたのかもしれない。日本を発つそのときまで自分たちの関係が続いている自信がなかったのだ。

　それに、続いていたとしても、言ったらきっとさよならになる。そんな面倒な交際、誰も好き好んでするはずがない。

　一年以上も離れ離れでどうやって続くというのだろう。そばにいても不安なのに、長い間会わずに淳を繋ぎ止めることなど、尚人には途方もないことに思えた。




「それじゃあ、お疲れ様でした」

　朝方、同じシフトに入っていた荒巻という中年の男に声をかけ外に出た。

　冬の早朝は真っ暗で寒さが厳しい。早く家に帰ろうと足を踏み出したとき、暗闇の中から突然声をかけられ、尚人は腰が抜けるかと思った。

「ナオ先輩」

「うわぁっ！」

　店の脇から姿を現したのは淳だった。

「び、びっくりしたぁ……！」

　大声を出して驚いた尚人に淳が苦笑いをする。

「すみません、お疲れ様です」

　淳は当然のようにさっとマフラーを尚人に巻いて手袋を渡してきた。それから、そばに停めていた自転車を押して隣に並ぶ。

「なんでここに？」

　ゆっくりと歩きだす淳に従い尚人も歩きはじめた。チリチリと車輪の回る音が静寂の中に響く。

「会いにきました。一限は出ないといけないやつだから、それまで先輩んちにいちゃだめ？」

「いいけど……」

　一限から入ってるのにわざわざ？　それもこんな時間に？

　尋常じゃない感じがして不安がよぎる。もしかして、自分はこれから別れ話でもされるのでは……。

　昨日のことにも触れることが出来ず、淳が何を考えているのか尚人にはさっぱり分からなかった。




「どうぞ」

「おじゃまします」

　淳の挨拶の仕方がなんとなくよそよそしい気がして緊張が高まる。

「あったかいお茶でも入れてくるから、ちょっと待ってて」

　一旦座ったものの気まずさからすぐにキッチンへ立とうとすると、いきなりガバッと抱きつかれ、その勢いでふたりして床へと倒れ込んだ。

「もう限界」

　そう言って淳が強く抱きしめてくる。

「淳……？」

　唐突な淳の行動に鼓動が急加速し、動悸が止まらない。

「この二週間必死で我慢してたけど、昨日ひと目見たらもう無理でした。あの場はどうにか耐えたのに、それからはずっと先輩のことばっか考えてた。会いたくて会いたくて眠れなくて、こんな朝っぱらからチャリ飛ばしてくるくらい」

　淳は腕の力を緩め、尚人の顔を覗き込んでから言葉を続けた。

「ねぇ、俺ちゃんと就活頑張るから、ときどき充電しに会いに来てもいい？　そしたら絶対もっと頑張れる」

　わけが分からず呆気に取られる。

「え……昨日無視したのは？」

「無視って……そんなふうに言われると心外です。見てないことにでもしないと、俺の決心鈍るじゃないすか」

「決心？」

「先輩に励まされてから、俺頑張ろうって思ったんです。まぁ、ちょっと拗ねてたのもあるけど。こっちは平気だから気にするなって言われて、会いたいのは俺だけかって」

　なんだ……なんだ、そうなんだ。

　ひとりで疑って不安になって馬鹿みたいだった。自信がないのは、自分だけではないのだ。

　尚人はなぜか可笑しさがこみ上げてきて淳に抱きついて笑った。

「何が面白いんですか？」

「なんでも」

　そう言いながら肩を揺らすと、淳が口を尖らせる。

「どうせ俺はガキですよ、先輩はいつも大人でさ」

　全然大人なんかじゃないから、心の中は見せたくない。つまらない意地をはらず、素直に気持ちを表現出来るってすごいことなんだよ。

　淳が尚人に擦り寄ってくる。

「あー、やりてー。でも、ねむい……」

　尚人と会えたら安心したと言って目をつむる。

「おい、ここで寝たら……」

　背中をぽんぽんと軽く叩くけれど、反応が返ってこない。安らかな寝息が聞こえてきて、もう眠りに落ちたことを知った。こんなところは、確かに子どもみたいだ。

「俺はやりたいよ」

　ぼそりとこぼした呟きが虚しく宙に消えていく。

「……うそ。俺もねむたい」

　ベッドから布団を下ろし自分たちに掛けると、目覚まし時計をセットする。

　よいしょ、と淳の腕を頭の下に敷きなおして、尚人は淳に抱きついた。







　思いのほか交際は順調に続いていき、別れの気配など微塵も感じられなかった。

　そうすると、今度は別の問題が重くのしかかってくる。留学のことを切り出せず、尚人は焦りはじめていた。

　高級進修生として中国に留学することが認められ、渡中するときが着々と近づいてきていた。

　高級進修生になれば正式に授業の聴講が出来る上、大学の研究所に所属して指導教員の指導のもとで研究をすることが出来る。指導教員はもちろん王である。教授の推薦もありスムーズに話はまとまった。

　中国の大学は九月始まりだが、尚人はその前に半年の語学研修を受けることにした。必要な語学試験は一応通ったので日常会話は問題ないとしても、専門的な授業を中国語で受けるとなるとまだまだ語学力が心配だからだ。語学留学であれば比較的柔軟な受け入れ体制があり、ひと足早くあちらに渡ることになっている。

　今日こそ留学のことを話さなければと、放課後校門で待ち合わせ、一緒に淳の部屋へ向かった。

　淳の部屋にももう何度も来たことがある。いい加減に見える割に綺麗にしていて、淳は自分なんかよりよっぽどきちんとしているところがある。

「そうだ。先輩、手出して」

　ホットココアを二人分テーブルに置き、尚人の隣に腰掛けると、淳はカバンから何かを取り出した。

「この間会ったとき、かさついてたから」

　淳が取り出したものはハンドクリームだった。尚人の手を取り、たっぷり出したクリームを丹念に塗り込んでいく。

「いいよ。ほっといたってどうってことない」

　塗り終わった手の甲を優しく撫でて、淳がちゅっと口付ける。

「俺の大事な人だから、先輩も自分のことを大事にしてください」

　そのまま視線をこちらに投げ微笑まれると、尚人の胸が早鐘を打った。

　こんなことをされるのは、いつまでも慣れない。

　淳がぴったりと尚人の体に寄りかかってきた。

　どうしよう、言い出しにくい雰囲気になってしまった。内心焦って気が気でない。けれど言わなければ。もう時間がないんだ。

　尚人は意を決して口を開きかけた。

「あの……」

　その声に、思いがけず淳の大きなため息が重なり、尚人はビクッと身をすくませた。

「……どうかした？」

　悪事が露呈したようなばつが悪い気分で様子を窺う。

「いや、ちょっとうちのことで……。実は、じいちゃんがもう長くないみたいなんすよ」

　そんな深刻な内容が返ってくるとは思わず、「えっ」と驚愕の声が口を突いた。尚人が初めて聞く話だった。

　そういえば、と駅で淳に出くわしたときのことを思い出す。吉祥寺で家族と食事をして憂鬱な気分だったと言っていた。確か、そのときちらっと家がごたついてると聞いた気がする。

「もしかして、前言ってたのってそれ？　なんか、ごたついてるって……」

「あぁ、そうです。夏頃は誰が引き取って介護するか、親戚の間で揉めてましたね。俺は母親の愚痴を聞かされただけだったけど。うちは次男なのに押し付けられそうだって。今頃は遺産相続のことで揉めてるんじゃないかな」

　淳は淡々と話すが、尚人には無理をしているように感じられた。さっきため息をついていたし、声がどことなくつらそうだからだ。

「おじいさん、好きなんだ」

　静かに問いかけると、一拍おいて淳が頷いた。

「……はい」

　尚人もその気持ちはよく分かった。核家族が多い都会とは違って、田舎は三世代で暮らす家が少なくない。尚人の実家も昔から祖父母と同居しており、一昨年祖母が他界していた。

　淳が話しはじめる。

「うちは両親共働きで鍵っ子だったから。夏休みとか長期休暇は預けられてたんです」

　鍵っ子。今時珍しくもないのかもしれないが、小さな淳が寂しい思いをしている姿を想像してしまい、尚人は胸が痛んだ。

「そうなんだ……」

「小さいときは、じいちゃんなんて大っ嫌いだったんです。躾に厳しかったんで。いっつも怖い顔でジロっと見張られてて、行儀が悪かったら怒られて、散らかしてたら怒られて。もう、何しても怒られてばっかでした。うっせーじじい、とか言って反抗すると、雷落とされて、泣いて謝るまで家の中に入れてもらえなかったこともあります。……まぁ、こんなふうに育っちゃったけど。反動かな」

　淳が自嘲めいた苦笑を漏らす。

「そんなことないよ」

　尚人は強くそう思った。

　淳は箸の持ち方も綺麗だし、部屋も綺麗で、芯のところできちんとしている。無礼なところも確かにあるが、根はまっすぐで、たまに見せるさりげない気遣いにはこちらが驚かされるほどだ。そういうことだったんだな、と尚人は妙に納得した。おじいさんの教えがしっかり淳の中に根付いている。

「中高入るともう親も心配しなくなって、自分も友達と遊んでる方が楽しかったから、どんどん疎遠になりました。この間久しぶりに見たら、あの貫禄たっぷりのくそじじいが、やせ細ったちっぽけな老人になっててショックでした。……俺のことももう分かってなかった。勝手だけど、どうしてもっと早く顔を見せに行かなかったのか後悔しました。きっと、むすっとした顔で『来たか』って言うだけだっただろうけど、心の中ではすげぇ喜んだはずなんですよ。そういう人だから。今なら、あの怖い顔の裏にあった愛情が分かるんです。感謝もしてるのに……」

　尚人は黙って淳の肩を抱き寄せた。

　もっと淳の話を聞きたい。聞くことしか出来ないけれど、それだけでも気持ちが楽になることもある。自分がそうやって淳に救ってもらったように。

　祖父との思い出、家族の話、小さい頃から今までのこと。その日は淳からたくさんの話を聞いた。そして話してもらえたことが尚人は嬉しかった。

　ただ、留学のことはとうとう話すことが出来なかった。







　春が近づくにつれ淳は就活で忙しくなり、尚人は追い詰められた。

　なかなか会えない日が続いた三月初めのこと。夕方尚人が買い物から帰ると、部屋の前に淳がうずくまっていた。

「淳？　どうしてここに……連絡くれたらよかったのに」

　そうしてくれれば買い物になんて行かなかった。

　いつから待っていたのだろう。都心まで出ていて半日は家を空けていた。

　顔を上げた淳を見て尚人は戸惑った。見たことがないほどに悲壮な表情をしていたからだ。

「……先輩、留学するんですか？」

　その言葉に、心臓が止まるかと思った。

「なんでそれを……」

「店長に聞きました」

　バイトをやめる話をしたのは先月のことだった。伏せておいて欲しいと頼んでおいたのに、何かの拍子に伝わってしまったのかもしれない。

「とにかく、中に入って」

　かすかに震える手で鍵を開け、淳を部屋の中へ招き入れた。

　上がるように促したが、彼は玄関に突っ立ったまま動こうとしない。

「どういうことですか」

　心の準備も整わないまま、単刀直入に本題に入られて、尚人は頭が真っ白になった。

　ちゃんと説明しないといけないと分かっているのに、何から話せばいいのか迷子になってしまう。

　淳の目はまっすぐに自分を捉えている。その瞳に逃がしてもらえず、息を詰めて見つめることしか出来ない。

「…………ごめん」

　長い沈黙の後、出てきたのはそれだけだった。

「ごめんって何だよ！　ほんとに行くってことかよ！」

　淳の怒号が響き、思わず体が強ばる。

　その拍子に落とした紙袋から、トラベル用品が転がり出た。

　淳の視線がそれを追い、ますます身の置きどころがなくなる。

「ごめん……」

　瞬時に弁明をすることが出来ず、尚人は力なく謝罪の言葉を繰り返した。

「……なんで！　なんで黙って行くんだよ！　そんなの一言も聞いてない！」

　こんなふうに怒る淳は見たことがなかった。

　何か言わないと。ちゃんと説明しないと。

「……淳とこうなる前から、決まってたんだ」

「だったら何！　行けとも行くなとも言ってない。言わせてももらってない！　それ以前の問題だろ」

　話す順番を見失い、失言をしてしまったことに気がついた。

　淳が一歩尚人に迫る。

「こんなに大事なことも言えないほど、俺ってそんなに頼りない!?　それとも、付き合ってると思ってたのは俺だけ!?」

「ちがっ……」

「違わねぇだろ！　一度も好きだって言われてないし、先輩にとって、俺って一体何!?」

　深く胸がえぐられた。

　──違うんだ。違う。

「淳、聞いて……」

　尚人はとっさに淳の腕を掴んだ。

「何も話したくない！」

　手は乱暴に振り払われ、淳はそのまま外に飛び出して行ってしまった。

　尚人は呆然とその場に立ち尽くし、我に返って追いかけたときには、淳の姿はもう影も形もなかった。

　夜の帳が下りた闇が、いつもより深く感じる。

　淳と手を繋いで歩いた道だった。いたずらのようにキスをされた道だった。

　悔やんでも悔やみきれない。

　取り返しのつかないことをしてしまった。何が何でも、伝えるべきだった。好きで、好きで、好きで。壊れるのを恐れすぎたあまりに、自らの手で壊してしまったのだ。

　ひとりきり来た道を戻りながら、尚人はひたすら自身を責め続けた。







　それから、尚人は淳に何度もメールや電話を入れた。しかし、反応が返ってくることは一度もなかった。出発前の数日間は淳のアパートにも通ったが、そこでも会うことは叶わなかった。帰っていないのか、居留守なのか、どちらにせよ徹底的に拒絶されていることには変わりなかった。

　出発の日の朝、空港の窓から見える空は、雲ひとつなく、皮肉なほどに晴れ渡っている。

　もう搭乗手続きをしなくては。

　淳の部屋の郵便受けに飛行機の時間を書いて入れておいたが、やはり最後まで彼は現れなかった。

　去る者追わず、か……。自業自得だ。

　淳の声が蘇ってくる。

〝一度も好きだって言われてないし、先輩にとって、俺って一体何？〟

　それは、尚人にとってあまりに衝撃的な言葉だった。

　淳への気持ちは、自分の中では疑いようのないほど当たり前のものだったからだ。

　分かっているだろうと思っていた。それに甘えて、何一つ伝えてこなかった。

　致命的に言葉が足りなかったのだ。どんなに好きでも、ただ思っているだけではだめだった。失ってから気づいても遅いけれど。

　こんなことなら、恥も外聞も捨てて、思い切り好きだと言えばよかった。淳はいつでもまっすぐに向き合ってくれていたのに、ひどいことをしてしまった。

　最終アナウンスが聞こえ、尚人は静かに踵を返した。

　初恋は十年以上引きずった。この恋は、心が痛まなくなるまでに何年かかるだろう。

　淳の姿を思い浮かべるだけで、泉のように溢れ出す愛おしさで胸が塞がった。






十









　中国の大学の朝は早い。一限目は八時から始まるからだ。尚人はいつものとおり七時前に起き、簡単な朝食を済ませ、七時半に同室のキムを起こした。

「阿金，快起床吧（キムくん、起きて）」

　布団の中から呻き声が返ってくる。

　キムは語学留学に来ている韓国人だ。夏まではタイ人と同室だったが、彼の帰国後、秋からキムと一緒に暮らしている。

　外国人寮は基本的にニ人部屋だが、新しくて設備も充実しており生活に不便はない。

　どう考えても劣悪としか言えない中国人寮からしたら天国と言えるだろう。あちらはニ段ベッド四台の八人部屋だ。

　しかし、彼らはどんな環境でも熱心に勉学に励む。ここにいる中国人学生は皆非常に優秀でハングリー精神がある。人口過多なこの国は、熾烈な競争社会なのだ。

　そんな彼らと肩を並べて授業を受けはじめて、もう五ヵ月になる。語学留学の期間も入れると、尚人が中国に来て十ヵ月あまりが経っていた。

　結果的に早めに来ておいたのは正解だった。北京の中国語に慣れることが出来たからだ。日本では中国語イコール北京語だと思われがちだが、北京の言葉と普通プートンファ（標準語）は異なる。北京の訛りは巻き舌がきつく、日本人には聞き取りが難しい。最初の頃は尚人も苦労をした。

　春から夏にかけては外国人だけの授業を受けていた。留学生で多いのは韓国をはじめとしたアジア系であるが、欧米人も意外と多く、非常にグローバルな人間関係が出来た。

　秋からは中国人学生の中で授業を受けている。

「尚人，早啊（尚人、おはよう）」

　キムが目を擦りながら起き上がる。

「早。我走了（おはよう。俺もう行くから）」

「慢走（行ってらっしゃい）」

　寮はキャンパスの中に建っているので通学時間はほとんどかからない。キムはいつもギリギリに起きて授業開始の五分前に部屋を出ていく。

　暖気（ヌアンチー）と呼ばれる中国特有の暖房設備で室内はあたたかいが、一歩外に出ると冷たい空気が肌を突き刺す。外に出ると同時に、尚人はマスクで口元を覆った。空気が澄んでいるとはとても言えないからだ。大気汚染が原因で辺りはいつも白くモヤがかかっていた。

　美しい景色が霞んで見えるのがもったいないと尚人は思う。大学の広大な敷地には緑が多く、大きな湖や博物館まである。モダンな建物と伝統的な建物、中国の新旧の建築様式が見られ独特の風情があった。

　現在は試験期間中で、試験が終われば冬休みだ。そして中国最大のイベント、旧正月を迎える。その頃にはまた一段と冷え込むだろう。北京の冬は東京よりも気温が下がる。寒さに身震いし、尚人の足取りは自然と速くなった。

『尚人、早く！』

『今行く！』

　午前中の講義が終わると、同じゼミの張健と一緒に急いで学食へと走った。なぜなら、昼休みの学食は戦場なのだ。席がなくなるどころか、壁のちょっとしたくぼみやタンクの上など、トレーが置けるような平らなスペースまですぐ埋まってしまう。当然そこで立ち食いをするわけだが、それさえも確保できなかったら、人にぶつかられながら、トレーを持っての立ち食いだ。

　中国の人口密度には驚愕する。街へ出ても人、人、人。中国には「人山人海」という言葉があるが、人混みを山や海に例えたくなる気持ちも分かる。

　幸い、なんとか席を確保することが出来てほっとした。

　学食の料理は安くて美味しいので人気がある。ただ、尚人には少々油っこくそんなに多くは食べられない。

　張と話しながら食べているとき、ふと周りを見て、注文に並んでいる男性の後ろ姿に目が止まった。

　長身に栗色の髪の毛。

　違うとは分かっている。それでも、淳と似た背格好や雰囲気の人を探してしまうのは、知らず知らずのうちに尚人の癖のようなものになっていた。

　食事を受け取り振り返った顔は、やはり淳とは似ても似つかなかった。

『尚人、聞いてる？』

　呼びかけられて我に返る。

『あぁ、ごめん、聞いてなかった』

『だから、試験終わったらスケートしようって話』

　キャンパス内にある大きな湖は、冬になると凍ってスケートリンクと化す。張は以前からやりたいとはしゃいでいたが、今は目の前の試験に向けて辛抱していた。

　日本にいたら自然のスケートリンクなんてめったに体験出来ない。尚人も気になっていたので快く約束をした。

『あっ、周蘭だ。今日も綺麗だなぁ』

　張の視線の先に目をやると周蘭がいた。周はその美貌で多くの男子生徒の視線を集めている。尚人のゼミの花であり、地方から出てきた素朴な張もまた、ひっそり彼女に想いを寄せていた。

　こちらに気づいた周が近寄ってきた。

『ハーイ。ご飯食べた？』

『俺もう食べたから、ここいいよ』

　急いで残りを食べ終え、尚人は周に席を譲る。慌てて引き止めようとする張に向かってこっそり「加油ジャーヨウ（頑張って）」と言ってその場を離れた。

　王先生に論文を見てもらいたい。資料を集めに図書館にも行かないと。

　こちらに来てからというもの、尚人の生活は立ち止まっている暇がないほどに忙しかった。慣れない土地、慣れない言葉で、現地の院生と同じ授業に付いていくということは多大な努力を要す。

　しかし、そのおかげでつらいことばかり考えずに済んだ。

　確かに淳のことはまだ忘れられない。いつもどこかで面影を追ってしまう。けれど、心の真ん中にあった彼への想いは、深い場所まで沈んでいって、その上にたくさんの『やらなければならないこと』を積み上げた。そうしてめったに表面までは浮き上がってこなくなっていた。

　食堂を出て外を歩きながら、尚人は凍った湖を見やった。畔には柳がしなだれ、奥には凛とした佇まいで塔が建っている。秋には綺麗だった水面は完全に凍りつき、硬い氷で覆われていた。

　教室の椅子を持ち出してソリの代わりにして遊んでいる学生たちが見える。その少し離れたところには恋人たちが手と手を取り合い滑っている。女性が転び、ふたりして氷の上に倒れた。笑いながら抱きしめ合う。

　皆一様に楽しそうで、笑い声まで聞こえてきそうだった。

　寒いのは苦手だ。ふとした瞬間寂しさが募る。人肌が恋しくなる。

　尚人は湖から目を逸らし、前を向いて歩き続けた。




　残りの昼休みは図書館へ行くことにし、放課後に王から論文指導を受けた。

「君は冬休み帰らないんだって？」

　荷物をまとめて帰りかけたとき、王に尋ねられた。尚人と王は日本語で話すことが多い。

「あ、はい。寮に残ります」

　旧正月前後は交通が麻痺する。誰も彼もが故郷へ帰ろうと殺到するからだ。そんな時期に移動するなんて自殺行為としか思えなかった。

　王が立ち上がり、そばまで近寄ってくる。

「じゃあ、よかったら僕の別荘に来ないか？　学会発表が近いから色々と手伝ってくれると助かるんだが」

　肩を撫でられ、尚人は戸惑った。その撫で方が別の思惑があるように感じられたからだ。

「あの、先生……」

　王が隣に腰を下ろし距離がほとんどなくなると、尚人の鼓動が速くなった。

　──この香り。淳と一緒だ。

　整髪料か何か、王はおそらく淳と同じものを使っている。以前からそのことには気づいていて、王が近づくたびに意識せずにはいられなかった。

　肩を撫でていた手が腕を滑り降りる。手の甲を包み込まれると、尚人は体を強ばらせた。さすがに師弟の範囲を超えていると思う。

　熱い眼差しで覗き込まれる。

「君は、〝同志トォンヂー〟だろう？」

　王は同志の部分だけ中国語で言った。そんな使い方は知らなかったが、同性愛者のことを指しているのだと直感的に分かった。

「どうして……」

「そういうのはなんとなく分かるんだ。周さんのことを見ても顔色一つ変えないしね。他の女性に対してもそうだ。それに、ときどき男を目で追ってるだろう」

「ちが……」

　王が身を乗り出す。

「そうかな。体に聞いてみようか」

　耳元で囁かれ、甘い香りにくらっとした。

〝先輩、シャワー浴びて来ました？〟

　出会った頃の淳の台詞が脳裏をよぎる。あのとき密着されて、初めて嗅いだ香りだった。

　その後も、何度も何度も、身を寄せ合うたびに。

　急激に人のぬくもりが恋しくなってくる。

「誰か特定の人がいるのかと見てたけど、そうじゃないようだから」

「先生……」

「君だって興味はあるだろう。いつからしてない？　それとも初めて？」

　興味がないと言えば嘘になる。淳との別れから誰とも触れ合っていなかった。

　寒くて、寂しい。ぬくもりが欲しい。

　ゆっくりと王の顔が近づいてくる。

〝キス、してもいい？〟

　心臓が大きく拍動した。

　真っ暗な雑木林、人びとの喧騒、火花の散る音。七色の瞳に映る自分の姿。

　あの日のあの場所に、刹那、立ち戻る。

　全てのことを今でも鮮明に覚えている。

「先生、俺には、忘れられない人がいます」

　唇が触れる直前、尚人は王を強く押し返していた。

「失礼します」

　素早く立ち上がり、逃げるように王の部屋を後にする。ドアが閉まったとたん、尚人は走り出した。

　嫌だ、嫌だ、嫌だ。嫌悪に鳥肌が立っていた。

　寮に戻ってすぐにシャワーを浴びる。必要以上に体を擦って洗った。それほど触られていないが、衝動的な行動だった。

　洗い終わり、鏡の前に立つ。そこに写った己の姿を見て、尚人は胸が潰れそうになった。

　キスマークも噛み跡も何もない、まっさらな裸。

　淳はもうどこにもいないのだ。それなのに、心の中にだけ、いつまでも深く痕跡が残っている。




　それ以来、尚人はついつい淳のことを考えてしまいがちになった。沈め込んでいた気持ちがときどき浮かび上がってくる。凍った湖のように心の表面に硬い膜が張っていたとしたら、王との一件でそこに亀裂が入りかけていた。

『これ辛すぎない？』

　研究室の仲間と火鍋を囲んでいるときに周が言った。スケートを楽しんだ日の夜、冷え切った体を温めようということになり大学の近くのレストランに来ていた。

『俺は辛いの好きだからいける。尚人は大丈夫？』

『うん、美味しいよ。あったまる』

　最初は寒かったはずが、途中からは皆暑い暑いと汗をかきながら箸を進めた。

　こんな辛いもの、淳は食べられないな。

　そう思って尚人はくすりと笑みを零した。そしてすぐさま、自分の考えに動揺が走った。

　去年の冬、淳と鍋をしたことが思い出される。ふたりで買い物に行って、拙いながらも一緒に材料を切って。もっと食べろ食べろと肉をお椀に入れられた。間違いなく、幸せの絶頂だった。

『どうした？』

　箸が止まっている尚人に張が尋ねる。

『いや、やっぱりちょっと辛いね』

　香辛料が目に沁みたふりをして尚人は鼻をすすった。

　帰り際、レジの前で誰が会計をするのか口論になっているグループがあった。この手の面子の張り合いは中国では珍しくない光景だ。

『あれ？　先生？』

　周の言葉でその中に王の姿があることに気づき、尚人はぎくりとした。王とはあれ以来顔を合わせていなかった。気まずくてたまらないのに、友人たちが挨拶をしに行ってしまう。王と目が合って、尚人はぎこちなく会釈だけした。

　尚人たちが支払いを終え外に出ると、先に帰ったはずの王が店の前で立っていた。自分を待っていたのだと尚人にはすぐに分かった。

「佐藤くん、少しいい？」

　話しかけられて覚悟を決める。これからの留学生活、避けては通れない道だ。なるべく友好な関係を保ちたい。寮に戻る友人たちにはここで別れを告げ、尚人は王とともに残った。

「少し、歩こうか」

「……はい」

　並んで歩き始めてしばらくは、どちらも何も話さなかった。

「さっきのは大学時代の同級生たちでね。たまに集まって飲むんだ」

「そうなんですか」

　世間話も広がらず、また気詰まりな沈黙に陥る。

　大学周辺を歩き途中でキャンパスの中に入った。湖畔で王がベンチに腰掛けたので、緊張しながら尚人も隣に腰を下ろす。先日のことがあるので、ほんの少し警戒していた。

　昼間は大勢の人がスケートを楽しんでいた湖も今はひと気がない。暗闇の中、ライトアップされた塔だけが煌びやかに瞬いている。

　どう話せばいいのか悩んでいると、先に話を切り出したのは王の方だった。

「この間は、いきなりあんなことして済まなかった。ちょっとした冗談のつもりが、君に嫌な思いをさせてしまって」

　冗談だったのか。あのときもう少し動かずにいれば、笑い飛ばされていたのかもしれない。過剰反応してしまった自分がいたたまれなくなった。

　王が続ける。

「いや、違うな。もし嫌がられたら冗談にしてしまおうと思っていた。脈があるのかどうか反応が見たくて、あわよくばという気持ちがあったことも認める。最初に見たときから気になっていて、今僕は君に本気で惹かれている。あれからひどく悔やんで頭から離れないんだ。君には忘れられない人がいるかもしれないが、ほんの少しも考えられないだろうか？　出来れば、真剣に付き合って欲しい」

　尚人は信じられない気持ちで王の告白を聞いていた。真摯な目で見つめられ脈が駆け足になる。

　いつまでも引きずっていても、救いがないことは分かっている。それでも、尚人はどうしてもその気になれなかった。あのときの嫌悪感が忘れられない。今でも心が、淳でなければ嫌だと言っている。

「すみません……」

「……そうか。無理を言って悪かった。これからも今までどおり接してくれると嬉しい」

　王が眉を下げて微笑む。無理をしたような笑い方に尚人の胸が痛んだ。

　どうしてこの人じゃいけないんだろう。自分にはもったいないほど魅力的な人だ。ただ、淳ではないというだけで。

　充実した日々を送りなるべく考えないようにしてきたはずだったのに、次の一歩を踏み出すには、やはりまだ時間が必要なのだと思い知った。




　試験が終わり休みに入ると、中国人たちは皆実家へと戻りキャンパスの中は閑散とした。留学生たちの中には、残る者もいるが、帰国する者や旅行に行く者もいる。寮の中も静かになった。

　韓国でも旧正月は大事なイベントらしく、同室のキムも帰国し、尚人はひとりで春節（旧正月）の朝を迎えた。と言っても除夕（大晦日）から続く騒がしさでほとんど眠ることは出来なかった。町中から花火と爆竹の音がするのだ。

　明るくなってきて尚人は窓を開けた。通りまでは見えないが、断片的に覗く家々は正月飾りで飾り付けられ、お祝いムードと家族団欒の気配が漂っている。今日はいろんな場所で縁日も開かれるらしい。

　鳴り響く火花の音を聞きながら、尚人は淳のことを連想していた。結局一緒に見れなかった花火。いつか改めて見たいと思っていたのに、叶うことはなかった。

「倒福ダオフー……」

　民家の軒先に飾られた逆さまの福の字を、尚人は複雑な気持ちで唱えた。発音が同じであるため、逆さまを意味する『倒』と到来を意味する『到』をかけたものだ。

　福が来る、か。そんなもの自分には来そうもない。

　冷たい空気で皮膚が痺れたように痛くなる。

　このところ北京の気温は氷点下となり、体の芯まで響く寒さになった。乾燥した空気は、呼吸をしただけで咳き込みそうになる。

　尚人はかじかむ手に息を吹きかけた。

〝大事だから、大事にしてください〟

　淳が丁寧にハンドクリームを塗ってくれたことを思い出す。その手は今、かさつきどころか、あかぎれて血が滲んでいる。

　──淳、淳……。北京の冬は寒いよ。

　冷気が心の隙間まで入り込んだ気がして、尚人はそっと窓を閉めた。

　何もすることがないとすぐに余計なことを考えそうになるので、パソコンを立ち上げる。

『尚人、今いい？』

　しばらく作業をしていたところに、祐樹からチャットで話しかけられた。

『大丈夫だよ』

　返信を打ち込みエンターキーを押す。

『結婚式のことなんだけど……』

　幼馴染みたちはいまだに結婚式を挙げていなかった。和美が妊娠したからだ。急遽籍だけ入れ、出産後落ち着いてから挙式することになっていた。

　直接話した方が早いと思い、通話に切り替える。

「明けましておめでとう」

　繋がってすぐにそう言うと、祐樹が「は？」と困惑の声を漏らした。

「今日こっちは旧正月なんだ」

『あぁ、そっか。旧暦のやつね』

「うん。それで、結婚式がどうしたって？」

　誰かと話していると気が紛れる。祐樹の話を聞きたかった。

『いや、今思いついてさぁ。前にお前が連れて来たクソ生意気な後輩。あいつも呼びたいんだけど、予定聞いといてくんない？』

　思いがけず淳の話題が出て、尚人は気が動転した。

「えっ、なんで？」

　一度会ったきりの男を、なぜ式に招待しようとしているのか理解出来なかった。それに、生意気だなんて言うほど話をしていたとは思えない。

　もう連絡なんて取っていないけれど気になってしまう。

『あぁ、そうか。あのとき尚人はいなかったか。駅で別れ際に、いきなり俺のこと世界一嫌いだっつったんだぜ？　面と向かってあんなこと言われたの初めてだったよ』

「えっ……」

　あの日、尚人が改札を通った後、淳は祐樹とふたりきりで話していた。詳しい内容は教えてもらえなかったが、やっぱり喧嘩を売っていたのだろうか。けれど、それにしては祐樹が楽しそうに話すのが解せない。

『で、それでさ、続きがあるんだよ。そのあとに何て言ったと思う？　〝でも、先輩とは一生仲良くするつもりなんで、俺のこともこれからよろしくお願いします〟って頭下げられたんだ。だから、よろしくしてやろうかなって思って』

　祐樹が笑いながら告げた真実に、尚人は言葉を失った。

　何も考えられなくなる。彼のこと以外は。

『尚人……？』

「ごめん、また連絡する」

『えっ、おい……！』

　訝しむ祐樹に構わずパソコンの電源を落とす。

　なんだよ、それ。なんだよ……。淳、ずるいよ、そんなこと。

　そんなふうに思っていてくれたなんて全然知らなかった。もしも選択肢を間違えなかったら、違った未来があったのだろうか。

　必死に押し込めてきた感情が、一気に胸に溢れ返ってくる。

　そんな資格はないと、ずっと封印してきた想い。

　もう隣に誰かいるだろうか。自分のことは忘れてしまっただろうか。もしかしたら、顔も見たくないくらい憎まれているかもしれない。

　そう思うと怖くなる。けれど、どんな理屈もこの想いを打ち消すことなど出来ない。

　会いたい。会いたくて、気が狂いそうだった。

　──行こう。

　ストン、とその考えが降りてきた。

　たとえ淳の隣に誰かいても、自分のことをどう思っていたとしても、最後に気持ちを伝えに行こう。

　全力を尽くして玉砕すればいい。既に失っているのだ。これ以上恐れることは何もない。

　決心したらいてもたってもいられなくなった。

　淳はもうすぐ大学を卒業する。早く行かなければ。

　しかし、この時期急に飛行機の予約が取れるはずがない。せめて旧正月の休みが明けないことには。気ばかりがはやって、ままならない現状がもどかしい。

　一旦認めてしまうと、どんどん気持ちが大きくなっていく。状況さえ許せば、間違いなく今すぐ飛び出していた。

　尚人は考えはじめる。

　これまで大学で偶然出くわしたのは、食堂での一回きりだ。闇雲に行っても会えない確率の方が高い。

　じゃあ、どうすればいい？

　いきなり家に押しかけるか？　いや、それは出来れば最終手段にしたい。入れてもらえなかったら、淳の部屋の前で痴情の縺れとなる。もっといい方法がないだろうか。事前に知らせると避けられるかもしれないから、ふたりきりで会えるよう誰かに協力してもらいたい。

　そのとき、優太の顔が浮かんだ。

　引き出しの中から携帯電話を取り出す。日本で使っていたものだ。充電器に挿し、優太の連絡先を調べる。

　見つけた番号に中国の携帯から電話をかけたが繋がらなかった。怪しい国際電話なんて取らないのが普通かもしれない。

　どうしようかと思って電話帳を一通り眺めていると、薫の連絡先に目が止まった。

　優太の隣の部屋に住んでいると言っていた。まだふたりともそこに住んでいるだろうか。迷っていたが、小さな望みにかけたかった。

　薫の番号にかける。頼む、取ってくれ──。

『……はい』

　長いコールの末、警戒心をあらわにした声が応答した。

「薫くん、俺、佐藤尚人」

『……えっ、尚人くん!?　びっくりしたぁ。変な番号だったから誰かと思った。今北京なんだよね？』

「そうなんだ。それより、城戸くんと連絡取れる？」

『あ、ちょっと待ってて』

　ドアの開閉する音がして、隣の部屋に向かったようだと分かった。

『ゆーた、尚人くんから電話だよ。ほら、杉田くんの……』

　電話の向こうから聞こえる薫の声に心拍が跳ねた。なぜ、淳の名前が出るんだ。

　ほどなくして電話口に出た優太は慌てていた。

『佐藤さん!?　今どこにいるんですか!?　あいつ今……いや、どこから話せばいいんだろう。杉田、春に事故にあって……』

　事故……？

　その言葉を聞いた瞬間、さっと血の気が引いた。尚人は茫然自失となるより他なかった。

　……嘘だ。淳が事故だなんて、そんなの信じない。

　先を続ける優太の声が、耳を素通りしていく。聞こえてはいるがぼんやりしていた。

『そのときに初めて聞きました。佐藤さんと付き合ってたなんて。病院から俺に電話をかけてきて、佐藤さんのことを何か聞いてないかって尋ねてきたんです。新しい住所や連絡先が知りたかったみたいだけど、俺は留学に行くことすら知りませんでした。店長やバイト仲間全員にも聞いたらしいけど、何も分からなかったって。俺が薫さんに聞いてみて、北京に行ったってことだけが分かった』

　ようやく我を取り戻してきた尚人は、慌てて優太を問いただした。

「ちょっと待って！　淳は無事だったの!?」

『救急車で運ばれたみたいだけど、幸い大したことなかったみたいです。ただ、佐藤さんの飛行機に間に合わなかったって、ひどく落ち込んでました』

　そんな……。なんてことだろう。淳はあの日、自分を追いかけてくれていたのだ。そして、そのために事故にあった。

　尚人は罪悪感に苛まれた。一方で、無事でいてくれたことに安堵の息をつく。

『杉田は学生課にもしつこく佐藤さんのことを聞いていました。留学先の学校か、実家の連絡先でも分かったらなんとかなるかもしれないって。でも、個人情報だからって何ひとつ教えてもらえなかったそうです。就活が終わって時間が出来てからは、佐藤さんの実家方面にも足を運んでいました。近くまで一緒に行ったことがあるんでしょう？　佐藤さんの幼馴染みが銀行員ってことを聞いてたらしくて支店を回って探してた。花火大会にも探しに行ってたけど、どちらも無駄足に終わったみたいです』

　そんなことまでしてくれていたなんて。喉の奥がつかえて息苦しくなる。

『それからは、時間が出来るたびに北京に探しに行ってます。あいつ単位はほとんど取れてたから、ゼミにときどき顔を出すくらいでよかったので』

　優太の言葉に頭を殴られたような衝撃を受けた。

「北京に!?　淳、北京に来てるの!?」

『はい、今もいるはずです』

　取るものも取りあえず、尚人は部屋から駆け出していた。淳が北京にいる。そう思うと、もうどうしようもなかった。




　地方出身者が帰省し、街は思いのほか閑散としていた。普段は渋滞がひどい道路もすいていて、タクシーも見かけない。店もほとんどが閉まっていた。

　北京と言ってもどこにいるのか分からない。尚人は自分ならどこを探すかを考えて、まずは大学を回るだろうと予想した。しかし、この時期その線は薄い。休暇中で学生がおらず、キャンパスに来たって諦めるだけだろう。

　今、人が行きそうなところ……自分自身が行きそうなところ……。

　──会ミャオフェイ（縁日）だ。

　現に今日は午後から見に行ってみようと思っていた。確証なんてどこにもないが、他に当てもない。

　尚人は電車に飛び乗った。縁日は各所で行われているため、ひとまず有名どころを目指す。

　道中、頭の中は淳のことでいっぱいだった。

　北京に来ていた。もしかして、今まですぐ近くですれ違っていたのかもしれない。そう思うとなんとも歯がゆい。

　ひとつの大学だけであれほどの学生数だ。そうそう見つかるはずがないのだ。大学ではなく語学学校まで含めて探したら、何校あるかそれだけでも数が知れない。それなのに、人探しなんて無謀なこの中国で、淳は自分を探し続けてくれていた。

　まだ待ってくれているのなら、彼の帰国後に日本に会いに行くのが確実かもしれないとも思う。けれど、淳が近くにいると分かっていて、尚人はじっとしていることが出来なかった。

　思いついてポケットから携帯を取り出す。淳の番号は電話帳で確認せずとも覚えていた。

　今ならかけられるはずだ。

　緊張しながら番号をひとつひとつ押していく。しかし、なかなか発信ボタンが押せない。

　躊躇をしているとき、急に着信があり携帯を取り落としそうになった。

「もしもし」

　電話の相手は優太だった。

『佐藤さん、杉田に電話して居場所を聞きました。けど、うるさくて聞き取れなくて……かけ直したらもう繋がらなくなってしまいました』

「えっ、何か少しでも聞こえなかった？」

『なんか、祭りがどうとか聞こえた気がするけど……自信ないです』

「……ありがとう。十分だよ」

　意を決して尚人からも淳に電話をかけたが、やはり繋がらなかった。

　しかし、淳はきっと縁日にいると確信を持てた。どこの会場かは特定出来ないが、それが分かっただけでもありがたかった。

　静まり返った街並みとは一転、大きな縁日が開かれる公園の最寄り駅を降りると、人がごったがえしていた。まるで町中の人びとが集まってきたようだ。よく見ると観光客も多い。

　こんな中から淳を見つけ出すなんて気が遠くなりそうだ。けれど、同じ思いを淳もしている。その事実が尚人を奮い立たせる。

　公園の正門まで来ると、更なる大混雑が待っていた。満員電車のような人ごみを押し合いへし合いしながら、前へ前へともがく。

　頭上には真っ赤な提灯がたくさん飾られている。中国では赤は厄除けの色であり縁起のいい色だ。そのため、やっと入れた公園内も門と同様、赤い装飾で溢れていた。

　公園の中はところ狭しと屋台が並んでいる。玩具や雑貨、軽食や特産品、工芸品など、様々なものが売られ、射的などのゲームの店も多く見られる。また、随所で獅子舞や伝統芸能のショーが行われており、大変な賑わいだった。

　尚人はきょろきょろと人の顔ばかりを見て彷徨った。しょっちゅう誰かにぶつかっては謝り、ときにはその拍子に倒れることも少なくなかった。

　人ごみに揉みくちゃにされ気分が悪くなる。後から後から来場者があり、きりがない。それでもひたすらに淳の姿を探し続けた。

　縁日が行われているのはこの公園だけではないので、出来れば何箇所も回りたい。けれど、入れ違いになるのが心配でなかなか移動できずにいた。

　迷った末に別の縁日に移動したときには、あたりはいつの間にか薄暗くなってきていた。

　時間が足りない。見えなくなったら淳を探せなくなってしまう。焦燥感がどんどん高まっていく。

　ふたつ目に訪れた縁日もまさに人の海だった。祈りながら歩きまわるが、ちっとも埒があかない。

　尚人は途方に暮れ立ち止まった。疲れて脚が棒のようだ。急に寒さが襲ってきて、耳や顔や手の感覚がなくなっていることに気が付いた。

　見知らぬ無数の顔、顔、顔。誰も尚人を知らず、尚人も誰も知らない。

　東京の街を思い出す。以前はこんな人ごみも嫌いではなかった。けれど、今はひどく寂しい。こんなに人がいるのに、淳がいないことが、世界でたったひとりぼっちのような気分にさせる。

　いよいよ暗くなってきて尚人は諦めかけた。

　頭上の提灯に灯りがともる。夜空にたくさんの赤い光が浮かんでいる様子はとても幻想的で、ぼうっとしながらその光景を見上げた。

　とうとう、会えなかった……。

　帰路につこうと踵を返したとき、少し先に気になる後ろ姿が目に入った。

　暗くてよくは分からない。髪型が違うような気もする。でも、背格好が、雰囲気が、淳に似ていると思った。

「淳っ!!」

　尚人は大声で叫んでいた。男は振り返らずに歩いていく。

「あつしーっ!!」

　待って、待って……。無意識に手を伸ばす。

　必死に追いかけるが、距離は縮まらない。すぐに男は人混みに紛れてしまい、見失ってしまった。

　幻のような一瞬だった。

　またいつもの人違いに決まっている。けれど、彼であってほしいのだ。

　なりふり構わず淳の名前を何度も叫びながら、男が消えた方向になおも進み続けた。

　行き交う人びとが何事かと視線を寄越してくる。気がふれているように映るだろうか。いや、もうふれているのかもしれない。

　人を押しのけて進んでいると、大柄の男にぶつかりよろめいて転びそうになった。

　そのとき、尚人は誰かに腕を引かれ、思いがけずぬくもりに包み込まれた。

「ナオ先輩」

　耳のすぐそばで聞こえる懐かしい声に、大きく心が震える。そんなふうに自分を呼ぶのはひとりしかいない。

　ハッとして見上げると、尚人は淳に抱きとめられていた。

　視線が交わり、金縛りにあう。

　今この瞬間、息の根が止まってしまうかと思った。




　淳が口元を覆っていたマスクを外す。久しぶりに見る彼の姿に尚人は目が釘付けになっていた。

　ふわりとした栗色の髪が、黒髪になり少し短くなっていた。さっぱりとして、軽薄な印象が削ぎ落とされたように精悍になっている。

　別人のような雰囲気に緊張する。けれど、

「やっと見つけた」

　そう言って笑った顔が、顔いっぱいに広がる大きな笑顔が、変わらない無邪気さで輝いていて、尚人は胸が熱くなった。

　こみ上げる想い。言いたいことは、たったひとつしかない。

　尚人は淳に飛びついた。

「淳……好き……」

　しがみついて、繰り返す。

「好き……好きっ……大好き……」

　そればかり、何度も何度も繰り返した。

「あぁ、頑張ったかいがあった」

　しっかり抱き返され、淳が嬉しそうにしみじみとそう零した。

　雑踏の中で抱きしめ合う。たくさんの人がいても、もう淳のことしか見えていなかった。寂しさがどこかへ消えて行って、代わりに喜びの渦が押し寄せる。

　頬に冷たい感触がして、見ると雪が降りはじめていた。紅くれないの灯りが散らばる夜空に、さらさらと細かい粉雪が舞う。

「奇跡、みたい……」

　淳が本当にここにいることがまだ信じられず、自然とそう呟いていた。

「奇跡なんかじゃない。一年近くかかった」

　自分にとっては降ってわいたような再会でも、淳にとっては、苦労に苦労を重ねた末の再会なのだと思い知る。

「ごめん……事故にあったって……」

「こっちに来てからもろくな目にあってません。今日だって携帯すられたし……もう勝手にいなくならないでください」

　連絡がつかなくなったのはそのためだったのだ。これまでも散々な目にあってきたようで申し訳ない。それでも、彼は諦めないでいてくれた。

「うん」

　尚人は力いっぱい頷いた。もう二度とそんな思いはさせないと、自らそばを離れないと、心に誓う。

「いつか大学に戻って来るって分かってたけど、じっと待ってるような殊勝なタイプじゃないんですよ、俺」

　あぁ……淳らしい。

　硬く凍った心の表面を、じんわり溶かしていくのではなく、力ずくで叩き割るようなところが、たまらなく好きだ。

　喧嘩別れした後、気持ちの整理がつかなくてなかなか連絡を取れなかったこと。祖父の逝去もあり、しばらく実家に帰って考えていたこと。遠距離でもやっていく決心がつき追いかけたこと。淳はこれまでの経緯をかいつまんで教えてくれた。

「ありがとう……去る者、追ってくれて」

「追いますよ、先輩のことはどこまでも。こんなに好きになったことないんです。覚悟してください、俺はしつこいですからね」

　淳がおどけて笑う。

　いつもさらっと好きだと告げてくる。尚人は反対に泣きたくなった。

　体が離れもう一度向かい合うと、改めて淳の顔に見とれた。

「その髪……」

「あぁ、就活したときに。変ですか？」

　尚人は照れて俯いた。とても似合っていると思う。かっこいい。

「…………ドキドキする」

　前の雰囲気も柔らかくて好きだったけれど、急に大人っぽくなって落ち着かない。

「そんなこと言って」

　いたずらのように、尚人の唇にさっと熱がかすめた。

　いつだって、予告もなしに奪われる。

「あーもう、俺の大事な先輩が！　唇ガッサガサだし、何ですか、この手は！　また薄着してるし、マスクすらしてない。あれほど自分を大切にしてくれって言ってたのに！」

　淳が急に騒ぎ出し、中身は何も変わってないことに嬉しくなった。

「淳がいないとダメなんだ……全然ダメなんだ……」

　震える声で、だから、ずっとそばにいてほしいと伝えた。

「くそっ、今すぐ連れて帰りたい」

　おそるおそる視線を上げると、淳が締まりなく頬を緩ませていた。

　その背後で、突如、轟音とともに七色の光が弾ける。

　驚いて後ろを見た淳が、すぐに尚人を振り返って顔を輝かせた。季節はずれの真冬の花火に、ふたりで笑い合う。

「明けまして、おめでとう」

「これからもよろしくお願いします」

　彼は、『今年も』ではなく『これからも』と言った。何気ない一言なのかもしれないけれど、胸にあたたかさが広がっていく。

「うん……」

　今年も、その先も、出来ればずっと末永く。

　ざわめく人びとの目を忍んで、もう一度、どちらからともなくキスをした。







　淳を見られないように、尚人はこっそりと寮に招き入れた。いつも過ごしている自室は、彼がいるだけで、どこか知らない部屋のような気がしてくる。朝はひとりきりで孤独に打ちひしがれていたはずなのに、今は高揚感に浮かされている。

「なんだ、結構マシなとこじゃないですか。俺、出稼ぎのおっさんとこに泊めてもらったことあるけど、それはもうすごかったですよ。けど、ふたり部屋かよ。先輩、何もされてないですか？」

　淳が部屋をきょろきょろと物色しはじめる。その後ろで、尚人は電気を消し彼の背中に抱きついた。

「ずっとこうしたかった……」

　積もる話がある。離れていた期間、淳が何をしていたか全て知りたい。けれど、まずは、存在を実感させてほしい。

　振り向いた淳に、もっと強く抱きすくめられる。

「俺の方が」

　絶対に自分の方が強く求めていたと思ったが、唇を唇で塞がれ、反論は許してもらえなかった。

　キスをしながら、淳は尚人の服を器用に剥ぎ取っていく。自身の服も手早く脱ぎ捨てようとしたので、尚人はそれを制した。

「俺に、させて」

　胸が張り裂けそうに高鳴っていて、淳に伸ばす指が震えていた。けれど、どうしても触れたい。

　たどたどしくボタンを外していくと、引き締まった身体がさらけ出された。

　窓の外から差し込む月明かりに、筋肉のラインが青白く浮かび上がる。それを視線でなぞり、ベルトのバックルに至る。おもむろに手を伸ばし、ベルトをするりと引きぬいた。ジッパーを下ろすと、ジーンズが淳の脚を滑り降りる。

　月光を浴びて佇む裸の淳は、さながら彫刻のようだと思った。

　尚人はひざまずき、ゆるく勃ち上がったものを下着の上から食んだ。唾液で布が濡れていくとともに、みるみる淳のものが育っていく。窮屈そうに前を盛り上げて、今にも外に飛び出しそうだ。尚人はごくりと喉を鳴らし、ゆっくりと淳の下着を下ろした。

　ゴムに引っかかり跳ね出たものは、硬く張り詰め、先端から蜜を溢れさせていた。欲情してくれている証に、否が応でもときめく。

　尚人はそっとキスを落とし口内に含んだ。舌でねちっこくそこを愛でていると、自分のものもじんじんと熱くなってくる。

　淳が尚人の髪の毛を優しくすく。見上げると、こちらを見下ろす淳と目が合った。

「立って」

　言われたとおりに立てば、そのまま抱き上げられてベッドに寝かされた。

　ずっと外にいた体は、どちらも冷たい。

「冷えきってる」

「淳だって」

　体温を分け合うように抱きしめ合う。恋い焦がれた香りに包み込まれて、尚人は胸が苦しくなった。

「就職、決まったんだ……おめでとう」

　息苦しさから意識を逸らすように、ぼそりと呟く。

「先輩もどっかで頑張ってるだろうと思って頑張りました。それに、頼り甲斐のある男になりたかったし」

　以前言われたことを思い出した。

「淳……留学のこと話せなくてごめん。でも、それは、淳が頼りなかったからじゃない」

　頭を抱き寄せられ、それから額に口付けをされた。

「分かってますよ。俺も、あんなこと言ったのは頭に血がのぼってただけです。ちゃんと、先輩が俺のこと好きなのも知ってた」

　唇と唇が軽く触れ、すぐに離れる。もっと欲しくて尚人からもキスをする。

　わだかまっていたものが解けていく。

「また、会える？」

　口付けの狭間で問うたそれは、切なる願いだった。

「当たり前です。会ってもらえなきゃ俺が困る」

　嬉しくて舞い上がってしまう。また会える。これからも、会える。

　舌を絡め取られ、淳の手が体をさまよいはじめる。腰を押し付けられると甘く痺れが広がり、尚人も無意識に自分のものを擦り付けた。

　巧みなキスと手の動き、それに加えて中心までゆるく刺激を与えられ、尚人の息が上がる。久しぶりすぎて、これだけでも達しそうになってしまう。

　お互いの興奮が高まっていくにつれ体温も上昇していった。淳のぬくもりが愛おしい。他の誰でもない、この肌が、熱が欲しかった。

「お願い……たくさん、印付けて」

　刻み込んでほしい。次に会うときまで忘れないように。

　その言葉で、尚人は組み敷かれた。

　淳が尚人の体に貪りつく。舌と唇が這い回り、小刻みに身を震わせる。時折感じる痛みすら甘美な快感となって背筋を駆け抜けた。

　頭のてっぺんから爪の先まで、表面は触れられていないところがないほど、手と口で愛撫された。

　鈴口は蜜を垂れ流し、体の奥底が疼きだす。もっともっと内側の深いところで淳を感じたい。そんな欲求がくすぶりはじめる。

「四つん這いになって」

　そう言われてドキっとした。恥ずかしくてたまらない。けれども、同じだけの期待をしている。尚人は緊張しながらうつ伏せになり、腰を突き出した。

「ここ、誰にも触られてない？」

　トントン、と後孔を軽くノックされ、同じリズムで尚人の腰が弾んだ。

「淳、だけだよ」

「よかった……」

　長いこと触れられていなかった体ははじめ頑なだった。それでも、どこを触ると悦ぶのか、淳は知り尽くしている。変わらない愛情でほぐされて、尚人の体がとろけていくのは時間の問題だった。

　淳の指が敏感なところを執拗に刺激しはじめると、尚人は悶えて腰を振った。

「あぁ、いや、いやだっ、淳がいいっ」

　指で迎えてしまうのは嫌だった。腰を揺らしながら淳が欲しい欲しいと言ってねだる。

「先輩……」

　双丘をがっしりと掴まれる。剛直が押し当てられると尚人は息を詰めた。

　ゆっくりと、内側に淳が侵入してくる。

「はぁ……おっ、きぃ」

　待ちに待ったものの到来に、恍惚とした声が漏れた。ひとつに繋がることが出来て、苦しさよりも喜びの方が大きい。

「もう、さっきからなんなの」

　振り返ると、淳が眉を寄せていた。

　戒めるようにぐっと最後のひと押しをされ、尚人は短い叫びを上げた。

　お互いの体がなじんでくると、淳が動きはじめる。

　過敏な粘膜を擦られるたび、皮膚の表面がざわめき立つ。淳が与える刺激のひとつも取りこぼすことのないように、尚人は五感を研ぎ澄ませていた。細胞の隅々まで淳を感じていたい。

「きっつ……全部持っていかれそう」

「全部、ほしい。淳の、全部」

　勢いよく貫かれ、尚人は顎を反らした。

「あんまり煽んないで。優しくしたいのに、めちゃくちゃに抱きそうになる」

「いい。めちゃくちゃに、して……」

　残りの冬休みを寝込むことになっても、構わないと思った。

　淳が片膝を立てて、腰の動きを速める。

「あぁ、あぁっ」

　尚人は突っ伏し、シーツを握りしめた。揺さぶられるたび中心もともに揺れ、ぽたぽたとシーツに先走りを垂らす。涙を滲ませながらなんとか後ろを窺い見ると、自分を攻め立てる淳が男らしくて、たまらない気持ちになった。

　もう限界だと思ったとき、淳が自身を抜いて体位を変えた。

　仰向けで膝を割られ、もう一度挿入される。

　見慣れない黒髪の淳が、欲望の滲んだ目で見下ろしてくる。

　なんて、かっこいいんだろう。

「先輩、俺で、抜いたことある？」

　いい場所を突きながら淳が問いかけてきて、尚人は理性も吹き飛びこくこくと頷いた。

「どうやって？」

　見せて、と囁かれた。

　そんなはしたないこと躊躇われる。けれど、本当はそこにも刺激が欲しくて仕方なかった。

　おずおずと自身に手を伸ばす。一旦擦りはじめると止まらなくなった。

「はぁ……あつし……あつしっ」

　揺さぶられながら、うわごとのように淳の名前を呼んで扱く。その様子をじっと淳に見つめられている。

「可愛すぎ。いつも俺の名前呼ぶの？」

「んっ……」

「真面目で、こんなの全然興味なさそうな顔して、やらしい」

　興奮していて、淫乱でもいいと思った。外と中両方の刺激に目の前がチカチカしてくる。

「俺も、先輩にこうするのを想像して、してた」

　淳が急に激しく動きだし、尚人の背が反り布団から浮いた。容赦なく攻め立てられておかしくなってしまいそうだ。

「やっ、だめ」

　──違う。嫌じゃない、だめじゃない。ちゃんと伝えないと。

「いいっ、きもちいっ……もっと……もっと、してっ」

　月光に淳の輪郭が輝き、彼の黒髪から汗がきらりと光って滴る。その様子に心奪われる。

　尚人は自身から手を離し、淳を掻き抱いた。脚まで巻き付けて、無我夢中でしがみつく。

「淳、好きっ……好きっ」

　その言葉を口にすると、余計感じてしまう。

　淳の匂いを胸いっぱいに吸い込み、体中に行き渡らせる。あたたかい幸せの繭に包み込まれていく。

　そしてやってきたのは、大きな絶頂の波だった。さらわれて飲み込まれ、気が遠のきそうになる。

「っ……ナオ……」

　淳が小さく呻き、切なげに名前を呼ぶ。達するときだけ聞けるその呼び方に、悦びの目盛りが振り切れてしまう。

　慌てて出ていこうとした淳を尚人は離さなかった。

「中に、ちょうだい」

　いっぱいいっぱい欲しい。

　ズンと淳のものが脈打ち、奥に熱い迸りを感じた。そんな小さな刺激すら、いまだ続く絶頂に追い打ちをかける。うねる内壁が淳の出したものを一滴も残さず絞りとろうとする。快感が快感を呼び、心も体も絶頂感に浮遊していた。

　足りなかったものが満たされていくのを感じる。それでもまだ、いくらでも欲しい。

　繋がったまま抱き合って息を整えていると、どちらもまたすぐに火がともる。

　何度も何度も、会えなかった分を埋めるようにお互いを求め続けた。






エピローグ









　白いネクタイを、尚人は淳に、淳は尚人に結ぶ。はじめは下手だった尚人も今では綺麗に結べるようになった。

　社会人になった淳は惚れ惚れするほどいい男だと思う。長身にスーツが様になっている。




　尚人が不安でたまらなかった距離は、結局スパイスにしかならなかった。毎日パソコンでテレビ電話をし、東京にいた頃より頻繁に連絡を取っていたし、会えたときには大いに気持ちが盛り上がった。

　一度も会わなかった期間も淳は想い続けてくれていた。そのことが尚人から不安を取り除いた。

　依存するのではなく、それぞれの場所でお互い努力するいい関係を築くことが出来たと思う。

　寮でぬくぬくと過ごしていた自分とは違い、淳は随分ディープな中国を見てきたらしい。心配でたまらないから早く帰ってきてほしいと冗談でよく駄々をこねていた。

　離れていたときのことが脳裏に蘇り微笑ましくなる。あの時期を乗り越えたからこそ、より絆が強固になり、お互いへの想いが深くなった。

「ナオ先生かぁ……先生って響き、エロいですよね。背徳的でそそるなぁ」

　尚人は帰国後無事博士号を取得し、大学の専任講師としての採用が決まった。タイミングや運も大きいが、現地での研究経験とその実績が少なからず評価されたようだ。

「何言ってんだ」

　笑いながらコツンと淳の胸を叩く。

「冗談ですって。今度ちゃんとお祝いしましょうね」

「……ありがとう」

　尚人は照れて俯いた。

「あぁ、ネクタイ見てるとほどきたくなる。もう一回しません？」

「だめだって、もう行かないと」

　本当は自分もそう思っていた。スーツを見ているとムラムラしてくる。けれど、今日は親友の大事な日なので遅れるわけにはいかない。この日のためにスピーチだって一生懸命考えてきた。

　じゃれついてくる淳をあしらい、尚人は準備を急いだ。

　最初に結婚の話を聞いてから随分時間が経ってしまっていた。長女の出産後まもなく、和美が二人目を妊娠したからだ。二人目も女の子で、祐樹は肩身が狭いと言いながらもにやけきっているそうだ。




　控え室を訪れると、ウエディングドレスに身を包んだ和美とタキシード姿の祐樹が揃っていた。

「ふたりともおめでとう。和美、綺麗だよ」

　花嫁姿はやはり別格だ。彼女は今まで見てきた中で一番美しかった。

　淳は後ろで立っている祐樹に声をかけている。

「おめでとうございます。末長く、どうか末長～くお幸せに！」

　淳の言い方に棘があるのを尚人は感じとった。祐樹のことはいまだに嫌いらしかった。このふたりが万一別れたら、自分をとられるとでも思っているのだろうか。誰も淳に敵うわけがないというのに。尚人は呆れて苦笑を漏らした。

　招待された式場は海沿いに建っていた。海も空も青く澄み渡っていて、天候まで彼らを祝福しているようだ。

　真っ白で可憐なチャペルに足を踏み入れると、ステンドグラスから光が差し込み、神聖な空気が漂っていた。

　前の方にふたりの親族が座って、尚人と淳は招待客の一番後方に並んで腰かけた。最前列には和美の母親が愛らしい赤ん坊を抱いていて、その隣におめかしした女の子が座っている。

　招待客の全員が揃うと、司会の進行に従い祐樹が先に入場し、祭壇前で和美を待った。

　静まり返った教会に結婚行進曲が流れ出す。そして、父親に手を取られた花嫁が入場してきた。純白のベールをまとい、新郎に向かってまっすぐバージンロードを歩いていく。その様子をこの場の誰もが静かに見守っていた。

　ついに、花嫁は父の手から新郎の手へと渡る。

　ずっと恐れていた瞬間のはずだった。しかし、今隣に淳がいてくれて、心の底から純粋に祝福できる。尚人はあたたかく優しい気持ちで満たされていた。

　全員で賛美歌を歌った後、聖書の朗読があった。それから、ふたりは永遠の愛を誓い合う。

「健やかなるときも、病めるときも、富めるときも、貧しきときも、死がふたりを分かつまで、妻を愛し、慈しむことを誓いますか？」

　牧師が祐樹に問いかける。

『……誓います』

　──え？

　尚人は驚いた。祐樹の返事と重なり、その言葉がすぐそばから聞こえたからだ。とっさに横を見ると、尚人の耳元に顔を寄せている淳と至近距離で目が合った。手を握り、ニッと笑いかけてくる。

　ばか、悪ふざけはやめろよ。こんなときに不謹慎だろう。

　そう思いつつも、鼻の奥がつんと痛くなり、ぶわりと熱い何かが込み上げてくる。まずいと思ったときにはもう遅く、淳の顔が滲んで見えた。

　最悪だ。この後披露宴でスピーチをしないといけないのに。

「健やかなるときも、病めるときも、富めるときも、貧しきときも、死がふたりを分かつまで、夫を愛し、慈しむことを誓いますか？」

　新婦への問いかけを聞いて、尚人の心臓が早鐘を打つ。

　決して歩むことのない、陽の当たる、光り輝く道だと思っていた。それが今、目の前に続いているような気がする。

「ナオさん」

　淳がこちらを窺い見て返事を待っている。

　早く答えなければ。そう思うのに、たった一言が喉元で詰まって出てこない。狂おしいほどに心がかき乱され、激情の渦に揉みくちゃにされていた。

　荒ぶる感情が、表面張力を破ってとうとう瞳から決壊してしまう。懸命に抵抗しようとするけれど、自分ではどうすることも出来ず翻弄されるしかなかった。

　彼と出会ってからというもの、幾度となく思い知らされる。胸に巻き起こるこの甘い嵐に、対処法などないのだ、と。

　淳の手を握り返し、耳元にそっと唇を寄せる。尚人は大きく息を吸って、泣きながら、精一杯の笑顔を作った。






番外編









「は!?　そんなの聞いてないですよ」

　いつものように寝る前に電話をしていたときのことだ。尚人から言われた言葉に、淳は驚きのあまり声を荒立てた。

「あれ？　言ってなかったっけ？」

　とぼけた返答をする恋人に苛立ちが募る。夏に休みを取って旅行に誘おうと考えていた矢先、ゼミの合宿があることを告げられたのだ。

　電話を切った後すぐさまインターネットで合宿の会場を検索する。

　ほうほう、高原のペンション、部屋はシングルルームがいくつかと数人が寝泊まりできる大きさの部屋がいくつか。トイレは付いているがバスはなし。なるほど、風呂は大浴場があるわけか……。

　ふっざけんじゃねぇ！

　淳は思わず心の中で叫んでいた。

　学生たちは男女に分かれて一部屋ずつ大部屋だとしても、当然講師は別に一人部屋を取っているだろう。いや、そうでなければ困る。男たちと同室だなんて、考えただけでいてもたってもいられない。

　待てよ、文学部なんて女子がほとんどじゃないか？　もしゼミに男子学生がひとりしかいなかったとしたら、ふたりきりで夜を越す可能性すらある。それに何より、大浴場だと……？　恋人の細っこい裸体が野郎どもの目に晒されるなんて耐えがたい。

　いつの間にか、妄想の中の男はなよなよした文学系草食男子からアメフト部にでもいそうな体育会系肉食男子にすり替わっていた。

　これだからナオさんの危機感のなさと言ったら……。自分のことは平々凡々で、寄ってくる男なんているはずがないと思い込んでいるのだ。淳は頭を抱えたくなった。

　だからあんないけ好かないオッサンに狙われんだよ。王のことを思い出すと胸くそ悪くなってくる。王と最初に会ったのは、まだ国際遠距離恋愛をしていたときのことだ。何度かあちらに行き、淳は尚人の周囲の人々とも顔見知りになっておいた。純粋にどんな生活を送っているのか知りたかったし、悪い虫がいないかも心配だったからだ。研究室の飲み会にも同席させてもらい、持ち前の親しみやすさですぐにみんなと打ち解けることが出来た。しかしそれも、遅れて王がやってくるまでだった。彼は明らかに尚人に向ける目が他の人と違っていたし、あろうことかセクハラまがいにボディータッチをしていたのだ。明るくウィットに富む性格のため周りからは冗談としか思われないようだ。しかし、尚人に気があるのだと淳にはすぐにピンときた。

　その王が来日したとのことで、尚人が接待したのはつい先日のことだ。予定を無理にやり繰りし、もちろん淳も付き添った。ふたりきりになどさせるはずがない。

　あのセクハラオヤジ……。

　居酒屋を出てから、王は尚人の腰を抱きながら歩いていた。いいや、それどころか、撫でながら自分が泊まっているホテルのバーで飲み直さないかと尚人を誘っていた。思い返すだけではらわたが煮えくり返りそうだ。

　自分がどんな目で見られているかも知らずに、尚人が崇拝していることも気に食わない。恩師なのでこれからもずっと関係が続くようだ。尚人のキャリアの邪魔はしたくないので、耐えるしかないのが悔しい。

　──先生はそんなんじゃないよ。からかわれてるだけだって。

　苦笑しながらそんなことを言う恋人の呑気さに途方に暮れそうになった。終始この調子で無防備なため、キャンパスでも心配なのだ。尚人は確かにどこからどう見ても地味で平凡だろう。初対面のときは帰ったら顔すら忘れたくらいだ。しかし、以前の自分がころっといってしまったように、何かの間違いが起こることだってあり得る。それなりに遊んでいた自他ともに認める女好きの自分が、いまや尚人一筋のはまりようだ。おそろしい。

　淳は再び尚人に電話をかけた。

「ナオさん、その合宿俺も行くんで。手伝いに来た院生とでも言ったらいけるっしょ。無理でも何でも、なんとかしてください」

　困惑する尚人に畳みかけ、強引に話を結んだ。

　電話を切ってから考える。先生と学生……我ながら妙案じゃないか。以前から憧れていたその響きに、淳は現金にもわくわくしてきた。







　高原は、夏でも涼しく心地よい。豊かな緑、爽やかに澄み渡る空気。都会の喧騒を離れた静けさの中、耳をすませば小鳥のさえずりが聞こえてくる。

　……かと思って来れば、とんでもない。木が多いせいで、蝉の声が割れんばかりに騒々しい。よくもこんなところまで勉強しに来るものだ。到着するまでに汗をかいたし、どんなに涼しくてもクーラーの効いた部屋から一歩も出ずに勉強していた方がよっぽどマシだ。

　淳の予想に反して、尚人のゼミの男女比は五対五の半々だった。集合するやいなや、淳は真っ先に男子学生をチェックした。もやし二名、チャラ男一名、真面目眼鏡一名、体育会系一名。そこそこイケメンだと呼べそうなのはチャラ男と体育会系くらいか。眼鏡も背が高い優男だ。尚人がゲイだと知っているので女子は二の次である。

　淳が第一印象で気に入らなかったのは体育会系の男だった。短く刈り上げた髪に浅黒い肌。服の上からも筋肉質な体つきが見てとれる。笑うと爽やかで、どことなく祐樹を彷彿とさせるのだ。顔立ちは祐樹の方が男前だが、尚人の好きなタイプかもしれないと危惧した。尚人のことは信用していても、力ずくで押しに押されたらと思うと不安だ。

「今日は院生の杉田くんが手伝いに来てくれました」

　尚人の紹介で淳が口を開く。

「はじめまして、杉田淳です。二日間よろしくお願いします。いつでも気軽に話しかけてください」

　営業スマイルで自己紹介をすると、学生たちがかっこいいと騒ぎだす。ゼミの雰囲気は和やかで、尚人が親しまれていることが窺い知れた。

　……しかし、親しみすぎだろう。観察しているうち、尚人に対するチャラ男の態度に不満を抱き始めた。髪を明るく染め、ハーフパンツにサンダルという軽装でやってきたチャラ男こと、平野という学生だ。

「せんせー、これどうすんの？」

　プロジェクターの操作をしながら平野が叫ぶ。さっきから尚人に馴れ馴れしくタメ口をきくのが気になっていた。

「俺がやりますよ」

　引きつりそうな口元に無理矢理笑みを貼り付け淳が声をかける。

「あ、じゃ、よろしくお願いしまーす」

　いちいち癪に障る口調の軽さだ。

「杉田さんってかっこいいっすねー。彼女いるんすか？」

　作業している横から鬱陶しく話しかけてくる。勉強をしに来ているというのに会って早々恋人の有無を尋ねてくるとは、第一印象を裏切らない軽薄さだ。

「さぁ、どうだろう」

　真面目に答える気にもならず言葉を濁す。

「またまたー。先生もすぐそう言ってはぐらかすんですよね」

　こういうタイプは尚人も軽くあしらうに違いない。

「けど、照れて可愛いんすよ。先生ってもしかして童貞かなぁ？」

　声を潜めて付け加えた平野の一言に、淳は額に青筋が立ちそうになった。こんの、クソガキ……。

「こら。ふざけてないで早く発表の準備をするように」

　振り向くと尚人がすぐ後ろに立っていた。声を潜めても本人の耳に入ってしまったようだ。顔を真っ赤にしている。

　あー、もう！　そんな顔をするからつけ込まれるんだ。尚人は基本素直ではないが、感情が顔に出やすく分かりやすい。そんなところが愛おしいけれど、自分以外の前で披露されてはたまらない。

「はーい」

　平野が笑いながら離れていく。尚人は困ったようにその姿を見送っていた。




　ひとりずつ論文の進捗状況や今後の計画の発表が行われ、尚人がそれぞれにアドバイスをしていった。その後用意していた資料をもとにディベートが行われ、夕刻になると皆でカレーとポテトサラダを作った。淳はアシスタントをしながら、次第に違和感を感じ始めていた。

　ひいき……？　というほどでもないが、平野に対する尚人の当たりが柔らかいのだ。平野の発表のときは他の者のときよりより優しい眼差しで見守っていたし、失礼な言動も困ったように笑いながら容認している。ときには平野の姿を目で追っているかのように感じることすらある。

　淳は面白くなかった。真面目学生や体育会系ではなく、よりによってこのチャラ男がお気に入りだなんて。尚人の趣味を疑う。

「平野くん、ちょっといいですか？」

　淳は夕食後に平野を呼びとめた。

「今行きまーす」

　能天気に尻尾を振ってやって来た平野を物陰に連れ込み説教を垂れる。

「こんなこと言うのはなんだけど、先生に対する君の態度はよくないと思う。せめて敬語くらい使ってください」

　キレてしまいそうなので、なるべく穏やかな口調を心がける。

「あ、すみません。先生って俺らと同い年くらいに見えるから、つい」

　いくら小柄で若く見えると言っても、いまだに学部生に混じって違和感のない恋人に先行きが思いやられる。学生からオッサンまで全方位が危険だ。

　以後気をつけるように言い聞かせて平野とは別れた。後で尚人とも話をしなければならない。







「杉田さんって絶対モテモテでしょう」

　夕食中、小林という女の子が言いだした。赤らめた顔はビールを飲んでほろ酔いしているようだ。

「そんなことないよ」

　淳は苦笑いした。

「だって、こんなにかっこいい人学内で見たことないです。すっごく気が利いて優しいし」

　他の学生も同調すると、横から尚人が水を差してきた。

「学部生のときはもっとチャラッチャラしてたよ。プレイボーイで有名だったんだって？」

　ひどい言い草だ。よく見れば尚人も結構飲んでいる。

「あっ、先生、それは内緒ですよ～」

　少々カチンときながらも、人差し指を口元に添えて淳は冗談を返した。わっと笑いが起こり質問攻めに合う。その後も雑談に花が咲き、食事を囲みながら和気藹々と過ごした。




　部屋は男女で分かれた大部屋と、尚人と淳が一部屋ずつ取ってあった。しばらく寛いだ後、学生たちが部屋へ戻っていく。これから風呂へ行くのだそうだ。解散を期に淳は尚人の部屋を訪れた。

　ドアをノックすると、まもなく開き尚人が顔を覗かせた。

「先生」

「あつ……杉田くん」

　いつもの呼び方で呼ぼうとし、学生たちの手前訂正したようだ。尚人は周囲を見渡し、誰もいないのを確認して淳を招き入れた。

「入って。今から大浴場に行こうとしていたんだ」

　大浴場だって？　冗談じゃない。なんとか時間を稼いでみんなと時間帯をずらしたい。

　バスタオルと着替えを手にする尚人を、淳は後ろから抱きしめた。

「杉田くんって呼ばれると、昔を思い出しますね」

　耳元で囁くと、尚人が身じろぎをした。

「俺は……先生って呼ばれると、なんだか知らない淳みたいに感じる……」

　小さな声でそんなことを呟く。

「嫌？　俺はナオ先生って呼んでみたかった」

「やじゃ、ないけど……なんか」

　尚人ははっきりしない。

「なんか、何？」

「淳が変なことばっか言ってたから」

「変なことって？」

「その……先生って響きが、やらしい、とか……」

　唇を寄せていた耳朶がたぎるように熱くなる。そんなことを思ってくれていたなんて嬉しい。

「意識してくれるんだ？」

　淳は尚人の背をそばの壁に押しつけた。尚人の頬は案の定紅潮していた。

「先生と、いけないことしてみたいな」

　唇と唇が触れる寸前、ごくりと尚人の喉が上下したのが分かった。




　狭い部屋にふたりの荒い息と唾液の立てる粘着質な音が響く。それがやけに大きく聞こえ、隣の部屋にまで聞こえてしまいそうな気がしてくる。もう風呂へは行っただろうか。そうでなければ、薄い壁一枚隔てて学生たちがいるのだ。

「はっ……あつし、だめっ……となりっ……」

　尚人が淳の胸にしがみつき、息も絶え絶えに訴える。そんなとろけた顔をしながら、懸命に理性を働かせようとする恋人がいじらしい。

「でも、こんな体で風呂へは行けないでしょう？　先生」

　淳は尚人の股間を撫で、口角を上げた。尚人の顔が余計に赤くなる。

「俺だって、これじゃあ行けません」

　尚人の手を取り、硬く主張する自分のものに導いた。

「可愛い教え子に、先生のこと教えてよ」

「こんな悪い教え子は持ってないよ……」

　そんな言葉は無視して、ベッドの上に押し倒し服を脱がせていく。アルコールのせいか、目の前に晒された素肌は心なし桃色に色づいていた。

「先生の感じるとこはどこですか？　ここ？　それともここ？」

　焦らすように尚人の肌に舌を這わせていく。

「くすぐったいっ」

　身をよじる尚人が、胸の突起をつままれた瞬間大きく体を跳ねさせた。

「ナオ先生の体は正直ですね」

　にやりと笑みを浮かべながら胸の飾りに貪りついた。片方を舌で舐め回しながら、もう片方を指で弄んでいると、みるみるうちにどちらも硬く尖った。

「ふっ……あぁっ……」

　快感に身悶える尚人の姿に、淳の中心にも熱と欲望が集まっていく。

　尚人の股間を撫でると、布の上からでももうグチュグチュなのが分かった。下着を下ろし、わざと音を立たせながら扱き上げる。とめどなく蜜が溢れ出て、どんどん滑りが良くなっていく。

「生徒にいたずらされてどんな気分？」

「変態……」

　尚人がそっぽを向いて呟く。羞恥と快楽に染まった横顔が欲情をそそる。

　扱き続けていると、絶頂が近いようで尚人が眉根を寄せた。

「あっ、もうっ……」

　しかし、限界を迎える寸前で淳は手の動きを止めた。とろんと潤んだ瞳が抗議をするようにこちらを見つめてくる。

「先生、平野のことえこひいきしてるでしょ」

　突然の一言に、尚人が怪訝な顔をする。

「え……？　誰もひいきなんてしてない」

「だって、あいつに甘いじゃないですか。よく見てるし」

「そんなんじゃない。それに、それを言うなら淳だって……」

「は？」

「……もういい！」

　尚人は淳を押しのけ起き上がった。ベッドから降り、ふらふらとおぼつかない足取りで歩き出す。スーツケースの前でしゃがみこみ、ガザガザと中をあさり始めた。やがて手に何かを持って戻ってくると、乱暴に淳を押し倒した。

　わけの分からない逆上をしている。淳が驚いて尚人を見上げると、尚人の目は見事に据わっていた。

　うっわ……。

　こんな表情は見覚えがあった。尚人が飲み過ぎたときだ。さっきの歩き方といい、上気した顔といい、大分アルコールが回ってきているらしい。

　尚人は無言で淳の服を脱がせていく。

「ナオさん……？」

　ふざけてはいけない怖さを感じ取り、普段の呼び方でおそるおそる声をかける。

「先生と呼びなさい」

　……えぇぇ！　酔っ払って明らかにおかしくなっている。

　裸に剥かれた淳の上に尚人が跨がった。何をするのかと思えば、ベッドの上に転がっていたものを掴んだ。よく見るとローションだ。さっき取り出していたのはローションだったのだ。

　尚人が手のひらにそれを垂らし、自身の後ろを弄り始めた。短く、長く、濡れた息をつきながら、自分でほぐしているようだ。卑猥な水音が立ち、前からも蜜を垂れ流している。うつろな目で唇を半開きにし、色っぽい表情で淳を見下ろしてくる。

　こんな姿は誰にも見せられない。俺の先生は、最高にエロい。

　誘われるように尚人のものに手を伸ばすと、思いがけずその手を振り払われた。

「触るなっ」

「なんで？」

「悪い教え子にはお仕置きだ」

　お仕置き……！　淳はその響きに心ときめいた。尚人は飲み過ぎると悪酔いしてしまうことの方が多いが、たまにこんな状態になってくれるのなら大歓迎だ。どんなことをしてくれるのか期待に胸が躍る。

　ある程度ほぐれたのか、尚人は淳のそそり立つものを後孔に押し当てた。そしてゆっくりと腰を落としていく。

　熱くてきついものに包み込まれていき、それだけでえも言われぬほど気持ちがいい。

　全てを飲み込むと、尚人が一度大きく息を吐いた。

　少しなじんできたところで、淳は尚人の腰を掴み下から突き上げようとした。しかし、それも振り払われてしまう。

「だめ。お仕置きだから、淳は触っても、動いても、だめ」

　そう言って尚人は腰を動かしはじめた。

「あっ、んっ……」

　自分で自分のいいところに擦りつけて感じているようだ。額に汗を滲ませ小さく喘いでいる。これではまるで公開オナニーだ。

「やらしー」

　思わず口にすると、挑むように睨み付けられた。

「勉強だけじゃなくて、こういうことも、教わりたいんだろう？」

　妖艶な笑みに、淳の背筋がぞくりとした。

　尚人は次第に大胆に動き出す。激しく突き上げたい衝動に駆られるが、許してもらえず生殺状態だ。直接的な刺激に加え、尚人に襲われているようなシチュエーションとその姿に煽られて仕方がない。

「つか、何の、お仕置き？」

　そういえば、平野のことを責めたのは自分の方だったのに、いつの間にかこっちが責められる方になっている。ふざけすぎたからかと思ったが、返事は予想外のものだった。

　尚人が動きを止め、悔しそうに唇を噛む。

「美人にかっこいいって言われて、鼻の下伸ばしてた。いちゃいちゃ料理してたし……」

　は？　ちょっと待て。それはあまりにも聞き捨てならない。

　淳は素早く起き上がり、繋がったまま尚人を押し倒した。

「え、淳っ……」

　急な反乱に尚人が狼狽えている。

「お仕置き、交代」

　淳は尚人を見下ろした。

「そんなこと言うやつは、俺の下で散々イってろ」

　尚人の両脚を大きく開き、思いっきり腰を打ち付ける。

「んあぁっ……！」

　尚人が顎を反らし叫びを上げた。

「声、聞こえないようにね？」

　わざと意地悪なことを囁き、知り尽くした尚人の敏感な場所を激しく攻め立てる。尚人がイキっぱなしの状態になってもやめてあげなかった。




　学生たちが皆部屋に引っ込んだ時間帯、淳と尚人は大浴場にいた。大浴場とは名ばかりのこぢんまりとした浴室で、ふたりきり肩を並べて湯船に浸かっている。

「ごめん。その、さっきは、俺、どうかしてた……」

　気まずそうに尚人が切り出した。しばらく気を失った後に目覚めた彼は、酔いが冷めたのか正気に戻っていた。

「俺の愛、分かってもらえました？　痙攣しながらすすり泣いて、可愛かったな～」

　にこにこしながら尚人の顔を覗き込む。

「鬼畜……ほんと、しつこい……」

　げんなりと呟かれたが、照れ隠しも多分にあるはずだ。

「ナオさんだって、だめだって言いながらちゃっかりローション用意してたじゃないですか。むっつりー」

「それは……万一のとき、困ると思って……うちにはどこでもさかるのがいるから」

「はいはい、そういうことでいいですよ。でも、それはナオさんにだからであって、誰でもいいとかないです」

　それを言うと、尚人は申し訳なさそうに話し出した。

「分かってるけど、ごめん、面白くなかっただけ。俺だって、別にえこひいきなんてしてないよ……平野くんは、なんか、昔の淳を思い出して可愛いというか、その、つい微笑ましく見てしまうというか……」

「うわ、俺あんなでしたか？　一緒にされて心外です」

　でも、結局自分を想ってくれているのなら悪い気はしない。尚人の肩をぎゅっと抱き寄せて甘えた声を出す。

「つか、俺はもう可愛くないの？」

「……ずっと可愛いよ」

　尚人は俯き「でも……どんどんかっこよくなってくじゃん……」と小さく付け加えた。

　どうしようもないほどの愛おしさが胸に込み上げる。

「……もう、かわいいっ！」

　勢い余って膝の上で横抱きにすると、尚人が抜け出そうと腕の中で暴れ出した。

「放せよっ、誰か来たら……って、ちょっ、なんで、またっ……」

　再び元気になったものに気づいたようだ。

「ナオさんが可愛すぎるから、悪い」

　尚人の顔が青ざめ、それから一気に赤くなった。

「だから一緒に入りたくないって言ったんだっ」

　なんて言いながら、いつも一緒に入ってくれるのだ。いくら不満を口にしていても、最後はわがままを聞き入れてくれる。年上の恋人は淳にとことん甘い。

　尚人が足掻いて水しぶきが立つ。ふたりの騒ぎ声が浴室にこだまする。淳は笑いながら、文句の多い唇を塞いだ。

　日々の忙しさに加え、出張や転勤など。常に一緒にいたくとも現実はままならないことばかりだ。けれど、お互いを想い合っていればきっと大丈夫だと信じている。犬も食わないような言い争いをしたり、色気もくそもない仲直りのキスをしたりしながら、いつまでもともに歳を重ねていけますように。

　ふとした瞬間、尚人からの手紙を見つけたときの焦燥が今でも蘇ることがある。脇目も振らず、大通りを走るタクシーめがけて走り出していた。死力を尽くしても間に合わなかったあの絶望と喪失感は言葉に出来ない。それでも、一度として諦めたことはなかった。

　こうして一緒に過ごせる幸せをたびたび改めて噛み締める。何があっても、もう二度と離さない。

　切なる想いを込めて、淳は力いっぱい尚人の体を抱き締めた。
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